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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　鉈なたを振ふり下ろしたように、眠ねむりから覚めた。

　毛布の中での動どう悸きは、なにか悪い夢を見ていた名残なごりだろう。ここ数日、ずっとそうだった。

　セリムは天てん井じようを眺ながめ、ゆっくりと息を吸って、目を閉じる。ここは安心していい場所なのだから、と言い聞かせる。セリムが寝ねているのは、きちんと屋根のある部屋の、虫の湧わいていない亜あ麻ま布ぬのが張られたベッドだ。毛布は暖かくて柔やわらかく、香こう油ゆが振ふり撒まいてあるのか微かすかに甘あまい匂においがする。これまでの旅路からは考えられないような、恵めぐまれた環かん境きようだった。

　セリムは南の地から放ほう浪ろうの果てに、数すう奇きな縁えんを経て、温泉郷ニョッヒラにて暮らすことになった。ニョッヒラでも評判の湯屋、『狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭てい』に仕事を得たのは、幸運というよりも、奇き跡せきに近い。

　だから、湯屋で働きはじめた頃ころには、悪い夢ばかり見た。旅の途と中ちゆうで潜もぐり込こんだ村の納な屋やで、ほっと一息ついて眠ねむろうとしたら火事に巻まき込こまれたとか、そういう類の夢だ。

　自分の身に起きた幸運を信じられず、早晩唐とう突とつな終わりが来る、と身構えていたのだろう。

　そういうこともなくなったのは、北の地のそのまた果てにあるようなニョッヒラの、いつまでも後を引きずる寒い季節が終わり、新緑の季節になってからだった。

　仕事が大変かどうかと言われると、決して楽ではないが、過か酷こくではない。セリムは都市部の商会でも、田舎いなかの農村でも、田園地帯の貴族の屋や敷しきでも働いたことがあるが、湯屋というのはそれらすべてを足し合わせたような場所だった。

　たくさんの人が行いき交かい、仕入れが膨ぼう大だいな量に上るという意味で商会のようで、肉、魚、山菜は多くを自分たちで調達して、調理して、加工して、次の季節のために貯蔵して備え、建物の整備も基本的に自分たちで賄まかなうというところが農村のようで、一方で、湯屋は客を迎むかえ入いれるために常に一定の格式に調度品やらを整えなければならないという意味で、貴族の屋や敷しきめいている。やることは多た岐きに渡わたり、砂さ漠ばくの砂を数えるように終わりがない。

　とはいえ、もっと働けと棒で叩たたかれることもないし、重労働の後に黴かびの生えたパンを恩着せがましく与あたえられるわけでもない。むしろ、仕事で失敗をしてしまっても、優やさしい主人は怒いかり狂くるうどころか、なぜ失敗したのかの原因を突つき止とめて、改善さえしてくれた。

　セリムがベッドで横向きになり、隣となりに置いてある机つくえに視線を向ければ、そこには主人の聡そう明めいさと優やさしさがある。木窓の隙すき間まから差さし込こむ月明かりを受けて、綺き麗れいに磨みがき上あげられた丸い硝子がらすが光っていた。その湾わん曲きよくした硝子がらすをかざせば、小さい文字もくっきり見える、眼鏡という代しろ物ものだ。

　自分の目が、他人に比べてあまり良くないということなど、セリムはついぞ気がつかなかった。なにかにぶつかったり、物を取とり違ちがえたり、読み書きを間ま違ちがえるのは、単に自分がどんくさいだけなのだと思っていた。

　湯屋の主人であるロレンスからそれを渡わたされた夜は、嬉うれしくて、楽しくて、ずっと月の下で文字を眺ながめていた。

　この湯屋でいつまでも働けたらいいのにとセリムが思ったのは、眼鏡を受け取った日の夜、金色に輝かがやく月を眼鏡越ごしに眺ながめた時だった。

　しかし。

　セリムは目を閉じ、ため息をつく。ここのところはあまり気分が晴れなかった。

　しばらく見なくなっていた悪い夢も再発している。正確には、今までとはまた違ちがう悪い夢を見るようになった。

「ふう……」

　セリムは自分の弱さに辟へき易えきする。兄にこの様を見られたら、きっと叱しかられるだろう。

　けれど、とセリムは言い訳をしたい。枕まくらに顔をうずめ、ぎゅうっと抱だきしめた。自分の胸の中にある不安をそうやって押おしつぶそうとしたところで、もちろんなんの効果もない。

　それに、そうこうしていたら木窓の外から足音と、井い戸どに桶おけを放ほうり込こむ音が聞こえてきた。

　湯屋で一番早起きの、炊すい事じ場を采さい配はいするハンナが起きてきたらしい。

　朝食の用意と、一日の食事の下ごしらえは、それだけで大仕事だ。手伝わなければならない。

　セリムは体を起こしてベッドから出ようとして、最後にもう一度、枕まくらに顔をうずめて大きなため息をつく。

　息を吐はき切ったら、ようやく顔を上げて、諦あきらめたように起き床しようする。

　今日も一日が、始まったのだった。







　朝は水みず汲くみと、掃そう除じと、火熾おこしと、湯屋に客のいる時は二日に一回、いない季節は四日に一回パン焼きがある。

　粉をこねてしばし寝ねかせて、日が昇のぼる頃ころに村共同のパン窯がまに赴おもむいて、パンを焼いてくる。

　パンを焼きたい人たちがそれぞれ薪たきぎを持ち寄って銘めい々めい焼くのだが、最初はパン窯がまも冷えているので、余計に燃料が必要になる。二番目以降は、すでにパン窯がまが温まっているので、少ない燃料でいい。そのため順番はくじ引きだ。

　もちろん一番目を引いてしまったからといって、主人であるロレンスから怒おこられることもない。だからというわけではないが、セリムはできれば一番目がいいと思っている。なぜならパン窯がまに集つどうのは、詮せん索さく好きの村の女性たちばかりだから。

　冬の終わり頃ころにぽっと現れたセリムなどは、格好の餌え食じきだ。

　それに、狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭ていは、話題が尽つきない湯屋だった。

「ただ今戻もどりました」

　くじはそこそこ当たりと言える四番目だったが、パンが焼けるのを待つ間に、たっぷりと詮せん索さくの矢に晒さらされた。炊すい事じ場に戻もどる頃ころにはすでに疲つかれて、すっかり夜も明けきっていた。

　焼き立てのパンを盛った籠かごを炊すい事じ場の作業台に乗せると、柄ひ杓しやくを手に鍋なべをかきまぜていた恰かつ幅ぷくのいい女性、ハンナがちらりとセリムに視線を向けた。

「おやご苦労様」

　そして、籠かごにかけてある布ふ巾きんをめくり、満足げにうなずく。今回もきちんと良い頃ころ合あいでパンが焼けたらしく、セリムはほっとした。鼻が人より良いので、パン窯がまの中がどうなっているかは見ないでもわかる。焦こがしてしまうとすれば、それはパンを取り出す手て際ぎわが悪く、もたついてしまうせいだった。

「さすが狼オオカミ様だね。焼け過ぎず、焦こげ過ぎず。すぐにパン屋で働けそうだよ」

「パン窯がまで焼ける頃ころ合あいを見計らうだけの仕事があれば、の話です。鼻で焼き加減の香かおりはわかっても、大きなパン生き地じをこねる力がありません」

　セリムが困ったように笑いながら言うと、ハンナもまた笑った。

　セリムは人の娘むすめの姿をしているが、その実は人ではない。

　人よりも長い時を生きる森の住人であり、真の姿は白色の狼オオカミだった。

「そうだね。セリムさんはもう少し肉をつけたほうがいい。朝食、そこに置いてあるよ」

　ハンナと比べたら、腕うで周りは半分もないかもしれない。

　湯屋の仕事には力仕事も多いから、できればもっとがっしりしたいところだ。

　とはいえ、セリムは食うや食わずの旅暮らしが長かったせいか、それとも生来そうなのか、あまり食が太くない。朝もさほど食欲がわかないのだが、調理台のほうには小麦にライ麦を混ぜたパンと山菜のスープ、そこに塩しお漬づけ肉がちょっと添そえられていた。
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　せっかくハンナが用意してくれたのだし、食べるのも仕事だ、とばかりに椅い子すを持ってきてスプーンを手に取ったが、やはり手はあまり進まない。

　早く食べて次の仕事に行かないと、と思っていると、後ろからにゅっと手が伸のびてきた。

「沸わかした山や羊ぎの乳に葡ぶ萄どう酒しゆを混ぜて、蜂はち蜜みつとパン屑くずを溶とかしたものだよ。これなら飲めるだろう？」

　振ふり返かえれば、ハンナだった。

「あ、ありがとうございます……」

　風か邪ぜをひいた時の子供の飲み物みたいだが、滋じ養ようがたっぷりなのは間ま違ちがいない。

　それに、甘あまい香かおりが強こわ張ばった喉のどを柔やわらかくしてくれた。

「最近はずっと、そんな調子だねえ」

　甘あまくて濃こい山や羊ぎの乳を啜すすっていると、ハンナが呆あきれ、笑いながらそう言った。

　セリムが思わず首をすくめると、ハンナは肩かたを揺ゆらして笑う。

「責めてるんじゃないよ。セリムさんは真面目だからねえ、考えすぎなんだよ」

　ハンナは腰こしに腕うでを当て、やれやれとばかりにため息をつく。

　こうやって気にかけてもらうのも、今日が初めてではない。

「ですが……」

　と、セリムが言いかけたところに、炊すい事じ場にどやどやと人が二人ほど入ってきた。片や背高のっぽの青年で、もう一人は背の低いずんぐりとした中年の男性だった。手には山菜が山盛りになった笊ざると、豆の入った籠かごをそれぞれ持っている。食事の下ごしらえをしていたらしい。

「ハンナさん、山菜と、豆の莢さや取りが終わりましたよ……っと、セリムさんもおはようございます」

「お、おはようございます……」

　山や羊ぎの乳が注がれた木の椀わんを手に、セリムは体を縮めて炊すい事じ場の隅すみに寄った。

「いやあ、良いパンの匂においですね」

　背の低いほうが吞のん気きに言うと、高いほうがてきぱきと笊ざるや籠かごを片付けてしまう。

「ハンナさん、次はどうすればよいですか？　チーズは先ほどひっくり返してきまして、表面も塩水で磨みがいてあります。果実酒は、朝晩が冷え込んだので、少し暖だん炉ろの側に置いておいたほうがいいかもしれません」

「ご苦労様。それじゃあ、旦だん那な様たちのために、干し肉でも拵こしらえてもらおうかしら」

　ハンナは鷹おう揚ように答え、棚たなから大おお振ぶりの刃は物ものを取り出した。

　セリムはその様子を内心ハラハラとして見ていたのだが、ハンナは堂々とこう言った。

「それとも、泣いて逃にげ出だすかい？」

　挑ちよう戦せん的な笑えみは、恰かつ幅ぷくのよいハンナにとてもよく似合っている。

　そして、炊すい事じ場にやって来た男二人は、顔を見合わせてから、苦く笑しようした。

「まさかまさか。確かにそんな初う心ぶな頃ころがありましたけれどもね」

「ははは、まるで今は世にこなれたかのような言い方だ」

「なにおう？」

　そんな軽口をやり取りしながら、一ひと抱かかえもある大おお鹿じかの肩かた肉にくと、大ぶりの刃は物ものを持って炊すい事じ場の裏手に出て行った。

　彼かれらを見送ってから、ハンナはセリムを振ふり向むいた。

「あれくらいでちょうどいいんだよ。あの人らだって、変に気を使われたら困るだろうさ」

「……」

　セリムはハンナを上目づかいに見て、結局、手元の椀わんに目を落としてしまう。

　最近、気分が沈しずみがちの原因のひとつが、彼かれらだ。

　別に彼かれらが嫌きらいなのではない。どう接していいのかいまいちわからないのだ。

　なぜなら、セリムは狼オオカミの化け身しんであり、彼かれらは、兎うさぎや羊の化け身しんなのだから。

「私も本当は木の実だけを食べるような鳥だけれどね、食事の領域では、奥おく様さまにだって負けやしないよ」

　胸を張るハンナも人ではなく、湯屋の主人であるロレンスの妻ホロもまた、そうだ。ホロはセリムと同じ狼オオカミで、かつては賢けん狼ろうと呼ばれた、見上げるばかりに巨きよ大だいな威い厳げんに満ちた狼オオカミだ。大恩があり、しかもホロたちはそれを恩に着せないのだから、たとえホロが鼠ねずみの化け身しんであっても、セリムは身を粉にしてでも彼かれらのために働こうと思っただろう。

　ただ、同族の狼オオカミであるという気安さは、間ま違ちがいなくあった。

　そこにやって来たのが、八人の人ならざる者たちだった。

　最初は湯屋に客としてやって来たと思ったら、なぜかこれからしばらく湯屋を手伝うことになっていた。彼かれらは全員が、馬や兎うさぎ、羊や鳥という、草を食はんだり木の実を食べたりする者たちだというのに。

　セリムが狼オオカミである以上、相あい容いれないところは少なくない。食事の際に彼かれらは肉を食べないし、一方ホロやセリム、それに主人のロレンスが食べるのは、彼かれらの仲間なのだ。

　彼かれらとて世を渡わたってきた者たちで、今いま更さらそんなことで動どう揺ようしたり、嫌けん悪おしたりということはないのもわかっている。もしそうであれば、賢けん狼ろうホロがいる湯屋だと噂うわさになっているらしいこの湯屋には、そもそも来なかっただろう。

　ならばハンナのように、大おお鉈なたを渡わたして干し肉を作ってこいと言われたら、干し魚を作るようにできるはずだ。

　もちろん、セリムが彼かれらと働きたくない、という意味ではない。湯屋の仕事は忙いそがしく、客が来た夏場は目が回る思いだった。そして、これからやって来る冬こそが、ニョッヒラの繁はん忙ぼう期だという。むしろ彼かれらが手伝ってくれることには、感謝さえしている。

　とはいえ、セリムがハンナを前に首をすくめてしまうのは、また別の事情があるからだった。

「まあ、セリムさんは人に指示を出すのが得意そうには見えないからねえ」

　ハンナの苦く笑しように、セリムはため息をつく。ベッドの中でもたくさんついてきたのと同じものだ。セリムは両手で包んだままの椀わんの中身を飲むことも忘れ、ぽつりと呟つぶやいた。

「ホロ様とロレンス様は、なにを考えてらっしゃるのでしょうか……」

　いわずもがな、セリムはホロとロレンスが大好きだ。南から微かすかな希望にすがって北までやって来て、自分たちの計画性のなさと不運から、あわや路頭に迷いそうになったところを救われた。けれども、それがなくたって二人の人ひと柄がらは好きになるのに十分すぎる。

　しかし、人である行商人と、狼オオカミである賢けん狼ろうが、手に手を取っての大冒ぼう険けんの果て、北の地に湯屋を構えたなどというお伽とぎ噺ばなしかなにかを実現してきたゆえだろうか。二人にはどうにも現げん実じつ離ばなれしているところがあって、ある日唐とう突とつに、とんでもないことを言いだしたのだ。

「私がこの湯屋を預かるなんて……半年はおろか、一ヶ月でさえ、どうなるものか……」

　食事が喉のどを通らず、夢見が悪く、ため息ばかりなのは、それが原因だった。

　セリムはある日の朝、今日も主人夫ふう婦ふの役に立てるように頑がん張ばろうと起きてくれば、ホロに言われたのだ。

　──ぬしよ、来年の春か夏頃ごろまで、わっちらは旅に出る。じゃからのう、代わりに湯屋をまとめておいてくりゃれ？　なあに、人手は新しく八人も増えておる。

　北の地に流れてきた自分たちを助けてくれたのは、ほかならぬホロであり、ロレンスだ。

　どんな頼たのみごとにも、否と答えられるわけがない。

「まあ、いきなり湯屋の采さい配はいを任せたって言われたら、驚おどろくかもだけれどねえ。なにせあの二人は、二人の物語の中に生きてるから」

　わずかな慰なぐさめと言えば、ハンナが同情を示してくれることだろうか。

「けれどもお二人なりに、問題ないと思うからこそ、任せたんでしょう。ロレンス様は人の世に精通した商人様だし、ホロ様は言わずもがなの賢けん狼ろう様。もっとも、ロレンス様の前では随ずい分ぶん可愛かわいらしいけれど……聡そう明めいだもの。無理なことは言わない人たちだよ」

　ハンナの言葉も、理り屈くつではわかる。

　そうなのだろう、と。

　しかし、うまく飲のみ込こむことはできなかった。

「お二人は、私のことを勘かん違ちがい……買いかぶっている気がしてならないんです……」

「そうかね。セリムさんがここで働いてくれてるのは、旦だん那な様がたにとっちゃ幸運以外のなにものでもないと思うけど」

　セリムがハンナに視線を向けると、ハンナは肩かたをすくめて、指折り数えはじめた。

「だって、文句も言わず、休みもせず、朝から晩まで働いてくれる。しかも、文字の読み書きもできる。数字も扱あつかえる。私はだめだもの。十以上は数えられやしない」

　そんなことなかろうに、とセリムは思うが、ハンナは炊すい事じ場から梃て子こでも動かないので、元々ひとつのことしかやりたがらない職人気質なのだろう。

「で、あっという間にコルさんの後あと釜がまに収まって、なんだか難しい書き物仕事をしているでしょう？」

　コルのことをセリムは直接には知らないが、几き帳ちよう面めんで、優ゆう秀しゆうで、おそらくは心優やさしい青年なのだろうということは、コルが記したという文字や数字の綺き麗れいさを見ればわかる。

「記帳……とか、仕入れのことは、教えてもらっただけですから……」

「いやいや。コルさんはあれで、ホロ様やミューリお嬢じよう様さまにからっきし弱いからね。たびたび余計な物を発注させられててねえ。ロレンス様から隠かくすために、炊すい事じ場の棚たなやらを占せん拠きよされて困ってたよ。セリムさんになってからは、それがぴたりと止まったから」

　ロレンスたちの一人ひとり娘むすめであるミューリも、セリムは会ったことがない。噂うわさに聞くだに、いたずら盛ざかりの仔こ狼おおかみという感じだったが、ホロの血を引く娘むすめということなのだろう。

　そして、自分が帳ちよう簿ぼを預かるようになってからそういうことがなくなった、というのはなんとなくわかる。ホロは自分と同じ狼オオカミだから、同族としての見み栄えみたいなものがあるのだ。

「ほかにも、蠟ろう燭そくは作れる、繕つくろい物ができる、チーズも扱あつかえるし、酒も仕し込こめるだろう？」

「貧しい旅暮らしでしたから、ひととおりは……」

「なに言ってんだい。他の湯屋の料理番ともたまに話すけどね、玉ねぎひとつ剝むけやしないのがごろごろいるんだよ」

　そうなのだろうか。

　セリムは力がない分、兄たちの足手まといにならぬようにと、とにかく必死に生きてきた。

　当たり前のことだ、と思ってしまって、褒ほめられてもなんだか水の底で魚が喋しやべっている言葉を聞くかのようだった。

「とにかく、セリムさんになら任せても大だい丈じよう夫ぶだってあの二人は思ったんだよ」

「はあ……」

　セリムはなお腑ふに落ちなかったし、湯屋の采さい配はいはやっぱりできる気がしない。

　指示を出す相手はほとんど初対面で、あまつさえ肉を食べない者たちで、自分が彼かれらより湯屋のことを知っていると言っても、せいぜい半年分程度に過ぎない。そのうえ、最も忙いそがしいという冬の経営は自分自身も未経験なのだ。

　やはり無理だ、でも……とセリムが頭を抱かかえていると、ハンナの大きなため息が聞こえ、顔を上げた。

　そこにあるのは、優やさしげな、困ったような笑え顔がおだった。

「結局、セリムさんが自信を持てるかどうかという話なんだろうけど……ひとつ、良いこと教えたげるよ」

「良いこと？」

　すると、ハンナは随ずい分ぶん悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「あの二人は、自分たちの物語の中を生きてるって言ったろ？　旅から戻もどって来て、湯屋がしっちゃかめっちゃかになってたとしても、大して気に留とめないと思うけどね」

「えっ」

　セリムが目を見開くと、ハンナは大きな肩かたをすくめた。

「セリムさんの不安は、うまく仕事を采さい配はいして、湯屋をまとめ上げ、あのお二人が帰って来るまで立派に保てるかどうかわからない、だろう？　その点についてはあんまり心配しなくてもいいと思うんだよ」

「で、ですがそんなこと……」

「あたしは十年以上あの二人を見てきたからそう思うんだけど……まあ、自分の目で確かめるほかないだろうね」

　セリムはハンナの言うことに懐かい疑ぎ的だ。なぜなら、ハンナは頼たよりがいがある一方、細かいことはあまり気にしない、たった一人で身軽にどこででも生きて行けるような性格に見えるからだ。そして、ハンナのほうもまた、セリムにそう思われているとわかっているような顔をしていた。

「騙だまされたと思って、そういう目を持ってあの二人をごらんよ。しかも、旅の準備の真っ最中だ。あたしの言うことがわかると思うけどね」

「……」

　セリムはなお懐かい疑ぎ的だったが、ハンナはそれで話は終わりだとばかりに、手をパンと叩たたく。

「ほらほら、さっさとそれを飲んで仕事に戻もどって頂ちよう戴だい。旦だん那な様たちの旅の準備があるし、新入りたちに仕事を教えなくちゃいけないし、冬に向けての支し度たくもそろそろだよ」

　そうだった、とセリムは仕事のことを思い出して、我に返る。

　まだ胸の中にはたくさんの疑問や不安が残っていたが、手元の椀わんの中にある、山や羊ぎ乳と一いつ緒しよに飲のみ込こんだ。

　ほんのりと温かくて甘あまいそれは、随ずい分ぶん飲みやすくなって、胃に収まってくれた。

「ご、ごちそうさまでした」

　一気に飲んだので、ちょっと喉のどの奥おくがせり上がってしまう。

「はいよ。お仕事頑がん張ばりな」

　手をつけていない朝食は、ハンナが昼ご飯にするとのことだった。

　セリムは日常の仕事の流れに身を投げながら、頭のどこかではハンナに言われたことを考えていた。

　二人の様子を見たらわかるとは、どういうことだろう。

　たくさんのものをいっぺんに飲のみ込こみ、ちょっと膨ふくれたお腹なかをさすりながら、セリムは思う。

　けふっとげっぷが出てしまったのは、未まだ消化しきれない、不安のせいだった。







　狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭ていの主人夫ふう婦ふが旅に出るという話は、別に隠かくし事ごとでもなんでもない。

　特にロレンスは村の湯屋では一番の新参だから、旅に出ている間に村の義務をこなせないことを事前に伝えておく必要がある。

　代理はこのセリムが……と、セリムは村の倉庫兼けん会議所に連れて行かれ、他の湯屋の主人たちに紹しよう介かいされた。

　こんな小こ娘むすめになにができるのか、という蔑さげすみと猜さい疑ぎの視線には、旅暮らしで慣れている。やったこともないことを慣れていると口にして、やれそうにないことをできると約束して、どうにか仕事を手に入れてきたからだ。

　ただ、ロレンスの名代など務まるはずもなかろうことは、むしろ他の湯屋の主人たちより自覚しているつもりだった。

　ロレンスはまったく気にしていないようだったし、紹しよう介かいされてしまったからには、もう後には引けない。それに、ロレンス自身の日々の立ち回りのおかげか、同情的な言葉をかけてくれて、協力を申し出てくれる湯屋の主人たちも何人かいた。

　やるしかないのだと腹を括くくることは初めてではないのに、自分の命がかかっている時よりも緊きん張ちようした。一日でもいいからホロやロレンスたちの旅に出る日が遅おくれて、一日でも早く帰って来てくれないだろうかと祈いのっていた。

　しかし、世の中というのはままならないものだ。

「ヘンライさんのところが、太陽銀貨で三十枚分と、ダドリーさんのところが、リュミオーネ金貨で五枚分と、トレニー銀貨で二十三枚分……」

　湯屋の帳場台で、隣となりに座すわるロレンスが読み上げる言葉を、セリムは紙に記していく。

　広々とした帳場台の上が今は物でいっぱいになっていて、紙に文字を書くのも埋うもれるような姿勢になってしまう。

　そこにあるのは、セリムが旅に暮らしていた頃ころには滅めつ多たに手にすることのできなかったほど高質な金貨や銀貨と、乾かわききっていないインクの黒さが際きわ立だつ、証文の数々だ。

「ヒューゴーさんのところが、太陽銀貨五十三枚、ランブルク銀貨が十五枚……」

　読み上げられる名前はニョッヒラで湯屋を営む者たちの名で、貨か幣へいの枚数は、ロレンスが旅に出るにあたって湯屋の主人たちが託たくそうとしている両りよう替がえのための金額だ。金貨や質の良い銀貨は、普ふ段だんの買い物に使うにはあまりに高額すぎる。そのままでは不便なため、銅貨などの少額貨か幣へいに替かえてきて欲ほしいというわけだ。

　なぜそんなことを頼たのまれているかと言えば、ニョッヒラの村のみならず、今は世界中で商あきないが活発らしく、お釣つりや細かい買い物のための貨か幣へいが不足しているせいだった。ロレンスが旅に出るのなら、ついでに外の世界で両りよう替がえをしてきて欲ほしい、ということらしい。

　そういうわけで、ロレンスの人望か、湯屋の広々とした帳場台には現金の詰つまった袋ふくろが積み上げられている。

「……今、いくらくらいになってますか？」

　貸した貸さないの言い争いにならないよう、持もち込こまれた金額を記した証文を手にしたロレンスが、目め頭がしらを揉もみながら言う。朝から天てん秤びんを前に、持もち込こまれた貨か幣へいに不正がないか、計量して確かめているのだ。

「えーっと……太陽銀貨が四百二十二枚、リュミオーネ金貨が四十一枚、リュート銀貨が二十二枚、ランブルク銀貨が三十七枚、ティダーライン司教領銀貨が二十二枚と……」

　手元の紙に延々と続くのは、今まで見たことも聞いたこともなかった銀貨の羅ら列れつだ。しかも微び妙みような枚数だけ預けられている。紙の下のほうには、一枚とか二枚だけ預けられた銀貨もある。

　ロレンスが目を閉じたのは、きっと目の疲つかれからではないだろう。

「……皆みな揃そろって、邪じや魔まな貨か幣へいを押おしつけようって肚はらか……」

　やっぱりそうなのか、とセリムは胸中で呟つぶやく。

　旅をしていて気がつくのは、通り過ぎた町の数よりも多い貨か幣へいの種類だ。特に別の土地に向かった時は、同じ銀貨でも買えるものが増えたり減ったりということが多かった。ともすれば使えないこともあって、相当に難なん儀ぎした。

　遠方の地からの客が多いニョッヒラでは、この地域では流通しておらず使い道に困っている貨か幣へいも溜たまっているのだろう。

「まあ、貨か幣へいはまだましなんですよね……これを担かついで持って行くわけでもありませんし」

　ロレンスは元行商人で、色々な商人の魔ま法ほうを知っている。

　セリムはてっきり貨か幣へいを担かついで旅に出るのだと思っていたら、金額を紙に書いた為替かわせ証書というものだけを持って旅に出るらしい。それがあれば、どこそこの商会が必ず現金に換かえてくれる、という証しよう拠こになるらしく、あの町に向かうにはこの商会の証書、という具合にうまく繫つなげていけば、大量の貨か幣へいを担かついで持って行くのと全く同じ効果が得られるらしい。

　自分の言葉など欠片かけらも信用されない旅が長かった身としては、商人同士の信用関係というものは、魔ま法ほう以外の何物にも見えなかった。

「問題は、あっちなんですよね……」

　視線の先、開け放たれた玄げん関かんから見える湯屋の軒のき先さきでは、馬氏と鹿しか氏がせっせと立ち働いている。彼かれらは軒のき先さきに積み上げられた大小さまざまな麻あさ袋ぶくろの口を開けては、中の匂においを嗅かぎ、かき混ぜ、重さを確かめて、手元の蠟ろう版になにかを書きとめている。

「あれを、すべて売ってくるおつもりなんですか？」

　セリムが控ひかえめに尋たずねると、ロレンスは意地悪された犬みたいな顔を見せて、目の前の天てん秤びんを指で揺ゆらした。

「すべてとはいかなくても……どうにかしないといけないでしょうね」

　ロレンスのため息の先にあるものは、硫い黄おうの粉の詰つまった袋ふくろだった。

　正確には硫い黄おうそのものではなく、ニョッヒラの湯から採れた温泉の素らしい。湯に溶とけばいつでもどこでも温泉気分が味わえるので、ニョッヒラ定番の土産みやげ品だ。

　しかし、人気がある一方、文字通り湯水のように湧わいてくるので、いくらでも採取できる。

　ロレンスが旅に出ると聞いた湯屋の主人たちは、これ幸いと納な屋やに積み上げられていた在庫品を、すべてロレンスに押おしつけようとしているのかもしれない。旅に出るのならば、これを行く先々で売ってきてくれないか、と。

　ロレンスがお人ひと好よしなのは間ま違ちがいないが、ニョッヒラでは新参者らしいので、先達の頼たのみを断るという選せん択たく肢しはないのだろう。

　放ほう浪ろうの暮らしを続けてきたからこそ、新参者が新しい場になじむのがどれほど大変で、また大切なことか、身に染しみて理解できる。

　パン窯がまの前で散々向けられた詮せん索さくの目は、いつでも、そして簡単に、敵意に変わるのだ。

「売った分のいくらかは手間賃としてもらえるみたいですし、これは他の湯屋の人たちからの信しん頼らいの証あかしです。頑がん張ばって売ってこないとなりませんね」

　いつも前向きなロレンスは、一転笑え顔がおになってそう言って、貨か幣へいの計量作業を再開した。

　隣となりでそんな主人の横顔を見やるセリムには、かける言葉もない。真面目で誠実なロレンスを見ていると、セリムでさえ、時折歯がゆくなる。この優やさしい主人の力になりたいが、自分にはこれといってなにもできないことが辛つらかった。

　と同時に、ロレンスがせっせとこの村で築き上げてきたはずのわずかの信用を、自分が留守を預かることで台無しにしてしまいやしないかと、改めて緊きん張ちようする。なにか問題があって寄合に呼ばれるようなことがあれば、自分がロレンスの名代として問題に対処しなければならないのだから。

　それに、セリムも最近は村の事情が少しずつ吞のみ込こめてきている。狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭ていのロレンスがいつまでも新参者扱あつかいされている原因は、新参の割りに売り上げでニョッヒラの湯屋の大半を凌しのいでいるから、というのが理由のひとつにありそうだった。新顔の成功を快く思っていない者が、それなりにいるようだ。

　彼かれらに付け入る隙すきを与あたえてはならないことを考えると、セリムは他所の湯屋の主人を恨うらむのではなく、優やさしく理知的な主人の横顔に、ほんの少しだけ恨うらみがましい視線を向けてしまう。

　自分にそんな役目を渡わたさないでくれ、と。

　加えて、ロレンスが硫い黄おうの粉や高額貨か幣へいの両りよう替がえを押おしつけられ、それらのすべてとはいかなくとも、多くを処理してこなくては村に戻もどって来きづらいことは明らかだ。それはつまり、ロレンスたちの帰郷が遅おくれることでもある。

　事情がわかっていてもなお、セリムはロレンスたちに一刻も早く村に戻もどって来きて欲ほしかった。自分をこの帳場台に一人で座すわらせて欲ほしくなかった。ロレンスたちの期待に応えたい一方、それだからこそ、自分が立ち向かわなければならない問題の大きさに怯ひるんでしまう。

　自分が失敗すれば、それがたちまち大好きな主人の損になってしまうというのは、元来気の強くないセリムには、泣きたくなるような状じよう況きようだった。

　そうこうしていると、ふっとセリムの耳に聞き慣れた足音が届いた。

　顔を上げれば、二階からホロが下りてきていた。

「なんじゃ、随ずい分ぶんおおごとじゃな」

　帳場台の様子を見たホロは、開口一番にそんなことを言った。

　ホロの様子はいつもとちょっと違ちがい、狼オオカミの耳と尻しつ尾ぽを隠かくしていない。いつもは窮きゆう屈くつそうに頭に布を巻き、スカートの下に尻しつ尾ぽを押おし込こめている。

「本当におおごとはあっちだよ」

　ロレンスが軒のき先さきを指差すと、ホロはすんと鼻を鳴らして、肩かたをすくめていた。

「二階から見ていんす。表からも裏からも硫い黄おうの匂においで、鼻が馬ば鹿かになりそうじゃ」

　裏手には湯船がある。不思議なことだが、人が入っていないと随ずい分ぶん濃こい硫い黄おうの匂においが風に乗って漂ただよってくる。

「まったく、ぬしのお人ひと好よしも大たい概がいにせねばな。断るということを知らんのかや？」

　硫い黄おうの売ばい却きやくや貨か幣へいの両りよう替がえが減れば、それだけ二人の帰き還かんも早くなる。セリムはホロの言葉に、胸中で強い賛同を送る。

「責任と信しん頼らいというやつだよ。俺おれの村での立場も、それなりになってきたということだ」

　常に聡そう明めいなロレンスが、ホロの前ではなぜか間ま抜ぬけに見える。

「たわけ。体のいい使い走りにされておるだけじゃろ」

　ロレンスの言葉をばっさり切ったホロは、帳場台の中に入って来る。セリムが椅い子すを譲ゆずろうとしたら、それは手で制された。

「作業はもうしばらくかかるのかや？」

　ホロの言葉は、帳場台の上の貨か幣へいの山やら天てん秤びんやらを眺ながめながらだ。

「お前がセリムさんにだけ仕事を押おしつけずに手伝ってくれたら、早く終わるかもな」

　自分の名を出されてどきりとしたセリムは、ホロと目が合ってしまう。

　ホロは優やさしく目で笑うと、ロレンスのほうには冷たい目を向けた。

「たわけ。ぬしがケチで町で買いたくないと言うから、冬の道中で着るための繕つくろいものが山ほどあるんじゃ。それとも、この辺りにある金貨を摘つまんでも良いと？」

　その真の姿ならいざ知らず、人の姿の時のホロは、セリムよりも年若い華きや奢しやな少女だ。繕つくろいもののための指ぬきが、武骨な籠こ手てに見えるほど指も細い。

　これから秋が深まり、冬になれば、防寒具はとても大切だろう。

「構わんが、道中の食事代や酒代から引いておくからな」

　ただ、ロレンスもやられっぱなしではない。

　ホロはむうっと口を引き結んでいる。

　いつもの二人の様子だが、セリムはいくら眺ながめていても飽あきないくらいに好きだった。世の中にはこんなにも幸せになれる人たちがいるのだと、希望みたいなものを感じるからだ。

「で？　用はなんなんだ？　ちょっかい出しにきただけか？」

「なに、ぬし用の毛皮の採寸をと思ってのう。今朝、毛皮の仕立て職人たちが村に来たそうじゃ。どこの湯屋も冬用に色々頼たのむじゃろう？　早めに頼たのまぬとろくなものが残らぬし、注文が混むじゃろうが」

「それはそうだが……」

　ロレンスはそう言って、ちらりと視線をセリムに向けてくる。申し訳なさそうな、いつも周りに気を使う、優やさしい人の眼まな差ざしだ。

「残りは私が引き受けます」

「……すみません、よろしくお願いします」

　セリムが微笑ほほえむと、ロレンスは安あん堵どしたように笑い返してから、ホロを見た。

「すぐ終わらせてくれよ」

「ぬしが以前と同じ体型をしておったら苦労はしないんじゃがのう」

「う、ぐっ」

　腹回りが気になりはじめているらしいロレンスが狼狽うろたえると、ホロは意地悪そうに笑っている。

　そして、何百年と生き、かつては広大な森を支配していただろう賢けん狼ろうホロは、無む邪じや気きな少女そのままに、ロレンスにぴったりと寄より添そって二階に上がって行った。

　その二人の姿に、セリムは若じやつ干かんの呆あきれを混ぜつつ、つい頰ほおを緩ゆるませてしまう。

　任された大役の重さに押おし潰つぶされないで済んでいるのは、二人のあの仲睦むつまじさに水を差したくないからということもある。

　あの人たちの幸せを傷つけてはならない。

　セリムはそう心の中で呟つぶやき、作業を再開したのだった。







　八人も数が増えたので、夕食時はとても賑にぎやかになった。ロレンスは湯屋の主人として、時折湯屋の客たちと食しよく卓たくを共にしているが、ホロがそうすることは滅めつ多たにない。獣けものの耳と尻しつ尾ぽを隠かくさなければならないし、ホロは超ちよう然ぜんとしているようで、自分より人見知りかもしれないからだと、セリムは最近気がついた。

　しかし相手が人ならざる者となれば、その気き兼がねもない。どれだけ飲んで酔よっ払ぱらっても耳と尻しつ尾ぽを見み咎とがめられることはないからのう、とうそぶきながら酒を飲み、ロレンスに苦い顔をされていた。

　とはいえ本当に全く気き兼がねせず、楽しく食事をしていたかというと、そうでもないだろう。ホロは豪ごう放ほう磊らい落らくに見えて、誰だれよりも気を使うのだから。

　そんな夕食後、セリムはホロに呼び出された。食事の片付けや、寝ねる前の明日の準備などを終えてから湯屋の外に向かうと、近くの木立の中にホロを見つけた。珍めずらしく一人で待っていたので、ロレンスは他の者たちと談だん笑しようでもしているのかもしれない。

　そして、ホロの様子に、やはりホロは繊せん細さいな性格だと思った。

　その口には、食事の席では見かけなかった、干し肉が咥くわえられていたからだ。

「肉のない鍋なべなど食った気にならぬ」

　セリムの視線に気がついたのか、ホロが不ふ機き嫌げんそうに言った。憤ふん懣まんやるかたない、と言わんばかりの素そ振ぶりだが、彼かれらが来てから食事に肉がほとんどでなくなったのは、多分ホロがハンナにそう言っているからだ。不ふ機き嫌げんそうな様子は、彼かれらへの気き遣づかいに対する気き恥はずかしさゆえだろう。

「それでは、兄たちの旅籠はたごで肉にく鍋なべなど振ふる舞まってもらいましょう」

　ホロがセリムのことを外に呼び出す時は、山を西に向かって二つ越こえた先にある、セリムの兄たちの旅籠はたごに向かうお供をさせることが多い。今日もそれだろうと思って、セリムはそう言った。

「たわけ。そんなことで行くのではありんせん」

　するとホロに言われて、セリムは首をすくめてしまう。

「ちょっと、これからの旅に関して、ぬしの兄たちに聞きたいことがあってのう。ま、おいおい話すことにして……さっさと向かうかや。遅おそくなっては明日に響ひびきんす」

「は、はい」

　夜の山を越こえるには到とう底てい人の足では無理なので、本来の狼オオカミの姿で向かうことになる。慌あわて気味に服を脱ぬぎはじめたところで、ホロがふと言った。

「肉にく鍋なべなど頼たのんだら、迷めい惑わくにならぬかや」

　腰こし帯おびを解こうとしていた手が止まり、セリムはホロをきょとんと見つめてしまう。

　ホロが浮うかべている、滲にじむような照れた笑えみ。

　ホロのどういうところが好きかと言われたら、まさにこういうところだ。

「兄はむしろ喜びましょう。確かこの間、大きな鹿しかを仕留めたと聞きましたし、今はまさに食べ頃ごろかと。少し干したほうが味が濃こくなりますから」

「ほほう、楽しみじゃ」

　ホロはぱぱっと服を脱ぬぎ、一足先に狼オオカミの姿になる。相変わらず見事な毛並みと、雄ゆう大だいな姿だ。

「服はいかがしますか？　肉にく鍋なべをつつくなら、持って行ったほうがよいと思いますが」

　いつもはロレンスに預かってもらうか、その辺りの木のうろにでもしまっておく。

『そうじゃな。尻しつ尾ぽにくくってくりゃれ』

　セリムはうなずき、ホロの服を腰こし帯おびを使ってくくりつける。

『ついでにぬしのも』

　セリムが目をぱちくりとさせると、ホロは牙きばだらけの口で笑う。

『わっちの爪つめでその服をくくりつけろと？』

　確かにそうだ、とセリムは笑い、服を脱ぬいでホロの尻しつ尾ぽに同じようにくくりつけ、狼オオカミに戻もどって夜の山を共に駆かけたのだった。







　ホロと共に夜の山を駆かけ抜ぬけると、ほどなく旅籠はたごが見えてきた。元々は修道院だったという場所で、今は巡じゆん礼れいのために訪おとずれた旅人の宿しゆく泊はく施し設せつになっている。旅人たちは、その修道院の敷しき地ちに眠ねむるといわれる聖女を詣もうでにやって来る。

　その聖女とやらの話の元になったのが自分であることを思うと、セリムは少しだけ、尻しつ尾ぽがむず痒がゆくなってしまう。

　と、旅籠はたごから少し離はなれた場所で佇たたずんでいると、自分たちの匂においを嗅かぎつけた兄が人の姿でやって来た。傭よう兵へい稼か業ぎようで暮らしていた兄も、裾すその長い聖職者風のローブがいくらか様になってきていて、セリムには毎回それが面おも白しろい。

『急にすまぬの』

「いえ。今日は何事でしょう。肉の追加ですか？」

　狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭ていは、仕入れの費用を削さく減げんするために、町から肉を買うのではなく兄たちが仕留めた獲え物ものを分けてもらうことが多い。

　代わりに兄たちはいちいち町に行かなくて済むように、あれこれの必ひつ需じゆ品をロレンスに買いつけてもらっている。

『いや、ぬしらに聞きたいことがあってのう』

「はあ……」

　兄は少し戸と惑まどったように、セリムのことを見る。目が合ったセリムは、自分も知らない、と頭を下げて上目づかいに見た。

『忙いそがしかったかや』

「い、いえ。物好きな客が二人ほど宿しゆく泊はくしているだけで、のんびりしたものです」

『では、すまぬがちょっと時間をもらいんす』

　ホロはそう言って、狼オオカミから人の姿に戻もどる。服を着ていないのは狼オオカミの時と同じなのに、兄のアラムが律りち儀ぎに目を逸そらすのが、なんとなく不思議であり、わかる気もする。

　セリムもホロに倣ならい、人の姿になって服を着た。

　ホロは服を着る時に乱れた獣けものの耳と尻しつ尾ぽの毛並みを手で整えてから、言った。

「実は、聞きたいことというのは、眷けん属ぞくの話じゃ」

「眷けん属ぞく……我ら狼オオカミの、ですか」

「わっちらは少しの間、旅に出ることになってのう。それで、どうせじゃから見聞を広めてみるのも良いかと思いんす」

　ホロはなんの気なしに言っているが、少し緊きん張ちようしているのがわかった。それはアラムも同じだったようで、また不安そうにこちらを見る。

　兄は一度、初対面の時にホロのことを怒おこらせているので、そのせいだろう。

　セリムは、代わりに口を開いた。

「ホロ様、それは……」

　そして、ホロは哀あわれな兄きよう妹だいが踏ふみ込こみかねていることを察したらしい。困ったように笑いだした。

「すまぬ、すまぬ。そうじゃ、わっちゃあ、昔の仲間のことを調べようと思っておるんじゃ」

　ホロは、遥はるか古いにしえの時代、ヨイツという土地で暮らしていたらしい。それから旅に出たホロは、遠方の地に腰こしを落ち着けたまま時を重ね、土地の仲間とは離はなれ離ばなれになったままだと言う。何百年と経たってからホロが再会できたのは、仲間の爪つめの欠片かけらだけだったらしい。

　今、その仲間の名はホロの娘むすめが受うけ継ついでいるが、結局仲間の行方ゆくえは杳ようとして知れないままだ。

「次はいつ旅に出るかわからぬし、ほとんどの者が人の世に紛まぎれておるじゃろう？　南からずっと旅して来たというぬしらならば、色々知っておるかと思いんす」

「えっと……そういうことでしたら、可能な限りご協力いたします」

　アラムが答えると、ホロは感謝を示す笑え顔がおを見せる。

「あ、それともうひとつあるんじゃがな」

　以前ホロを怒おこらせたことが随ずい分ぶん尾おを引いているアラムが、ピンと背筋を伸のばしていた。

「ちょっと小腹が空いておってのう。肉を鍋なべにして欲ほしいんじゃが……」

　やや照れくさそうに言うホロは、愛あい嬌きようたっぷりだ。武骨で気の利きかないところがある兄には、それくらいの茶目っ気でちょうどいいのかもしれない。

　アラムはきょとんとしてから、棒切れを拾って来いと言われた子犬のような顔になった。

「お任せください。ちょうど良い具合に熟成した鹿しか肉にくがありまして」

「ほほう」

　その時だけは、演技ではなくホロは舌なめずりをしていた。

「修道院のほうで召めし上あがりますか？」

「ここのほうが気き兼がねなくてよい。火を焚たけばさほど寒いこともなかろう」

「畏かしこまりました」

　と、兄が目配せを寄よ越こしてきたが、セリムは心得たものだ。

　失礼します、と言い置いて一足先に修道院に向かう。

　ただ、道すがら思ったのは、ホロがここを訪おとずれた理由がやや意外なことだった。

　ホロとロレンスが、互たがいの生きる長さとか、種族の違ちがいとか、そういうことをそっと絨じゆう毯たんの下に隠かくして暮らそうとしていることは、傍はたから見ても明らかだ。

　だから、ホロがかつての仲間を探しに旅に出るのだとしたら、ロレンスとの別れを済ませてからのような気がしていた。なにより本格的に探そうと思えば、いかにホロの狼オオカミの健けん脚きやくを使おうと、半年では到とう底てい足りはしないのだから。

　この世の国の数は百をくだらず、大きな町がそれぞれの国にいくつかある。比ひ較かく的てき大きな町はその十倍や二十倍あるだろうし、村となると何万の数になるのかも定さだかではない。今は多くの古いにしえの獣けものたちが、そういう人の世に紛まぎれてひっそりと暮らしている。一人ずつ見つけて伝つ手てを辿たどっていくのは相当骨が折れるはずだし、それは、自分たちがこれまでの旅で見聞きしてきた仲間の噂うわさ話ばなしを確かめるだけでも同様だろう。

　ホロが自分に湯屋の仕事を任せると言った時、春か夏の始まりくらいまで、と言っていた気がする。その言葉を信じるならば、せいぜい半年程度の旅だろう。

　それともまさか、と、セリムは兄や仲間と一いつ緒しよに肉にく鍋なべの準備をしながら気がついた。

　ホロは半年程度で戻もどって来くるつもりなどないのでは？

　それが元々そのつもりだったのか、あるいはロレンスが村人たちからあれこれ押おしつけられているのを見て、考えを変えたのかはわからない。それでも、十分あり得そうなことだと、セリムは思った。

　ホロはほとんど毎日、なにか面おも白しろいことが起きやしないかと、ペンと紙を片手に湯屋をうろうろしている。遠方から来た客から地方の名物料理の話を聞けば、ハンナに作ってもらおうとしたり、材料がなければロレンスに買わせようとしている様子も何度か目もく撃げきしている。

　それに、伝つ手てと金さえあれば、旅というのが素す晴ばらしい娯ご楽らくになりうることも、セリムは知っている。なにせ食うや食わずの旅の途と中ちゆうでも、綺き麗れいな景色を見れば泣きたくなり、荘そう厳ごんな建物を前にすれば圧あつ倒とうされた。その感動は今も忘れられない。ロレンスは元凄すご腕うでの行商人なのだから、旅の不安など欠片かけらもなく、旅の醍だい醐ご味みを存分に味わえるだろう。そこに切実な旅の理由が加われば、いよいよ長旅にしない理由がないような気がしてくる。

　ただ、セリムのほうからそんなことを聞けるはずもない。早く帰って来て欲ほしい、なんて情けないことはさらに言えるはずがない。

　セリムの視線の先では、ホロが肉を切り分け、茸きのこを手で裂さいて、浮うき浮うきとした様子で鍋なべの準備を買って出ている。それから、味を調ととのえる塩をこっそり多めに振ふったりもしていた。

　そんなのんきな様子を見ていると、さしものセリムも、胸がざわついてしまう。

　こちらの気も知らないで……と。

　鍋なべが煮にえてからも、ホロは身を乗り出し、嬉き々きとして肉やら茸きのこやらを取り分けていた。椀わんに溢あふれんばかりに肉を取り、尻しつ尾ぽをぱたぱた振ふりながらがっついている。

　いかにも太平楽で、細かいことなど気にしない無む邪じや気きな少女のようだ。

　けれども、ホロが約束を破るような性格だとも思えないので、セリムは余計にやきもきしてしまう。

　それに、もしも長いこと帰って来ないつもりなら、最初からそう言って欲ほしかったのだ。なんとか冬の繁はん忙ぼう期を乗のり越こえ、今か今かと春の到とう来らいを待ち、明日か、明後日あさつてか、と主人夫ふう婦ふの帰りを待つ自分の様子を想像してしまうからだ。

　一日経たつたびに、きっと自分は擦すり減へっていくだろう。明日にはホロとロレンスたちが戻もどって来て、笑え顔がおで仕事を引ひき継ついでくれると信じられるからこそ、耐たえられるような気がするからだ。

　そのまま夏になっても帰って来なかったとしたら？　きっと、自分は折れてしまうだろうとセリムは思った。そもそもあの馬氏や鹿しか氏ら八人の客たちだって、いつまでもいてくれるとは限らない。なんとかうまくいくという明日よりも、いつか必ず駄だ目めになる未来ばかりが簡単に想像できた。

　いついつまでに帰って来てくれるからと信じているからこそ、耐たえられることもある。

　しかし、もしも二人が……とセリムが手元の椀わんを見つめながら思っていると、にゅっと柄ひ杓しやくが差さし込こまれた。

「こんなに美う味まい鍋なべの前で、そんな顔をしておるのは肉に対する冒ぼう瀆とくじゃな」

　顔を上げればホロの悪戯いたずらっぽい笑えみがあったし、手元の椀わんにはだばだばと肉やら茸きのこやらが盛られていく。

「そもそも、ぬしはもう少し食べたほうがよい。肉を食べればその薄うすい顔色も戻もどり、体にも活力が満ち、落おち込こんだ気分もまた吹ふき飛とぶというものでありんす」

　ホロはそう言って座すわり直し、「ついでに酒もあれば完かん璧ぺきじゃ」とからから笑っていた。

「えっ……と」

　セリムは自分の性格が明るくないことを自覚しているが、今はまさにあなたたちのせいで胸の内がもやもやしているのですが……とホロのことを恨うらめしく見返した、その直後だ。

「なにせ、うちのたわけは幸さち薄うすそうな娘むすめが好みでのう。あれに変な気を起こされては適かなわぬ」

「えっ!?」

　ごふっ、と変な音がしてみやれば、鍋なべの向こう側で兄のアラムがむせていた。

「ごほっ……セ、セリム、お前……」

「ご、誤解です！」

　叫さけぶように言うと、ホロが心底楽しそうに笑っていた。

「くっくっく。うちのたわけがぬしに懸け想そうなどしておったら、先にたわけのほうを八やつ裂ざきにするところじゃ」

　まったく人が悪い、とホロを見れば、ホロは赤味がかった琥こ珀はく色の瞳ひとみを意地悪気に、けれど親しげに細めて牙きばを見せた。

「ぬしには湯屋にいて欲ほしいからのう。あれが好きにならぬよう、せいぜいハンナのようになってくりゃれ？」

　ハンナは恰かつ幅ぷくもよく、戦いくさの際に従軍するパン焼き女だって勤まるはず。確かに湯屋で大きな戦力になるには、あれくらいの体型がふさわしいに違ちがいない。

　それに、ホロは自分のことを心配してくれているようだった。傍ぼう若じやく無ぶ人じんのようでいて、誰だれよりも周りを気にしているホロだから、自分があれこれ思おもい悩なやんでいると気がついたのだろうか。

　ならば本当に春に戻もどって来くるのでしょうか、と聞くのは今ではないか。

　意を決し、セリムが口を開こうとした、その瞬しゆん間かんだ。

「冗じよう談だんはさておき、眷けん属ぞくの噂うわさでも構わぬ。地図かなにかに記しておいてくれると助かるんじゃがな」

　ホロがひょいと次の話題に行ってしまう。

「ええっと……はい」

　まだセリムのことを窺うかがうように見ていたアラムが、たどたどしく返事をする。機を逸いつしてしまったことと、兄の馬ば鹿かげた思おもい込こみにさしものセリムもむすっとして顔を逸そらせた。

　自分のことは自分でやれ、といつも厳しい割には、妙みようなところで過保護な兄は、ようやく納なつ得とくしたようだった。

「それでしたら、数日の内にお届けしましょう。ただ、中にはよそと接せつ触しよくを持ちたがらなかったり、人の口に上る噂うわさ話ばなし程度のものもありますが」

「面めん倒どうでなければ、それらの説明も含ふくめてくりゃれ。なにせ、仲間の爪つめを後生大事に受うけ継ついでくれたのは、人の傭よう兵へい団じゃったからのう。どんなところに紛まぎれておるか、わかったものではありんせん」

「畏かしこまりました」

「頼たのみんす」

　ホロの顔がやや苦く笑しようめいていたのは、兄のアラムの堅かた苦くるしさのせいだろう。

「それと、旅の間に食べる干し肉なんかも頼たのめるかや。あのたわけはケチでのう。町で買わせたら、きっと木の板みたいな味気ないものを買いそうなんじゃ」

「お任せください。この季節は風が吹ふくので、良い干し肉ができますよ。少し時間をいただけたら、塩しお漬づけでも腸ちよう詰づめでもご用意いたしましょう」

「たわけ。ぬしらが手を真っ赤に染めてせっせと肉を加工しておったら、客が怪あやしむじゃろう」

　アラムはきょとんとして、自分の服装を思い出したらしい。

　恥はじ入いるように視線を落とし、頭を搔かいていた。

「気持ちだけもらっておきんす。それに、旅先で土地のものを食べるのも、旅の醍だい醐ご味みじゃからのう」

　ホロはからからと笑ってそんなことを言う。

　ホロとロレンス、主人夫ふう婦ふ二人は、本当に春に帰って来てくれるのだろうか。

　ハンナはセリムを安心させるようなことを口にしていたが、二人の様子を見ていても、不安が増すばかりだ。

　セリムは鹿しか肉にくを嚙かみしめる。

　たちまちじわりと、濃こい味が口いっぱいに広がったのだった。







　日々の生活は平へい穏おん無事に続くが、その日常が終わる時は刻々と近づいていた。

　ロレンスは他の湯屋の主人たちから預かった荷物をまとめ終わり、ホロが頼たのんでいた狼オオカミの眷けん属ぞくに関する覚書も、そろそろ書き終わるとのことだった。八人の新しい人手にも一通りの仕事を教え終わっている。

　誤算、というべきなのかはわからないが、新しく湯屋を手伝ってくれる彼かれらはものすごく真面目で、優ゆう秀しゆうだった。今やセリムは帳ちよう簿ぼ類を扱あつかったり、仕入れのために出入りの商人たちとやり取りすれば、それだけで湯屋が回るような状じよう況きようになっていた。ハンナなどは、ほら心配する必要なんてなかったのさ、と笑っているが、セリムは相変わらず気が気ではない。

　悪い夢も見続けている。今度は、旅の途と中ちゆうで寝ね床どこを求めて潜もぐり込こんだ寒村の納な屋やで、食料を調達してくる、と言って外に出て行った兄や仲間たちがずっと戻もどって来ない夢を見るようになった。我ながらわかりやすい性格だと呆あきれてしまうが、正確に自分の恐きよう怖ふを表している。

　馬氏や鹿しか氏など、彼かれらがどれほど優ゆう秀しゆうでも、ずっと湯屋にいてくれるわけではない。

　ホロとロレンスが春には帰って来てくれるという確信が持てなければ、そのうち悪い夢の見過ぎで参ってしまうだろう。

　しかし、使用人の立場から、大恩ある主人夫ふう婦ふが楽しみにしている旅の準備の最中に、図ずう々ずうしくも早く帰って来て欲ほしい、などと言えようはずがない。

　その日もセリムは、旅で使う荷馬車の整備をしている二人のために昼食を運びながら、この荷馬車の整備が永遠に終わらなければ……などと考えていた。

「ぬしよ、もっと荷台は広くできぬのかや」

「これ以上でかくしてどうするんだ。行商の旅でもあるまいに。そもそもお前は広い荷台で道中昼ひる寝ねをしたいだけだろう？」

「たわけ。誰だれの寝ね相ぞうが悪いのか、とくと思い出すんじゃな！」

　そんなことを言い合う二人の前では、職人たちが荷馬車の改修作業に追われていた。かつてロレンスが行商人時代に使っていた物らしいが、近頃ごろは荷物置き場になっていた。

　春頃ごろにスヴェルネルに行った時は借り物で済ませたらしいのだが、ある程度の長さの旅にはやはりこれがいいとのことだった。

　普ふ通つうに聞けば、使い慣れたもののほうが良い、というだけのことなのだろうが、セリムにはもっと別の意味に聞こえてしまう。これから長い長い旅に出て、昔の旅に戻もどるから、これが良いのだと。

　やいのやいのと楽しそうにしている二人の側に、焼いた塩しお漬づけ肉とチーズを挟はさんだパン、それに蜂はち蜜みつ酒を置いて、セリムはため息をそっと飲のみ込こんだ。

「む、飯じゃ」

　ホロが鼻をひくひくさせて、振ふり向むいた。

「もうそんな時間か。皆みなさんも良い頃ころ合あいで切り上げてください」

　ホロはさっさとパンに手を伸のばしていたが、ロレンスはまず職人に声をかけていた。こういう気き遣づかいも自分にできるだろうか、と不安だ。職人たちは気安く答え、村の広場のほうに歩いて行った。そちらのほうが安くて量の多い食事が食べられるのだろう。

「しかしぬしよ、馬をどうするかのう」

　職人たちがいなくなったせいか、ホロは頭に巻いていた布を取とり払はらい、耳で深呼吸するかのようにぱたぱたさせながらそう言った。

「馬なあ……一応、昔の旅の相棒の血を引いてる馬がスヴェルネルにいるが……半年も貸してくれるかどうか」

「買ったらどうじゃ？」

「たわけ」

　ロレンスはホロの口くち真ま似ねをして、難しい顔をしている。馬はそれだけでひと財産なので、費用計算に余念がないロレンスは、どうしたものかと思っているのだろう。

　思いつめていたセリムは、よっぽどか、なら自分が荷馬車を引きましょうか、などと言いそうになった。

　牛に犂すきを、犬に橇そりを引かせることがあるのだから、狼オオカミが荷馬車を引いたって問題ないだろう。

「手ごろな馬を調達するよ。気が荒あらい馬なんかは安いからな。けど、お前の言うことならおとなしく聞くだろ？」

「わっちの言うことは聞くかもしれぬが、ぬしの言うことは聞かぬかもしれぬ」

「お前も御ぎよ者しや台に座すわってればいいだけの話だろうが。荷台でごろごろ寝ねてばかりいないで」

　ホロはつーんとそっぽを向いて、パンにかぶりつく。ハンナによれば、ホロは自分が来る前はもっと自じ堕だ落らくで、しょっちゅう朝あさ寝ねだ昼ひる寝ねだと言っていたらしい。

　同族の自分が来て、あまりだらけなくなったので助かります、とはロレンスからも言われた。

　ただ、それは翻ひるがえせば、ホロが湯屋に戻もどって来きたくない理由のひとつになるかもしれない。

「それより、麦むぎ酒しゆはないのかや？　話し疲つかれて、冷たい飲みやすいのが欲ほしいのう」

「あ、すみません」

　二人でいる時は甘あまい蜂はち蜜みつ酒を好んでいたのでそうしたのだが、失敗だったらしい。セリムが慌あわてて炊すい事じ場に向かおうとしたのを、ロレンスが止めた。

「セリムさん、大だい丈じよう夫ぶですよ。ほら、自分で取りに行け。そんなことじゃ旅暮らしはやってけないぞ」

「う～……」

　ホロは唸うなりつつも、渋しぶ々しぶと炊すい事じ場のほうに歩いて行く。ホロに甘あまいだけではないし、ホロも甘あまえるばかりではないらしい、とセリムはちょっと驚おどろきだった。

「すみませんね。ホロはセリムさんに頼たよりっぱなしでしょう」

「え？」

　急に言われ、セリムはあたふたしてしまう。

「い、いえ、そんなこと……」

　セリムの取ってつけたような物言いに、ロレンスは力なく笑っていた。

「あいつはあれで、人見知りなんですよ。そのせいか、一度気を許してしまうとずるずる甘あまえてしまって」

　ロレンスの言うことは確かにそのとおりなのだろうと思いつつ、セリムはホロにあれこれ頼たのまれるのは嫌きらいではない。

「わ、私は、その……」

「いえ、いいんですよ。そもそも、今回の件だって、ホロから言われてびっくりしたでしょう？」

「それは……」

　そのとおりだ。そして、びっくりという感情がそのまま胸と肩かたの辺りに居い座すわって、今は鈍どん痛つうと化している。

「ホロは……その、旅に出ようというのは、私のために言いだしてくれたことなんですが、まさかセリムさんたちに後をお願いするとは思ってもいませんでした」

　それはそうだろう。まだ湯屋に来て半年程度の、人の世をうまく渡わたれてこなかった狼オオカミの小こ娘むすめなのだから。

　セリムは、ここだ、と思った。今、ここでなら、言える。仰おつしやるとおりに無む謀ぼうなことなので、是ぜ非ひ考え直してくださいと。

　ただ、ロレンスのほうが早かった。

「でも、引き受けてくれて、とても助かりました。ありがとうございます」

「……」

　お人ひと好よしの、曇くもりのない笑え顔がおを向けられたら、セリムにはもうなにも言えなかった。

「それにセリムさんになら安心して任せられます。その分のお給金も、もちろんたっぷりはずませてもらいます」

　ロレンスの口調は、セリムが湯屋を引き受けるのは確定事じ項こうだと言っているし、実際、他の湯屋にもそう紹しよう介かいされている。今いま更さら旅をやめて欲ほしいとか、自分も旅について行く、なんていう選せん択たく肢しはあり得ない。

　ならば、せめて、とセリムは思った。

　パンを食べながらこれからの旅に思いを馳はせているのか、楽しそうな面おも持もちで改修中の荷馬車を見るロレンスの横顔をセリムはじっと見つめ、ぎゅっと手を握にぎりしめるや、喉のどの奥おくから心臓がせり上がりそうなほどの緊きん張ちようを飲のみ込こみ、こう言った。

「あ、あの」

「はい？」

　振ふり向むいたロレンスのことを、セリムはやっぱり、真正面から見られなかった。

「あ、あの……えっと……」

「どうしました？」

　このままでは不ふ審しんに思われてしまう、とセリムはどんどん焦あせってしまう。

　散々視線を泳がせたのち、結局口にできたのは、こんなことだった。

「あ、あの硫い黄おうなどは……全部、持って行く、のですか？」

　物置に使われていた荷馬車は、傷んでいた板などを取とり換かえられ、錆さびた鉄具は磨みがかれ、取りつけ直され、車輪も新しくなっている。今や大量の荷物を積んで、どこまででも行けそうな立派な代しろ物ものに様変わりしていた。

　セリムのそんな問いに、ロレンスはやや不思議そうな顔をしてから、すぐに笑え顔がおになった。

「ははは、ご心配ありがとうございます。けど、大だい丈じよう夫ぶですよ。皆みなさんの手前、全部持って行くことはしますが、まあ、全部売れるなんて思っていませんから」

「……え？」

「それに……ここだけの話なんですけどね」

　ロレンスはちらりと湯屋のほうを見る。ホロは炊すい事じ場でつまみ食いでもしているのか、なかなか戻もどって来こない。

　それを確かく認にんしてから、ロレンスは苦く笑しよう交じりに言った。

「硫い黄おうや両りよう替がえを引き受けられるだけ引き受けたのには、理由があるんですよ」

「……理由、です、か？」

　それは村の立場のことを考えてのことではないのか。だからこそ、そこまでして懸けん命めいに築いている評判を、自分が落としてしまわないかと不安なのだ。

　ただ、セリムの心配をよそに、ロレンスはずいぶん穏おだやかな笑えみを浮うかべていた。

「はい。それはあれです。ホロの奴やつ、セリムさんたちに妙みような頼たのみごとをしているでしょう？」

　一いつ瞬しゆんなんだかわからなかったが、眷けん属ぞくの話だろうとすぐに気がついた。

「アラムさんがまさに今朝、わざわざ届けに来てくれましてね。ホロは自分に知られたら嫌いやがるだろうと思ったので、ハンナさんが受け取ったことにしましたが」

　セリムは話を聞きつつ、一体それが硫い黄おうやらの話とどう繫つながるのか、まったくわからない。

　それに、ホロが兄のアラムに頼たのみごとをしに行ったのは、ロレンスが硫い黄おうやらを受け入れた後のことだ。

　セリムがロレンスの言葉の続きを待っていると、ロレンスは笑え顔がおのまま、小さなため息のようなものをついた。

「ホロは滅めつ多たに尻しつ尾ぽを出しませんが、本当は昔の仲間を探しに行きたがってるんですよ」

「それ、は」

「もちろん、そんなことを言い出したら私が困るとわかってるので、隠かくしてるようですが……だから、今回のことはあいつなりに一石二鳥と思っているはずです。いや、お客さんから聞きだしていた美う味まい物の食べ歩きも画策しているようですから、三鳥かな」

　ロレンスは荷馬車を見たままパンの残りをかじり、咀そ嚼しやくして、飲のみ込こむ。

「しかも、あいつは意地っ張りの頑がん固こ者ですからね。たとえば旅先で、昔の仲間の手て掛がかりみたいなものがちらっと見えたとしましょう。それがちょっと遠方にありそうだとなったら？　きっと、行くのはやめようと言うはずです。面めん倒どうだとかなんとか言い張ってね。普ふ段だんはわがまま放題で買い食いさせろとうるさいのに、そういうところでは、私が毎日心配する路銀やらのことを優先するんですよ」

　なんとなくだが、ホロのそういう様子が容易に想像できた。ホロは基本的にはとても心優やさしい性格だし、気が弱いと言ってもよい箇か所しよさえあるとセリムは思う。

　けれど、そういうすべてを最愛のロレンスに向けているのだと思うと、まだ恋こいをしたことのないセリムは羨うらやましいような、切ないような、不思議な気持ちになった。

「だから、硫い黄おうをたっぷり積つみ込こむんです。職人を呼んで、こんなに頑がん丈じようにしてまでね」

　話が急に戻もどって来きて、セリムは夢から覚めたような気がした。

「他の湯屋から預かってきた硫い黄おうがこんなにも残っている。これを売らないことには戻もどれないぞ、と言うために」

　嗚あ呼あ、とセリムは思った。

　この荷馬車には、ロレンスがホロを思う気持ちがたっぷりと積つみ込こまれているのだ。

　それは素す晴ばらしいことだと思うが、同時に、セリムにはなにも言えなくなってしまう。

　ロレンスの言葉を聞く限り、旅はいくらでも延長しそうな雰ふん囲い気きだった。

　ホロのためならば、きっとロレンスはいくらでも旅に付き合うのだろうから。

「もしかしたらそのせいで、少し旅の帰き還かんが遅おくれてしまうかもしれませんが……私に免めんじて、ホロのわがままを許してください」

　ロレンスがようやくそんな言葉を向けてきた時、セリムはやや諦あきらめ気味に、微笑ほほえんだのだった。







　その後、戻もどりの遅おそいホロを呼んで来てほしい、というロレンスの頼たのみを聞いて、セリムは湯屋に戻もどった。足取りが茫ぼう洋ようとしていたのは、悪い予想が当たってしまったからだ。

　二人は長いこと旅から戻もどらず、帳場台で心細く一人で座すわっている自分の様子が目に浮うかぶ。

　セリムがふらふらと広間を抜ぬけ、廊ろう下かを進み、炊すい事じ場に入った時のことだ。

　きょとんとしてしまったのは、そこでホロが外がい套とうを手に、せっせとなにか作業をしていたからだった。

「む、ぬしかや」

　ホロはセリムに気がつき、ちらりと視線を向けて、またすぐに作業に戻もどってしまう。てっきりロレンスの言うようにつまみ食いかなにかをしていると思ったが、そうではないらしい。

　何事かと奥おくのほうにいるハンナに目を向ければ、呆あきれるように肩かたをすくめられた。

「あの、ロレンス様がお呼びですが……」

「んむ」

　ホロは短く返事をして、ばさりと外がい套とうを大きく振ふって、調理台の上にかけ直す。

　どうやら、外がい套とうの内側になにか縫ぬいつけているらしい。

「ちゃちゃっと片付けるから、ちょっと待っててくりゃれ」

　側の棚たなには、腰こし帯おびなども置かれている。なにをしているのだろうか、とセリムが見ていると、ホロは手慣れた様子で外がい套とうと同じ色の端は切ぎれを縫ぬいつけると、おもむろにその隙すき間まに折りたたんだ紙し片へんを詰つめ込こんでいた。

「あ」

　思わずセリムが呟つぶやくと、ホロがちらりと視線を上げる。

「うむ。ぬしの兄から送られてきたものじゃ」

　ホロは、兄に頼たのんでいた眷けん属ぞくの情報を記した紙を、服に隠かくしているらしい。

「あやつの律りち義ぎさをうっかり忘れておった。ハンナが受け取ってくれたからよかったものの、うちのたわけに見られたら、また面めん倒どうなことになるところじゃった」

「え」

　セリムはついさっきのロレンスとのやり取りを思い出し、思わず声を上げてしまう。

　ただ、ロレンスはホロのやっていることについては、知らない振ふりをするつもりのようでもあった。そうでなければ、わざわざハンナが受け取ったことにはしないだろう。

　今いま更さら誤ご魔ま化かせるだろうか、とセリムは慌あわてたが、ホロは手元に視線を戻もどし、こんなことを言う。

「面めん倒どうなことになるんじゃ。あれは本当にたわけじゃからのう」

　どうやらホロは、セリムが言葉に詰つまったことを、単に驚おどろいたのだと思ったらしい。

「じゃから、見つかる前にさっさと服に縫ぬいつけて隠かくしておきんす」

　大した量もないし、ホロの手が早いのでもうすぐ作業は終わりそうだった。

　けれど、セリムにはやっぱり、ホロがなぜそんなことをしているのかわからない。

「で、ですが、ホロ様」

「んむ？」

　セリムは思わず口を開いてしまい、ホロの視線にたじろいだ。

　言おうかどうしようか迷いつつ、黙だまるほうが変かと思い、言った。

「えっと……ロレンス様なら、喜んで眷けん属ぞくを探すことを手伝ってくれると思いますけど……」

　それはさっきのロレンスとのやり取りがなくても、そう思う。

　ホロはセリムの目をじっと見返し、不意に眉まゆを左右非ひ対たい称しように動かすと、皮肉気な笑えみを見せた。

「じゃからじゃ。あれは、わっちが辟へき易えきするくらい前のめりになるじゃろうよ」

　ホロはそう言って、げっぷするかのように舌を出した。

「別にわっちゃあ、今いま更さらそれほど昔のことにはこだわらぬ。わずかな手がかりでも見つかったらよい、くらいの話じゃ」

　意外な言葉にセリムが拍ひよう子し抜ぬけすると、ホロは困ったように笑った。

「ぬしらも随ずい分ぶん気を使ってくれたし、ぬしの兄は実に几き帳ちよう面めんにあれこれ記してくれたがのう、実のところ真面目に探す気はありんせん。そもそも、ちょっと旅に出るくらいでどうこうなることではないじゃろう」

　それはセリムの懸け念ねんそのままでもあった。ホロは賢けん狼ろうと謳うたわれたほどの知性の持ち主で、とてもよく物事を見通す目を持っている。世界が広いことなど、先刻承知だったのだ。

「え、えっと……」

「それならば、なぜ、と？」

　ホロの先回りした問いに、セリムは首をすくめつつ、うなずく。

　ホロは喋しやべりながらも繕つくろい物の手を止めず、吞のん気きな様子でこう言った。

「それはほれ、あのたわけのためじゃ」

　なにかを嚙かみ潰つぶすように牙きばを見せたのは、照れ笑いのようだ。

「村の連中から預かった用件をこなさぬことには、村に帰れぬじゃろう？」

　つらつらと喋しやべりながらも綺き麗れいに端は切ぎれを縫ぬいつけてしまい、目を眇すがめて浮ういていないか確かく認にんしている。普ふ通つうに着ている分には、まずばれないだろう。

「じゃが、あやつは昔に交かわしたわっちとの約束を、ひどく重く受け止めておってのう。いや、確かにあの当時のたわけは、儲もうけ話じゃと言ってはふらふら危ない場所に行くおおたわけじゃったから、もうそういうことはやめてくりゃれと言いはした。それでも、のう」

　ホロは椅い子すから立ち上がり、両手を天てん井じように向かって伸のばす。耳と尻しつ尾ぽの毛がぷるぷると震ふるえていた。

「わっちゃあ、あれの荷物にはなりたくありんせん。あれがわっちの顔色を窺うかがって村に帰ろうと言った結果、村の連中にあれこれ言われるほうが、我が慢まんならぬ。じゃからな、そういう時にはこれの出番じゃ」

「はあ……」

　セリムの生返事に、ホロは外がい套とうやら腰こし帯おびを畳たたみ、腕うでに抱かかえた。

「この町のさらに先に、わっちの仲間がおるかもしれぬと言えば、あのたわけはわっちのためじゃからと理由づけして、旅を続けることができるというわけじゃ」

　セリムがぽかんとしたのは、ホロの話した内容そのものではない。

　似たような話を、さっき聞いたばかりだからだ。

「それゆえにな、あのたわけのせいで旅の戻もどりが少し遅おくれるかもしれぬが……許してくりゃれ？　賢けん狼ろうの名にかけて、いつか必ず借りは返しんす」

　そんなところまでそっくりだが、セリムはなんだか不思議な絵を見ているような気がした。

　旅の大道芸人が、奇き妙みよう奇き天て烈れつ奇き奇き怪かい怪かい、と辻つじで叫さけんで人々に見せて回っていた、いつまでも上り続けられる階段の絵のようだった。

　ロレンスはホロが昔の仲間を探したがっているから、村の人たちからあえてたくさんの用件を請うけ負おったと言う。一方のホロは、ロレンスが村の人たちから用件を請うけ負おったのを見て、旅を続けてその用件をこなしきれるようにと、わざわざ理由を作り出していた。

　さらにはどちらも旅が遅おくれるかもしれないことを、セリムに謝あやまってきた。

　けれども、どちらも旅が遅おくれる本当の理由は相手にあると思っていて、相手を思いやるために、そうせざるを得ないと思っている。

「む、たわけが来てしまいんす」

　と、ホロは耳をぴんと立てて、外がい套とうや腰こし帯おびをセリムに押おしつけてきた。

「持っててくりゃれ」

「え、あっ」

　ホロは言うや否いなや、獣けものの耳を手で撫なで、尻しつ尾ぽをばさばさ振ふってから手て櫛ぐしで整え、「んむ」と頷うなずいてから、炊すい事じ場を出た。

「ああ、そこにいたのか。お前、いつまでつまみ食いをしてるんだ？」

「たわけ。そんなことしておらぬ」

「ほう、ハンナさんに確かく認にんするからな」

「構わぬが、ぬしが間ま違ちがっておった時には、覚かく悟ごするんじゃな」

　そんなやり取りが、壁かべの向こうから聞こえてくる。

　セリムはホロから渡わたされた衣服を胸に抱だきながら、なぜか、泣きそうな気持ちになっていた。

「まったく、こんなたわけと旅暮らしかや。気が重いのう」

「お前な、それはこっちの台詞せりふだぞ」

　お互たがいに、今にも笑い出しそうな口調での、憎にくまれ口ぐち。

　二人は、二人の物語の中で生きている。

　セリムがハンナを見ると、ハンナはセリムの視線に気がつき、口の端を曖あい昧まいに笑わせて大きな肩かたをすくめていた。

　セリムは、湯屋の管理をうまくやれるのだろうかと、悪い夢を見るくらいに心配していた自分を笑いたかった。

　なぜなら。

「あのっ」

　セリムが炊すい事じ場から廊ろう下かに出て声をかけると、ぴったりくっついて歩く二人が、揃そろって振ふり向むいた。

「あの……」

　セリムは息を吞のみ、それから、言った。

「早く、旅から戻もどって来きてくださいね」

　自分の立場からでは、到とう底てい言えないと思っていた言葉が、すんなりと出た。

　そして、その言葉を聞いたホロとロレンスは、まるで示し合わせたかのように、即そく座ざにお互たがいを指差し合った。

「「それは」」

　と、声が重なって、ホロとロレンスはむっとしてお互たがいを見る。

「なんじゃ、その指は」
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「こちらこそ、その指の意味を聞きたいが」

　二人は、二人の物語の中を生きている。

　セリムは、今なら二人が戻もどって来くるまでの間、湯屋を預かれると思うことができた。

　なぜなら、どうしてこの湯屋が繁はん盛じようしているのか、その秘密を理解したからだ。

「ふふ」

　セリムが笑うと、ホロとロレンスがきょとんとして、互たがいにお前のせいで笑われたではないかとやり合いだす。

　セリムは笑い、もう何年も忘れていたくらいに、笑った。

　二人は戻もどって来くるし、この湯屋にいるすべての者が、二人のことを待つだろう。

　この湯屋は二人が幸せでいるために作られたのであり、人々はその様子を眺ながめるために、この湯屋にやって来るのだから。

　ニョッヒラの湯屋、狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭てい。

　笑え顔がおと幸せが湧わき出でるという、評判の湯屋だった。
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　たまたま居合わせた旅人たちと会話を盛り上げたい時、定番となる話題は決まっている。

　近きん隣りんの治安状じよう況きようや、貨か幣へい相場、それにどこの町のあれが美う味まい、などだ。

　中でも、長く旅に暮らしている者たちが最も夢中になる話題がある。

　それは、いつの季節が旅に最適だろうか？　というものだった。

「わっちゃあ暑いのも寒いのも嫌いやじゃ」

「なら、春か秋か？」

「春は悪くありんせんが、気き忙ぜわしくていかん。冬の雪のせいで、泥どろまみれになるしのう」

　そう言って膝ひざの上で毛皮を櫛くしで梳すいているのは、荷馬車の御ぎよ者しや台に座すわり、頭からすっぽりとフードをかぶった小こ柄がらな少女だった。全体的に質素な身なりで、装そう飾しよく品らしいのは首から提さげた巾きん着ちやくだけだったが、よく見れば、服の袖そでも腰こし巻まきの裾すそも決してほつれてなどいないのがわかる。

　地味ながら非常に仕立ての良い服に身を包み、フードの下からは長く綺き麗れいな亜あ麻ま色の髪かみの毛けが覗のぞいているとなれば、旅の修道女か、ともすれば遠くの領地に見合いに行く途と中ちゆうの良家の娘むすめだと思うかもしれない。

　しかし、その少女は修道女でも貴族の娘むすめでもなく、それどころか人ですらなかった。

　少女の名はホロ。かつてヨイツと呼ばれた地を治め、はるか南の地では豊作の神と呼ばれたような、麦に宿る巨きよ大だいな狼オオカミの別の姿だ。手元の毛皮も、単なるひざ掛かけの類ではなく、ホロの腰こしから生える尻しつ尾ぽだった。

「旅に出るならば、今のように秋じゃ。風は冷たかろうとも日が出ておればぽかぽか暖かいし、夜は夜で温めた酒を啜すする楽しみがありんす。それに、これから冬に向かおうとする、あの、少し寂さびしいような、落ち着いた雰ふん囲い気きじゃ。わっちのように知的な賢けん狼ろうにはぴったりじゃろう？」

　御ぎよ者しや台の上で尻しつ尾ぽを梳すくホロは、上じよう機き嫌げんなようで饒じよう舌ぜつだった。それにつられてか、尻しつ尾ぽの毛並みもいつもよりふわふわとしている。

　そんなホロの隣となりに座すわるのは、元行商人のロレンスだ。十年以上前、ひょんなことでホロと知り合い、少なからぬ冒ぼう険けんの果てに一いつ緒しよになった。今は温泉郷ニョッヒラにて、湯屋〝狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭てい〟の主を務めて十年ちょっとになる。

「確かに、お前の毛皮の色だと秋の森が似合うな」

　ホロは尻しつ尾ぽがなによりの自じ慢まんで、狼オオカミの時の毛皮も褒ほめられると素す直なおに喜んでくれる。

「ただ、秋が好きなのは、食い物が美う味まい季節だからだろう？」

　ロレンスが苦く笑しよう交じりに言ったのは、ホロがせっせと尻しつ尾ぽの毛づくろいをしながら、焼やき栗ぐりを頰ほお張ばっているからだった。

「美う味まい物を食べることに勝まさる喜びなどありんせん」

　からかいにもめげず、ホロは喜色満面に焼やき栗ぐりをかじり、尻しつ尾ぽの毛づくろいを続けた。

　やれやれと小さく鼻を鳴らすと、ロレンスは荷馬車の手た綱づなを握にぎり直す。

「ま、今回は爪つめに火を灯ともすような商売の旅じゃない。道中美う味まい物でも食べて、楽しもう」

　ホロは仔こ狼おおかみのような大きな瞳ひとみをロレンスに向け、嬉うれしそうに笑っていたのだった。







　ロレンスとホロの二人が荷馬車に揺ゆられるのは、ちょっとした用事で村を出る以外だと、おおよそ十年以上ぶりのことになる。

　温泉郷ニョッヒラに居を構える前、ロレンスにはひとつの村に留まりずっと暮らす、という生活がうまく想像できなかった。行商人として広い地域を行あん脚ぎやしているのが当たり前だったし、すぐにまた旅に出たくなるのでは……という不安がないわけではなかった。

　しかし、湯屋の経営は忙いそがしく、それ以上に楽しかった。娘むすめが生まれたこともあって、旅への郷きよう愁しゆうなどに駆かられる暇ひまさえもなかった、というほうが正しいかもしれない。あっという間に十年以上が過ぎていた。

　なので、今回のことも、ロレンスが思いついたのではない。ニョッヒラの村を出て、少しの間旅に出よう、と言い出したのは、ホロのほうだった。

　とはいえ、ホロはどちらかと言わず出で不ぶ精しようだ。一日中ごろごろして、酒と温泉でのんびりできるのならばなにも不満はないという性格なので、もちろん旅の提案には理由があった。

「さて……まずはどこの町に行くべきか、だが、あの二人は今どこにいるんだか……。最後の手紙は、ウィンフィール王国の南のほうの町から送られてきたんだよな」

　ロレンスが膝ひざの上に広げた地図の上には、一葉の手紙がある。そこには二人分の署名があり、一人はロレンスとホロの間に生まれた、娘むすめのミューリのもの。今年で十二か三という年とし頃ごろで、世間的には嫁よめ入いりの話が出はじめてもおかしくはない。

　もう一人の署名は、字じ面づらからして生き真ま面じ目めさが窺うかがえる、聖職者を志して旅に出た青年コルのものだ。

　ロレンスがホロと行商の旅をしていた頃ころに知り合った仲で、湯屋の経営もずっと手伝ってくれていた。なんなら、ミューリが産まれてからはその世話をほとんどしてくれていたと言ってもいい。

　湯屋では、コルのことを兄様と呼んで懐なついているミューリの姿があった。

　血は繫つながらずとも、美しき兄きよう妹だい愛。

　そんなことを吞のん気きに思っていたのは、自分だけだったのだとロレンスが知らされたのが、ひとつ前の冬のこと。コルが夢である聖職者になるために村を出れば、ミューリもまた、その後を追いかけて出て行ってしまったのだ。

　ロレンスには青せい天てんの霹へき靂れきだったのだが、妻であり、ミューリの母であるホロはすべて知っていたらしい。

　ホロがミューリを送り出したのなら、ロレンスにはもうどうしようもない。

　それに、いつか娘むすめは嫁よめに出さなければならないのだ。

　相手がコルであるならば、それだけで良しとせねばならない。

　ロレンスは自分に言い聞かせつつ、やっぱり胸中穏おだやかではなかった。

「春先に、ニョッヒラよりも寒いらしい海から手紙を寄よ越こしておったのう」

　そんなロレンスの胸中を知ってか知らずか、ホロは尻しつ尾ぽの毛先を熱心によじって整えながら、思い出すように言った。

「ああ。俺おれも行ったことがないような北の島とう嶼しよ地域だ。その後、南下してウィンフィール王国に渡わたって、春を過ごして、夏を越こえて、今は王国の南のほうにいるらしいが……手紙の間かん隔かくが広がりがちなんだよな……。手紙にそうとは書かないが、やっぱり苦労しているのでは……」

　ロレンスは旅の危険と、過か酷こくさをよく知っている。便りがないのは良い便り、なんて気楽なことを言えはしない。

　街かい道どうには盗とう賊ぞくがいて、町にはごろつきがいくらでもいる。それでなくても、病や、怪け我がのことだってある。運悪く旅の途と中ちゆうに雨や雪に捕つかまれば、飢うえや寒さで死ぬことだってある。

　可愛かわいい一人ひとり娘むすめのことを思うと父親たるロレンスは胸が張はり裂さけそうだが、ホロはあっけらかんとこんなことを言う。

「なあに、わっちらに手紙を書くより楽しいことがあるんじゃろ」

　ロレンスがホロを見やると、尻しつ尾ぽの手入れは一段落したのか、栗くりの殻からをぱきりと割って、中の実をむぐむぐと頰ほお張ばっている。

「送られてくる手紙は、いつも楽しそうな匂においがしておる」

「……楽しい……そう、だな。旅は楽しいものな。美う味まい食事や、美しい景色に心奪うばわれることもあるだろう」

　自分に言い聞かせるように言うロレンスを、ホロが横目で見る。

「ぬしがそう信じておるなら、わっちはなにも言わぬが」

「……」

　意地悪された犬のように、ロレンスはホロを見る。

　ホロはそれを意地悪とさえ思っていないようで、むしろいい加減ロレンスの諦あきらめの悪さに呆あきれているようだった。

　そして、ロレンスもまた、そこのところはよくわかっている。

　娘むすめが生まれた時から覚かく悟ごはしていた。いつか、必ず、誰だれかの下に行ってしまうのだと。

「……二人が幸せなら……もちろん、それで、いいさ……」

　搾しぼり出すように言うと、ホロはくつくつと笑ってから、ロレンスの体に身を寄せた。

「たわけのぬしが、たわけたことに苛さいなまれているのは呆あきれるがのう」

　ホロの自じ慢まんの尻しつ尾ぽが、わさりと揺ゆれた。

「わっちだけは、必ずぬしの側におる。なにがあっても」

　優やさしげな笑えみを浮うかべ、ホロがまっすぐにロレンスのことを見つめている。

　普ふ段だんのホロは、二度寝ねに朝酒もしばしばで、働きたくないと毛布を離はなさないことも日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。客から遠方の名物料理の話を聞いては、それを食べたいと駄だ々だをこねることだってある。

　なので、ホロが御おん年とし数百歳さいの賢けん狼ろうなのだということを、ついつい忘れがちだった。

　しかしホロはやっぱりホロらしく、麦が実る大地のようにロレンスのことを支えてくれる。

　この旅もまた、ホロがロレンスのためを思って、言い出したことなのだから。

　ミューリのことが心配でしょうがないロレンスを安心させるため、あるいはある種の諦あきらめをつけさせるために、一度ミューリたちに会いに行こうではないかと。

　ホロがそんなふうに気を使ってくれて、ロレンスは言葉にならないほど嬉うれしかった。なんなら、ミューリたちに会いに行けることそのものより嬉うれしかった。

　ホロが隣となりにいてくれるのなら、他に望むものなどなにもない。

　かつての自分もまた、心の底からそう信じたがゆえに、人の身でありながら狼オオカミであるホロの手を取った。

　微笑ほほえむホロの真しん摯しなまなざしに、ロレンスは自然と顔がほころんでしまう。

「ああ、そうだな。お前がいるものな」

　その言葉に、ホロはにこりと笑え顔がおを見せる。長い時を生きてきた、おおらかな賢けん狼ろうの笑え顔がお。

　ロレンスはホロの肩かたにそっと腕うでを回し、抱だき寄せる。ぎゅっと腕うでに力を込こめると、ホロの尻しつ尾ぽが嬉うれしそうにぱったぱったと振ふられている。

　こうしてホロと二人きりでいられる時間が増えただけでも、旅に出た甲か斐いがあるというものだった。

「で、ぬしよ」

「ん？」

　ロレンスの腕うでの中で少し身じろぎし、ホロが見上げてくる。

「わっちゃあまず、スヴェルネルに向かうのがよいと思いんす」

「スヴェルネル？」

　ニョッヒラから一番近くにある、大きな町だ。

「んむ。あの町になら、夏の間に大きくなった羊や豚ぶた、それに鶏にわとりがおるじゃろう？　それに、ミリケのたわけもおるしのう。あそこはいつ行っても甘あまい物があるからよい」

　ミリケとは、ホロと同じような悠ゆう久きゆうの時を生きる獣けものの化け身しんであり、町の顔役だ。

　ホロとは反りが合わなそうに見えて、案外仲良くやれているらしい。

　前回ミリケの下を訪おとずれた時は、紫むらさき色いろの花を砂糖に漬つけたお菓か子しが出た。

「……スヴェルネルだと、海に出るのが遠くなるんだよな」

　ロレンスが地図に目を落としながら答えると、不意に頰ほおに視線を感じた。

「急ぎの旅ではないじゃろ？」

「それはまあ、そうなんだが……」

　ロレンスは言いつつ、うきうきとした様子のホロを、冷めた目で見た。

「お前、まさかスヴェルネルに寄り道させるために、健けな気げな様子を見せたわけじゃ……」

「ん、なっ」

　ホロが狼オオカミの耳をぴんと張り、目を見開いて絶句した。

「わ……わっちゃあ、ぬしのためを思って……」

　耳が伏ふせられ、肩かたが落ち、尻しつ尾ぽはしなびて、ホロは体全体でしょんぼりとしてみせる。

　ただでさえ華きや奢しやなので、いかにも哀あわれを誘さそう見た目だが、ロレンスだって伊だ達てにホロと十年以上暮らしていない。

「桃もものはちみつ漬づけ」

「っ」

　狼オオカミの耳が、本人の意志ではどうにもならないふうに、ぴくんと跳はねた。

　ロレンスが半目にホロを見ると、ホロは開き直って睨にらみつけてくる。

「ぬしのわっちに対する想おもいなどその程度のものかや！」

　ホロの気き遣づかいを疑いはしないが、下心は下心だ。

「まだ旅は始まったばかりなんだぞ。いきなり贅ぜい沢たくしていたら後が続かない」

「たわけ！　大体、ぬしには後ろの荷物を売る仕事もあるじゃろう？　人の多い町ならなおはかどるじゃろうが」

　ホロが言うのは、荷台に積んである大量の袋ふくろのことだ。中身はニョッヒラの温泉から採れる硫い黄おうの粉で、ロレンスたちが旅に出ると知った他の湯屋の主人たちが、代わりに売ってきてくれと託たくしてきた。

　ロレンスが村に湯屋を構えてかれこれ十年を超こえるが、最も新参の者であるがゆえに、その立場は強くない。先達から頼たのまれれば、嫌いやと言うことはできない。

　道中売り歩かなければならないのだが、確かにおいそれと捌さばける量ではない。

「スヴェルネルはニョッヒラの湯屋すべての仕入れ先だ。湯から採れる硫い黄おうなんて溢あふれ返ってて、今いま更さら売れるわけないだろう」

「む、ぐっ……」

「このまま西に向かって、川に沿ってくだっていって、アティフという港町に向かおう。この季節なら港に陸りく揚あげされる魚も豊富で、脂あぶらがのってて美う味まいぞ」

「魚なぞ腹の足しにならぬ……うう……鶏とりの詰つめ物もの……豚ぶたの丸焼き……牛の肩かた肉にく……」

　まるで満足に飯も食わせてもらっていない下女のように、ホロはかすれ声で呻うめいている。

　さっきまで焼やき栗ぐりをあれほど頰ほお張ばっていたのに、とロレンスは呆あきれるしかない。

　いや、甘あまい栗くりを食べて、塩しお辛からい肉が食べたくなった、というところだろう。

「そう言いながらも、アティフで魚料理をおかわりするお前の姿が目に浮うかぶがな」

　山やま奥おくのニョッヒラでは、川魚を除けば食しよく卓たくに並ぶのはすべて塩しお漬づけだ。鰊にしんが大半で、時折鱈たらや鰈かれいなどが後に続くが、概おおむね毎日食べたい代しろ物ものではない。

　しかし、海沿いの町でしか食べられない生魚は、煮にてよし、焼いてよしだ。

「それに、貿易の要なら、新しん鮮せんな葡ぶ萄どう酒しゆもあるだろう」

　ホロの耳がぴくんと動く。

「干し葡ぶ萄どうや、運が良ければ生の葡ぶ萄どうもあるかもな」

　葡ぶ萄どうは比ひ較かく的てき暖かい場所でないと採れないので、生のものはまずこの地方では食べられない。

　ロレンスの話など聞く気もないとそっぽを向くホロだが、ごくりと生なま唾つばを飲のみ込こんでいた。

「どうする？」

　その問いに、ホロは口をつぐんだまま。

　ぽく、ぽく、と馬の蹄ひづめの音と、荷馬車のがたがたという音だけが響ひびく。

　森の中に開かれた道の上を、小鳥が数羽わ、さえずりながら飛んでいく。

　良い季節だ、とロレンスが空を見上げながら目を細めていれば、肩かたに頭ず突つきを食らった。

「……たわけっ」

　ふくれっ面つらのホロが、短く言う。諦あきらめたらしい。

　年とし甲が斐いもないホロの様子に、ロレンスは思わず苦く笑しようする。ただ、そこには自分自身へ向けたものも含ふくまれている。

　湯屋ではもちろん、ホロの食い気との攻こう防ぼうはあった。しかし、概おおむねそれらは炊すい事じ場を任せている下女のハンナの役目だったから、こんなにも真正面からやり合うのは久しぶりで、懐なつかしくあるのと同時に、楽しかったのだ。

　行商の旅の時はいつもこんなだった。

　口元がほころぶのは、このやり取りがたまらなく愛いとしいからだ。

「旅に出たって気がしてきたよ」

　それまでと異なる口調に、たちまち、ホロの耳のみならず尻しつ尾ぽまでもがぴんと伸のびた。

　そして、ホロは不承不承といった感じでロレンスを見上げた。

「ならば──」

「ま、ほだされて財さい布ふの紐ひもは緩ゆるめないけどな」

　そう言うと、ホロは憮ぶ然ぜんとした顔で応えた。

「ふん。最初からすべてまきあげるのも、かわいそうじゃからのう」

「よく言うよ」

「なんじゃ」

「なんだ」

　そんなやり取りをしながら、荷馬車はのんびりと道を進んでいく。

　最後にお互たがい顔を見合わせ、大笑いしたのだった。







　山やま奥おくの温泉郷ニョッヒラには川が流れていて、急ぎの場合や、雪深い季節はそちらを船で行き来するほうが多い。

　ただ、荷馬と荷馬車ごと乗せようと思うと、それなりに大きい船を借りて、人員も船頭一人というわけにはいかなくなる。

　予算やらを考こう慮りよした結果、ロレンスたちは荷馬車に揺ゆられて旅に出たのだが、空が色づきはじめた頃ころ、一行はまだ道の途と中ちゆうにいた。木と木の間に天幕を張り、石を並べて作った小さな竈かまどの前で、ホロは膝ひざを抱かかえてふくれっ面つらだった。

「……いきなり野宿かや……」

　頑がん張ばれば川沿いの関所にある旅籠はたごまでたどり着くかと思ったが、荷馬車を駆かっての山道は、久しぶりゆえに速度が出なかった。

「柔やわらかいベッド……分厚い毛布……温かい湯船……たっぷりの肉と葡ぶ萄どう酒しゆ……」

　目を閉じて祈いのれば、ぽんとそれらが出てくるに違ちがいない、と信じているかのような呟つぶやきを無視して、ロレンスは小麦とライ麦が半々の、黒みがかったパンをホロに渡わたす。

「ほら、これはわざわざライ麦を混ぜて焼いてもらったんだ。昔を思い出すだろう？」

　以前の行商の旅では、白い小麦パンなどなかなか食べられなかった。カチカチに固まった真っ黒いライ麦パンを、気の抜ぬけた麦むぎ酒しゆに沈しずめてふやかして食べていた。

　湯屋の怠たい惰だな生活にすっかり慣れきったホロは、うきうきしているロレンスを見て、信じられないという顔をしていた。

「普ふ通つうに小麦のパンでよいではないか……」

「完全に小麦だけだとすぐ腐くさるからなあ。真冬ならともかく、まだ暖かい日があるし、山を降りたらなおのことだ」

　ロレンスは喋しやべりながら小さな鉄てつ鍋なべを竈かまどの上に渡わたし、塩しお漬づけ肉を薄うすく切って載のせていく。

　肉の存在に、ホロはようやくため息交じりにパンをかじりはじめた。

「もっと肉は分厚く切ってくりゃれ」

「倹けん約やく、倹けん約やく」

　さっさと塩しお漬づけ肉の塊かたまりをしまってしまうロレンスを、ホロは泣きそうな顔で睨にらむ。

「路銀が余ったら、帰り道は豪ごう勢せいにしような」

　商人の笑えみをホロに向けると、御おん年とし数百歳さいの自じ称しよう賢けん狼ろうは、幼い女の子みたいに唇くちびるを尖とがらせて眉まゆ尻じりを下げていた。

「たわけが……それより、さっさと肉を焼いてくりゃれ。こんな黒いパン、苦くて酸すっぱくてとても肉がなければ食えぬ」

「ああ、ちょっと待っててくれ……よっ、んっ……んん？」

　ロレンスは背中を丸めて火打石を叩たたくが、植物の穂ほから作った火ほ口くちはうんともすんともいわない。

「きちんと乾かわいてるよな……よっ……はっ……！」

　かん、かん、と石を打ち合わせるが、そもそもうまく火花が出ない。湯屋では自分で火を熾おこすことなどなかったので、すっかり勘かんが鈍にぶっているらしい。

　しばらく奮ふん闘とうして、手と丸めていた背中が痛くなり、うーんと体を伸のばすと、冷たい視線のホロに気がつく。

「……も、もう少しだ」

「そう願いんす」

　ため息と共にホロに言われ、ロレンスはなにくそと火打石を再び叩たたく。

　それからホロのわざとらしい欠伸あくびを三回聞いたものの、なお火はつかない。

「……出発前に練習してくるんだったな……」

「先が思いやられるのう」

　呟つぶやくホロを苦々しく見やると、つんと目を逸そらされる。

「むぬ……」

　かがみこんで火打石を叩たたいていると、たちまち体のあちこちが痛くなってくる。というか体の関節が明らかに昔より硬かたくなっている。

　歳としを取るとはこういうことなのか……と愕がく然ぜんとしていると、「まったく」とホロのため息交じりの声に我に返る。

「怒いかりで簡単に火がつくようなら、ぬしのことをからかうんじゃがなあ」

　もはや責める気もないらしいホロに、ロレンスは憮ぶ然ぜんとして答える。

「いいや、それなら俺おれが、通りがかった羊飼いの娘むすめでも食事に誘さそったほうが早いだろ」

「ほう、どういう意味かや？」

「賢けん狼ろう様ならすぐにわかるだろうに」

　ロレンスとホロは睨にらみ合ってから、同時にため息をついた。

「寒い冬ではないからまだましじゃが……硬かたくて黒いパンと、生の塩しお漬づけ肉の夕食はぞっとせんのう。今日のところはわっちがひとっ走り湯屋まで戻もどって、種火を受け取ってくるかや？」

　ホロの真の姿は見上げるばかりに巨きよ大だいな狼オオカミであり、一晩で山を三つ越こえることだって簡単だ。

「いや……それは最後の手段にしよう……提案はありがたいが」

「ふうん？　まあいいじゃろ。ぬしの男の子としての意地もあるじゃろうし」

　ホロにからかわれるが、よもや火も満足に熾おこせなくなっているなどとは思わない。

「この調子だと、ミューリのほうがよほど逞たくましく村の外で生きていけるかもしれないな……」

　ロレンスが情けなさから本気で落おち込こんでいると、基本的に優やさしいホロは困ったように笑う。

「あれは人の姿で平気で山の奥おくまで狩かりに赴おもむくからのう。わっちにもできんせん」

　ホロが人の姿でいる時は、要所要所では狼オオカミの能力を発揮できるが、基本的には見た目どおりの少女のものだ。

　一方ミューリはホロと変わらぬ体格でありながら、すばしっこい獣けもののように山を駆かけ巡めぐることができる。なにより、驚おどろくべきはその技術力と知識だ。罠わなを張って獲え物ものを捕つかまえることもできるし、捕とらえた獲え物ものを解体して、皮をなめして、肉を干して、細ほそ腕うでにも拘かかわらず疲つかれ知らずの体力できりもみ式で火を熾おこしたら、肉が焼けるのを待つ間で獣けものの腱けんを使って弓まで張ることができる。

　一人で山に放り出しても、しばらく逞たくましく暮らせるだろう。

「む、そうじゃ。そういえばあのたわけが、以前試ためしておったではないか」

「ん？」

　ホロはなにかを思いついたように立ち上がり、天幕の下から出て荷馬車に歩み寄る。

　なにをするのかと思っていたら、荷台に積んであるたくさんの袋ふくろから、ひとつを引きずり出してきた。

「なんといったか、ほれ、この黄色い粉が焚たきつけに使えると聞いて、暖だん炉ろで試ためして大おお騒さわぎになったじゃろう？」

「ああ」

　ロレンスはすぐに思い出し、苦笑いをした。

　あの時のことを思い出すと、実際に口の中に苦い物がよみがえるのだ。

「確かルワードさんから聞いたんだよな。戦場で手早く火を熾おこす方法だって」

「試ためしてみたらどうじゃ。ここなら多少臭くさくしても……まあ、わっちは遠くに離はなれておるが」

　ホロは言って、ロレンスの前に袋ふくろを置く。湯から採れた硫い黄おうの粉が詰つまった袋ふくろだ。

「焚たきつけには、純じゆん粋すいな硫い黄おうの塊かたまりのほうが向いているらしいが……まあ、試ためしてみるか」

　そもそも火打石をうまく使えていないのが原因な気もするが、このまま焚たき火びなしでの野宿はロレンスもごめんだ。やれることはいろいろ試ためしてみようと思い、火ほ口くちの植物の穂ほに硫い黄おうの粉をふりかけ、枯かれ草くさや枯かれ木きの枝や薪たきぎにも擦なすりつけておく。

　そして、再びかがみこんで火打石を叩たたき……ついに綿毛のような穂ほに、赤く火がついた。

「おお！」

　昔ならなんでもなかったことなのに、ロレンスは思わず嬉うれしさに声を上げる。多分硫い黄おうなどはあまり関係なく、休きゆう憩けいしたことで力みが取れたのだろう。

　なんにせよこの小さな種火を無む駄だにしてはならないと、手で覆おおい、息を吹ふきかけ、煙けむりが上がりはじめたところで、枯かれ草くさに火を燃え移らせる。火はみるみるうちに大きくなっていく。

　なんだ、やっぱり簡単じゃないか。

　ロレンスは晴れやかな顔で体を起こし、ホロにそう言おうとしたのだが、その姿はすでにない。辺りを見回すと、随ずい分ぶん離はなれた木こ陰かげから、顔だけ出してこちらを覗のぞいていた。

「そんな大げさな……」

　と、ロレンスが笑った時だった。

　ぶすぶす、となにかが焦こげるような音が聞こえ、振ふり向むけば焚たき火びから色の濃こい煙けむりが上がっていた。

　直後、鼻を突つき刺さす臭しゆう気きにロレンスは顔を覆おおう。

　鉄を焼いたような金物臭くささと、硫い黄おうの臭におい。その刺し激げきは鼻だけでおさまらず、口に入れば苦いし、目には涙なみだが浮うかんでくる。

「っ……！」

　記き憶おくの中のものでも十分臭くさかったが、実際に直面すると記き憶おくの何倍も臭くさい。

　ミューリが考えなしに暖だん炉ろにこの粉を放ほうり込こんだ時は、ロレンスの鼻でさえ一週間は宿の中が焦こげ臭くさかったし、ホロは一ヶ月近く鼻をぐずぐず言わせていた。

　もうもうと上がる煙けむりにロレンスでさえ耐たえきれず、ホロの下に逃にげ延のびた。

「たわけ！　こっちにくるでない！」

　死ぬまで共にいよう、と愛を誓ちかった日々など一いつ切さいなかったかのように、ホロが本気で拒きよ絶ぜつする。ロレンスは若じやつ干かん傷つきながら、ふと足を止めたのは、ホロが手にパンを持っていたからだ。

　あんな地じ獄ごくの焚たき火びの側で飯を食べたくないのは、ロレンスも同じだ。

　息を止めて焚たき火びに戻もどり、パンと麦むぎ酒しゆの入った小さな樽たるを回収して、ホロの下に駆かけ寄よった。

　ホロは鼻の頭に皺しわを寄せて思いきり嫌いやそうだったが、ロレンスが麦むぎ酒しゆの樽たるを渡わたすと、渋しぶ々しぶ側にいることを許してくれた。

　しかし、なおもホロは嫌いやそうにロレンスの体の臭においを嗅かいで、顔をしかめた。

「ぬしは、今夜は一人で寝ねるんじゃな」

　あの粉を使ってみろと言い出したのは誰だれだ、とロレンスはホロを睨にらみつけたが、ホロは自じ慢まんの尻しつ尾ぽを守るように腕うでで抱だいている。薔ば薇らの精油を使って丹たん精せい込こめて手入れをしているふわふわの尻しつ尾ぽに、嫌いやな臭においがついたらたまらないということなのだろう。

　本格的な冬はまだ先だとはいうものの、山の夜は冷える。ホロのふかふかの尻しつ尾ぽと、子供みたいに高めの体温があるかないかでは大違ちがいだ。

　とはいえ、無む理り強じいすれば本気で怒おこらせる羽目になるかもしれない。

　ロレンスはため息をつき、ぶすぶすと煙けむりを上げ続ける焚たき火びを見て、もう一度ため息をつく。

　旅の一日目からしてこれでは、先が思いやられるというものだった。







　翌日、くしゃみでロレンスが目を覚ますと、ホロはすでに起きだして御ぎよ者しや台に座すわっていた。

　熱心に書き物をしているので、昨晩は焚たき火びに近づけないせいで書けなかった、日記を記しているのだろう。

　どんな悪口と不平不満が書かれているのかと思うと、ロレンスはちょっと怖こわい。

　昨晩眠ねむる頃ころには硫い黄おうの粉も燃もえ尽つきたのか、それとも単に鼻が慣れたのか、それほど臭くさくなかったので焚たき火びの横で寝ねた。今は白い灰の中で、炭が赤く熾おこっている。

「臭においは消えてるのか？」

　ロレンスが尋たずねると、ホロは大きなため息をつく。寒さはさほどではないが、空気が湿しめっていて、白い息が朝日の中に舞まった。

「なんとかの。まったく、あれが狼オオカミ除よけとして売りに出されたらさぞ効果的じゃろう」

「……ちょっと考えておこう」

　ホロは冗じよう談だんのつもりで言ったらしく、ロレンスの真面目な返答にたじろいでいた。

「とりあえず、朝飯にするか……。昨晩は温かい物が食べられなかったしな」

「ぬしは鍋なべの肉を食べておったではないか」

　灰の中に新しい薪たきぎを足しながら、ロレンスは肩かたをすくめた。

「思ったほど臭においが移ってないって言っても、信じなかったのはお前だろ」

　ホロはむうううと唸うなって、御ぎよ者しや台から降りてくる。

「荷台の硫い黄おうはまだましじゃが、あれもさっさとどうにかしてもらいたいものじゃ」

　昨晩は荷台で、硫い黄おうの袋ふくろの隙すき間まに挟はさまるようにして眠ねむっていた。

「お前は昔の旅でも、荷台になにか積むと怒おこってばかりだったな。魚を積んだりとか、金物類を積んだ時とか」

　火が大きくなりはじめた焚たき火びに、鉄てつ鍋なべをかけ、塩しお漬づけ肉と、ニョッヒラから持ってきた卵を落とす。卵は割りさえしなければ日持ちがよく、食事の幅はばが広がるので重宝する。麦みたいな粉ものを運ぶ時などは、よく中に沈しずめておいたものだ。もちろん、今回は硫い黄おうの粉の中に保存してある。よほど長い時間沈しずめなければ、硫い黄おうの匂においはそうそう中身にまで届かない。

「もっと美う味まそうなものを積んでくれれば、わっちも怒おこりなどせん。干した果物や、砂糖漬づけなんかがよいのう」

　尻しつ尾ぽをぱたぱた振ふって、うっとりとそんなことを言う。

「たわけ。甘あまい物は高いんだよ」

　ホロの罵ののしりを真ま似ねして言いながら、パンに切きり込こみを入れ、いい具合に焼けた卵と塩しお漬づけ肉をへらですくい上げて、おまけのチーズと一いつ緒しよに挟はさむ。

「ほら」

「ふむ」

　ホロはパンを受け取り、すぐにかぶりつくかと思いきや、しげしげとパンを見つめていた。

「どうした？」

「ふむ」

　ホロはうつむいてパンを見つめた姿勢のまま、視線だけをロレンスに向けた。

「わっちゃあ昨日の肉を食べておらぬ。その分を足すべきじゃと思いんす」

　朝からその食い意地には恐おそれ入いるが、甘あまやかしてはだめだ、とロレンスは気を引ひき締しめる。

「だめだ。旅には予定というものがある。それを守らないとひどい目に遭あうってのは、お前も以前の行商の旅で知ってることだろ？」

　わがまま放題に見えるホロだが、押おしてもだめな時というのはきちんと察して、身を引くことができる。普ふ段だんのロレンスがホロのわがままに押おされてしまうのは、つい甘あまやかしてしまいたくなる気持ちを見み抜ぬかれているからだ。

　なので、毅き然ぜんと言い放てば、ホロは不服そうながら、渋しぶ々しぶとうなずいた。

「ぬしは昔から頭が固い」

「慎しん重ちようだと言ってくれ」

　ホロはちらりとロレンスを見て、肩かたをすくめる。

　昔の旅を思い出して、よく慎しん重ちようなどと言えたものだ、ということだろう。ホロとの旅では、ホロの前でつい見み栄えを張って、危険な儲もうけに手を伸のばしたりしていた。

　それよりなにより、つい昨晩も、焚たき火びひとつで手間取ったのだ。説得力などあろうはずもない。

「……昨日は久しぶりの旅の初日だったからな。これからは順調だ」

　言い訳のように、つい口にしてしまう。

　ホロは口の端に黄身をくっつけながら、はいはいとばかりに耳をぱたぱた振ふったのだった。







　その後、川沿いの関所に辿たどり着ついた。川にいくつもある税の徴ちよう収しゆう所としては、一位、二位の大きさのところだ。南の内陸から延びている街かい道どうの終着点でもあるため、ちょっとした賑にぎやかさがある。

　内陸地からは穀物や家か畜ちくの加工肉、金物類などの品が運ばれて来て、川上からは毛皮や木材、それに川下からは海の魚や遠国からの輸入品などが運ばれて来る。

　関所脇わきの旅籠はたごで一泊ぱくしようかとも思ったが、到とう着ちやくしたのが昼前だったので、食事をして、少し休きゆう憩けいした後に出発した。

　その際、川沿いに海に向かうという話をしたら、宿の主人から船の利用を勧すすめられた。

　随ずい分ぶん熱心だったが、川沿いの旅籠はたごは川を行き来する船頭たちと共同で船を所有していたりするので、船に客が乗れば二度おいしいのだ。

　旅慣れぬ修道士ならばあっさり引っかかるだろうが、ロレンスは元行商人だ。

　損得勘かん定じようをして、結局陸路を選んだ。

　野宿を嫌いやがるホロは船に乗りたそうだったが、船賃の分食事の質が下がると伝えたら、陸路を渋しぶ々しぶ受け入れた。

　そして、ニョッヒラを出て、四日目のことである。

「……で？　どうなんじゃ？」

　御ぎよ者しや台では、ホロが背中を丸めて、頰ほお杖づえをついている。

　対するロレンスは、地図を片手に辺りをうろうろし、途と方ほうに暮れていた。

「……迷った」

　その言葉を、自分自身への死し刑けい宣告のように搾しぼりだしたロレンスは、恐おそる恐おそるホロを窺うかがった。

　御ぎよ者しや台の上のホロは、優やさしく笑いはしなかったが、怒おこりもしない。

「まあなんとなくそんな気はしておったからのう」

「船を勧すすめられたのは、本当に親切心だったのか……」

　なにが悪かったのかはわかる。

　川沿いに海までの道が続いているので問題なかろうと思ったら、途と中ちゆうでひどい崖がけ崩くずれのために、地図上の道がふさがれていたのだ。

　それで地元の人たちが切り開いたらしい新しい道を通ったのだが、どうやら樵きこりや狩かりゆう人どが使う道と交差していたらしく、そちらにいつの間にか迷まよい込こんでいた。

　しっかりと踏ふみ固かためられ、荷馬車も十分に通れるなだらかな道だったし、炭焼き小屋などもあったので、てっきり商業路だと思おもい込こんだのだ。新しい道ならば、使つかい込こまれた炭焼き小屋などあるはずもなかろうに、気がついた頃ころには、地図には全く存在しない崖がけを横切り、峠とうげを越こえ、深い森の中に迷まよい込こんでいた。

「この辺りはもうわっちの縄なわ張ばりでもありんせん。幸い、ややこしいのはおらぬようじゃが」

　ホロは空を見上げて、鼻をすんすんと鳴らす。

　空と言っても、この辺りはニョッヒラとは全然違ちがう植生で、非常に背が高く太い木があちこちに生え、空をほとんど覆おおってしまっている。

　地面にまで光がろくに届かないので低木が少なく、それでかえって荷馬車で進むには困らない道ができている。

　鬱うつ蒼そうとしているのに森の奥おくまで妙みように視界が届き、時折変な視線を感じてぞくりとする。

　大方は狐きつねや鹿しかだし、森の王の中の王たるホロがいれば、恐おそれることなどほとんどない。

　それでも、ロレンスは人なのだ。森の深しん淵えんには、本能が恐きよう怖ふする。

「そもそも人が滅めつ多たに入らぬ土地のようじゃな。この道も、道というより、大雨の際の水が通るせいで綺き麗れいに均ならされておるんじゃろう。落ち葉がすごくてわかりにくくなっておる」

　そうだ、そういう人を惑まどわせる罠わなみたいなものも山にはあった。

　幸い、積み荷には匂においのきつい硫い黄おうの袋ふくろがたっぷり積んであり、ホロは狼オオカミの鼻を持つ。

　引き返すだけなら問題はないはずだ。

「……引き返そう。こうまで森が深いと、太陽の位置で方角すらわからない」

　ロレンスは馬の口を取って、荷馬車を回頭させようとしたところで、ふと気がつく。

　ホロが、随ずい分ぶん無表情だった。

　ロレンスは己おのれの間ま抜ぬけさが情けなく、言った。

「怒おこってくれてもいいんだぞ」

　むしろそっちのほうが気が楽だ。

　すると、ホロはきょとんとして、ロレンスを見た。

「む……怒おこる？」

　ロレンスが観念するように首をすくめると、ホロは軽く辺りを見回してから、ふんと鼻を鳴らした。

「自分に任せろと大たい言げん壮そう語ごするのは、ぬしのいつものことじゃしのう」

　なんの棘とげも悪意もない口調なのが、余計に傷つく。なにより、言い訳のしようもないので、ロレンスには怒おこる権利もないのだが。

「それに、ここに来られたのも悪くありんせん」

「……？」

　ホロの口調は、雨の降る森のように穏おだやかだった。

「良い森じゃ」

　船賃をケチった挙句に道に迷ったというのに、ホロはうっすらと微笑ほほえんですらいる。

　罵ば倒とうされるよりもよほど不気味だったが、ロレンスの胸が急にざわついたのは、ホロがそのまま森の中に消えてしまいそうな気がしたからかもしれない。

　慌あわてて頭を振ふり、森を改めて見回してみた。

「良い……か？　普ふ通つうの森に見えるが……」

　むしろ低木や下草に乏とぼしく、森としては価値が低そうに見える。あれだけ天てん井じようを木の葉で覆おおわれてしまうと風も入りにくく、茸きのこもあまり採れないだろう。唯ゆい一いつ価値を持つ巨きよ木ぼくを切りだせば、あっという間に禿はげてしまう性質の森だ。

「ぬしの目にはそう映るかもしれぬが……香かおりじゃ」

　ホロは目を閉じ、大きく息を吸う。ロレンスも釣つられて鼻で息をしてみるが、腐ふ葉よう土どの香かおりは確かに心ここ地ちよくも、よくある匂においだ。

「人の鼻ではわからぬかものう。蜜みつの匂においじゃ。森全体が、甘あまく香かおっておる。おそらく……大きな木が蜜みつを湛たたえておる」

「花があるようには見えないが……樹液か？　樹液が採れるなら、小こ遣づかい稼かせぎになるかもしれないな」

　膠にかわに混ぜたり、隙すき間ま風かぜをふさいだり、蒸留酒の香かおりづけなんかにも使い道がある。

　しかし、ロレンスの商人らしい発言に、ホロは苦笑いだった。

「ぬしはいつもそれじゃな」

「大事なことだ。なにせうちには大食らいがいる」

「ついでにあるじ様は方向音おん痴ちだしのう」

　この状じよう況きようでホロを言い負かせるはずもない。

　ロレンスは反はん撃げきを諦あきらめ、馬を歩かせはじめた。

「道案内を頼たのむ。それとも、引き返さずに海に向かう道が見つけられたりするか？」

　どこか名残なごり惜おしそうに森の奥おくを見つめていたホロは、小さくため息をつく。

「わっちが狼オオカミに戻もどれば方向くらいはすぐにわかるがのう。この荷馬車があると、たとえ方向がわかってもまっすぐには進めぬ。いったん人の作った道に戻もどるのが結局早いじゃろう」

　森の中には崖がけもあれば沢さわもある。ホロが側にいても道に迷うのは、道がまっすぐではないからだ。ロレンスが己おのれの間ま抜ぬけさを改めてホロに謝あやまろうとした、その時だった。

「む？」

　ホロが背筋を伸のばし、あらぬ方向を見た。

「どうした？」

　ホロの耳が右に左にと動く。ホロの耳はノミの咳せき払ばらいだって聞きつけるほどによい。

　何者かがいくら忍しのび足あしで歩こうとも、たちまち聞きつけるに違ちがいない。

「なんだ？　熊くまか、野犬か？　それとも……山さん賊ぞくか？」

　ロレンスは即そく座ざに御ぎよ者しや台に飛び乗り、座席の下にしまってある短たん剣けんを手に取った。

　旅をしていれば荒あら事ごとは避さけられない。

　来るなら来い、と構えていたら、ホロが言った。

「蜂はちじゃ。こんな季節に珍めずらしい」

「蜂はち？」

　ほどなく、ロレンスにも微かすかに羽音が聞こえてきた。

　ただ、姿が見えずきょろきょろしていたら、不意にホロがロレンスの腕うでを摑つかんできた。

　それも、爪つめを立てて、痛いくらいに。

「お、おい!?　痛いんだが、どうし──」

　ロレンスの言葉がそこで途と切ぎれたのは、ホロが目を見開いて、耳と尻しつ尾ぽの毛をブラシのように逆立てていたからだ。

「う、あ、うっ……」

　と、声にならない声を喉のどの奥おくで鳴らすホロに、よもや蜂はちの大群かと思ったのだが、大木の木こ陰かげからすいっと姿を現したのは、ごく普ふ通つうの一匹ぴきの蜂はちだった。

　しかし、その様子がちょっと妙みようだと思った瞬しゆん間かん、ホロが悲鳴を上げた。

「ぎゃー！」

　聞いたこともない悲鳴に、ロレンスがぎょっとする間もなかった。ホロが巣穴に潜もぐり込こもうとする兎うさぎみたいにロレンスの胸にすがりつく。耳は伏ふせられ、尻しつ尾ぽは雷らい雲うんを前にした時のようにパンパンに膨ふくらんでいる。

　一体なんなんだ、と戸と惑まどう中、一匹ぴきの蜂はちがふらふらとロレンスたちに近づいてくる。

　特に怒いかり狂くるっている様子もなく、なぜこんなところに人間どもが？　と困こん惑わくしているような気さえする。

　しかし、羽音が近づくとホロの震ふるえはますます強くなる。こんなに蜂はちが苦手だったろうか、と気になった。蜂はち蜜みつは大好きだし、蜂はちの子を油で炒いためたものも、百ゆ合りの根みたいにほくほくして美う味まい、と喜んで食べていた。それともこれは特別な蜂はちなのだろうか。確かにその蜂はちはやや奇き妙みようなのだ。黄色と黒の縞しま々模様はよくあるそれだが、なぜか体から白い紐ひものようなものを垂らしていた。

　ロレンスは、頭上をふらふらと通過していく蜂はちをじっと見る。

　両りよう腕うでの中では、竜りゆうの襲しゆう来らいに怯おびえる栗り鼠すみたいにホロが震ふるえている。

　そして、吞のん気きな様子で目の前を通過していく蜂はちを見て、ロレンスは気がついた。

「あ、こいつは」

　と、ロレンスは思わず手を伸のばす。

　蜂はちはあっさり捕つかまった。

　正確には、蜂はちからぶらさがっていた、糸を摘つまんだのだ。

　ロレンスはすぐに腰こしから手ぬぐいを外し、突とつ然ぜんのことに暴れている蜂はちを包む。

　怒いかりの羽音が聞こえる中、気がつけばホロが真っ青な顔でこちらを見ていた。

「な、なにをしておるんじゃ？」

　突とつ然ぜん財さい布ふの中身を道みち端ばたにまき散らしたって、ホロはこんな顔をしないだろう。ロレンスが持っている袋ふくろ状じようにした手ぬぐいを、おぞましい物でも見るかのように横目にちらりと見て、すぐに顔を伏ふせてしまう。

「早く捨ててくりゃれ！」

　ロレンスは肩かたをすくめ、言った。

「お前こそどうしたんだ。ただの蜂はちだよ」

　すると、ホロはびくりと体をすくませた。

　乙おと女めなところが多々あるホロだが、蜂はちが怖こわいなんてか弱いことはなかった気がする。

「それとも、まさかこれってお前たちみたいな蜂はちだったりするのか？」

　数百年を生き、人語を解する、森の精せい霊れいのような。

　だとすれば申し訳ないことをしたと思うが、ホロはロレンスの胸にさらに潜もぐり込こむかのように、首を横に振ふった。尻しつ尾ぽは相変わらずぶるぶると震ふるえている。

　疑問顔のロレンスが、怒いかり狂くるった羽音を鳴らし続ける手ぬぐいの中の蜂はちを見やった時だった。

「だ、だめ、なん、じゃ……」

「ん？」

「どうしても、だめ、なんじゃ……」

　ホロが弱々しく、涙なみだ声ごえで言った。

「そ、それは、虫に食われておる虫……じゃろう？　だめじゃ、どうしてもだめなんじゃ……」

「あー……ああ」

　その言葉で、ようやく合が点てんがいった。

　人には得意不得意がある。屈くつ強きような兵士がちょっとした高所で足を竦すくませたり、万ばん物ぶつを愛する敬けい虔けんな修道士が蜘く蛛もだけはだめだったりする。

　ホロが蜂はちやらの虫を苦手としているというのは聞いたことがない。けれど、どうしても生理的に無理な場合があるのだろう。それが、寄生虫に侵おかされている虫。森や山を歩いていれば、世の暗部としか思えない不気味な様子を目まの当あたりにすることがある。

「んー……けど、これは」

　と、ロレンスが手ぬぐいをホロに近づけると、御ぎよ者しや台から転げ落ちんばかりにホロは身を引いた。

「ひいっ！」

「お、おい、危ないって」

「い、嫌いやじゃ！　嫌いやじゃ！」

　必死な様子のホロがちょっと可愛かわいくありながら、ロレンスは言った。

「蜂はちにぶらさがってたのは寄生虫じゃない。ただの糸だよ」

　ホロはそんな噓うそに騙だまされるか、とばかりに顔を横に振ふる。

　だが、ロレンスが苦く笑しよう交じりにため息をつくと、ホロはようやく、少しだけ顔を上げた。

「ほ、本当、かや？」

　幼子みたいなホロの様子に、ロレンスは今までにない心の部分を刺し激げきされつつ、答えた。

「ああ。間ま違ちがいない」

　その言葉に噓うそがないことは、ホロは聞き分けられたのだろうが、なお疑わしそうだった気持ちもわかる。

「じ、じゃが……なぜ、こんな、森の中で……」

「糸をぶら下げた蜂はちが飛んでるのかってことだよな。熊くまは糸巻き棒を扱あつかえないだろうし」

　ただ、ロレンスはそれに心当たりがある。

「ここ、人があまり入らない森だって言ってたよな」

「……？　う、うむ」

　ホロが顔を上げて応えるが、手ぬぐいの中の蜂はちがぶぶっと羽音を鳴らすと、びくりと体をすくませていた。

「多分、だれかが蜂はちの密みつ猟りようをやってたんだろう」

「……」

　ホロは目を丸くしてロレンスを見て、それから、手ぬぐいを見た。

「め、目印じゃというのかや？」

　さすが賢けん狼ろうだった。

「じゃが、ニョッヒラでは見たことありんせんが……」

「ニョッヒラだと、山が険しいからな。到とう底てい追いかけられないんだろ。でも、これだけ見通しの良い森なら、蜂はちに目印の糸を括くくりつけて、巣に戻もどるのを追いかけられる。ただ……こんな場所でやるってことは、人に見つかりたくない密みつ猟りよう者だろうな。普ふ通つうの森だと、貴族やらの持ち物だから蜂はちの巣す採りには金がかかる」

「う、む……つ、つまり」

　ホロは、ロレンスのことを窺うかがうように見た。

「蜂はちの巣すが……あるのかや？」

「この季節だから、蜂はち蜜みつがたっぷり詰つまっているかどうかはわからないが」

　蜂はち蜜みつ採りは春から初夏だ。

　しかし、たっぷり蜂はち蜜みつを湛たたえた巣ならば、真冬でも採る価値がある。

　ホロが濡ぬれた目をごしごしと擦こすり、洟はなを啜すすった。

「蜂はちの巣す……」

「元気出てきたな」

　ロレンスのからかいの一言に、ホロが唇くちびるを尖とがらせて睨にらみつけてくる。

「追いかけてみるか？」

　ホロには、三角の大きな獣けものの耳と、ふさふさの尻しつ尾ぽが生えている。革かわに羊毛でも詰つめた球を放り投げたら、一目散に追いかけて行きそうな見た目だ。

　犬扱あつかいすると激げき怒どするが、すでにホロの尻しつ尾ぽはぱたぱたと落ち着きがない。

「じゃが、蜂はちの縄なわ張ばりは広い。時間は……いいのかや」

　いつもわがまま放題なホロだが、本質はこっちだ。本当に欲ほしい物が目の前に現れると、躊躇ためらってしまう。自分の時もそうだった。これ以上好きにならないうちに旅を終えよう、などとホロは言ったのだから。

　対するロレンスは商人だ。欲ほしいと思った物には、貪どん欲よくに手を伸のばす。

　たとえば、ホロの笑え顔がおなどはその最たるもの。

「旅の醍だい醐ご味みは、予定通りに行かないことだからな」

　そして、付け加える。

「火を熾おこすのにも苦労して、派手に道に迷うとか」

　ホロが首をすくめて、くすぐったそうに笑う。

　ロレンスは道化たように振ふる舞まいながら、ホロの頰ほおを指の背で擦こする。

「それから、旅は仲間の知らなかった面を明らかにしてくれる」

　ホロのことなら尻しつ尾ぽの付け根の毛の渦うずの向きまで知っていると思ったのに、まさか虫にやられた虫の類が泣くほど嫌いやだなんて。

　弱みを知られたと気がついたホロは、嫌いやそうにロレンスを上目づかいに見る。

「……たわけ」

　ロレンスは、あと軽く百年はホロのことを愛せると確信した。

「じゃあ、蜂はちを追いかけるか。荷馬車はここに置いてても大だい丈じよう夫ぶだよな？」

「人が踏ふみ入いるような場所ではありんせん。物盗とりはいないじゃろう。場所も……匂においでたぶん大だい丈じよう夫ぶじゃと思いんす」

「ああ、硫い黄おうか。それなら袋ふくろを一個担かついで、道中に撒まいていくか」

「ふむ。そうじゃな……そうかや。くふ」

　ホロを見やると、くすくすと笑ったホロが楽しそうにしていた。

「お伽とぎ噺ばなしであったじゃろう。森で迷った小さな童わらべが、迷わぬようにとパンをちぎって……」

「確かにそんな話があったが、お前がそもそもお伽とぎ噺ばなしみたいなもんだろう」

　ホロは目をぱちくりとさせてから、また笑っていた。

　ロレンスは手ぬぐいをホロに渡わたし、早さつ速そく蜂はちの巣す採りに使える道具をまとめていく。空の麻あさ袋ぶくろと、天幕を張ったり泥濘ぬかるみの深さを測ったり野犬を追おい払はらったりする時に使う棒。それから焚たき火び用の薪たきぎと、火打石。顔や体を覆おおうための、ありったけの布。

　最後に、道しるべ用の硫い黄おうの粉。

「よし、行けるぞ」

　ホロは力強くうなずき、手ぬぐいを開いたのだった。







　怒いかり狂くるった蜂はちに刺さされるかとも思ったが、蜂はちはしばらく戸と惑まどいがちにふらふらしてから、森の奥おくへと飛んでいった。

　さほど早くもないが、目印の糸を見ながらだと、足を取られて何度も転びそうになる。

　ホロは体力こそ見た目のままの少女だが、山歩きの巧たくみさそのものからは狼オオカミらしさをうかがわせる。よたつくロレンスを振ふり向むいては、余よ裕ゆうそうに後ろ向きに歩いたりして、にまにましていた。

「ほれほれ、気張って追いかけてくりゃれ」

　踵きびすを返かえし、飛ぶように歩いていってしまう。

　ふわふわの尻しつ尾ぽが視線の先で揺ゆれ、ロレンスは途と中ちゆうからその尻しつ尾ぽを頼たよりに歩いていた。

　落ち葉を踏ふみしめ、巨きよ木ぼくの根っこをまたぎ越こえ、軽かろやかな足取りのホロを必死に追いかける。

　時折振ふり向むくホロは、嬉うれしそうな、楽しそうな、からかうような微び笑しようを口元に浮うかべている。

　体がなまっていることを湯屋でもからかわれていたロレンスは、なにくそと踏ふん張ばるが、それ自体がホロには楽しいらしい。

　少し距きよ離りを開けられたところで、蜂はちがどこかに止まったのか、足を止めたホロに追いついた。

「ふう、はあ……これじゃあ、蜂はちを追いかけてるのかお前を追いかけているのかわからん」

　喘あえぐように息を吸い、服をバタバタさせる。空気に動きのない森の中だから、動くと酷ひどく蒸むし暑あつく感じる。

「ぬしはいっつもわっちの尻しつ尾ぽに夢中じゃからのう？　楽しいじゃろ？」

　欠片かけらの労ねぎらいもないホロだが、意地悪そうな笑え顔がおはロレンスがつい追いかけてしまうものだ。

「楽しいですよ」

　嫌いやそうに答えると、ホロはくつくつと笑い、「む」と顔を上げた。

「再開じゃ」

「はいはい」

　蜂はちは木から飛び立って、ふらふらと飛んでいく。ロレンスは忘れないようにと、時折硫い黄おうの粉を落としていく。

　もうロレンスの感覚では、荷馬車がどっちにあるのか全くわからない。人里など遥はるか彼方かなただろうから、ホロに見捨てられたら間ま違ちがいなく野垂れ死ぬ。そう思ったが、ホロに捨てられたらなんにせよ生きてられないかと思い、一人苦く笑しようした。

「ぬしよ」

　と、突とつ然ぜん足を止めたホロに声をかけられて、ぎくりとする。

「む、どうしたかや？」

　怪け訝げんそうな顔をされるが、汗あせが目に入ったふりをして誤ご魔ま化かした。

「いや……そっちこそどうした」

「ふむ。巣が近い。すごい羽音がしんす。大物じゃ」

　にんまりと牙きばを見せて笑う様は、ついさっきまでぶるぶる腕うでの中で震ふるえていたとはとても思えないほど艶あでやかだ。

　湯屋での穏おだやかな、繰くり返かえしの生活も確かに素す晴ばらしい。

　けれど、旅はいつも驚おどろきの連続で、人の意外な面を明らかにする。

　ホロのような感情豊かな相手ならば、その楽しさもひとしおだ。

「で、どうするんじゃ？」

　ころころと表情を変えるホロが、早さつ速そく真しん剣けんな顔をして言った。

　そして、その表情が見た目ほど真しん剣けんでないこともまた、よくわかる。

「どうするって、お前が狼オオカミの姿で採りに行ってくれるのが一番いいんだがな。分厚い毛皮があるんだ。刺さされるにしても、ちょっとだろ」

　そうする気はまったくないのだろうが、と責めるような目を向けると、ホロは自分のことを可愛かわいいとわかっている娘むすめ特有の、こびた笑え顔がおを見せた。

「ぬしは、わっちの狼オオカミの力に頼たよるのを嫌いやがるじゃろ？」

「……」

　それはそうだが、そういうのはもっと矜きよう持じに関わるようなことであって、森の中での蜂はちの巣す採りには……と言いたかったが、口論しても無む駄だだ。

　そもそも、初日から旅程が遅おくれて野宿した上、火はきちんと熾おこせず、挙句に道に迷った。

　ここで挽ばん回かいできなければ、後でどんなわがままを言われるかわからない。

「姫ひめのために死地に赴おもむくのが騎き士しの役目だからな」

　ロレンスは背負っていた荷物を下ろし、しゃがみこんで準備を始める。すると、ホロがけらけら笑って「頼たよりない騎き士しじゃのう」と言いながら、背中に覆おおいかぶさってロレンスの首に腕うでを回してくる。

　機き嫌げんが良くてなによりだ。

　ロレンスは顔に首に手首に足首に布を巻き、目だけを出した状態で、火を熾おこす。

　今度はすぐに火がついた。

「煙けむりで蜂はちを追おい払はらうのじゃったか」

　棒の先せん端たんに枝を鳥の巣のように形作って括くくりつけ、足元をほじくり返し、若じやつ干かん湿しめった落ち葉を火種と共に載せる。

　たちまち白い煙けむりがもやもやと立たち昇のぼる。

「この程度だとほとんど気休めなんだがな」

「そうなのかや？」

「息もできないくらいぼんぼん焚たけば効果もあるが……まあ、蜂はちの巣すの下も落ち葉だらけだから燃え移るだろうし……どうした？」

　ロレンスの説明に、ホロがあらぬところを見ていた。もしかして、これから蜂はちに刺さされまくる夫のことを気の毒に思ったのか、と思っていたら、ホロはひょいと指差した。

「それ、使ってみたらどうじゃ？」

「それ？」

　ホロの指差す先にあったもの。それは、ひと摑つかみ火にくべれば、地じ獄ごくが顕けん現げんする悪あく魔まの粉だった。

「いや、それは……」

　ロレンスは口ごもりつつ、もしかして、とも思う。

「試ためしてみるか。言われてみたら、ニョッヒラの村の中であんまり虫の類を見ないよな」

　村中に満ち満ちる硫い黄おうの匂におい。立たち枯がれしてしまう木も結構多く、地じ獄ごくに関する説話に燃える硫い黄おうの描びよう写しやが多いのもうなずける。

「あと」

「んむ？」

　きょとんとするホロに、ロレンスは得意げに言った。

「これでうまくいったら、この粉の新しい販はん路ろになるだろう？」
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　狼オオカミ除よけに使われたら効果がありそうだと言ったホロが、嫌いやそうに笑う。

「ぬしは教会の言う地じ獄ごくに落ちても、儲もうけられそうじゃな」

　商人冥みよう利りに尽つきる褒ほめ言葉だった。







　結果として、蜂はちの巣すは採れた。結構な大物で、きちんと蜂はち蜜みつを集めたらそれなりの量になるだろう。

　代だい償しようは、ロレンスが咳せき込こむたびに肺の奥おくに苦いものを感じるのと、顔を三か所、首を二か所、手と足でそれぞれ五か所ほど刺さされたこと。それから、自分でもわかるくらいの、自分の体から立たち昇のぼる焦こげた硫い黄おう臭くささ。

　では、報ほう酬しゆうは？

　文字通り目を輝かがやかせた、ホロの笑え顔がおだ。

「ふんー！　甘あまい！」

　蜂はちの巣すは立派なもので、煙けむりで燻いぶしたくらいでは中の蜂はちまでは殺しきれない。しばらく袋ふくろに詰つめて後処理が必要なのだが、ホロは味見と称しようして蜂はちの巣すの一部を壊こわし、中に匙さじを突つっ込こんでいた。

　たちまち滴したたるばかりの蜂はち蜜みつがまとわりつく。よく見かける蜂はち蜜みつよりも、濃のう厚こうな色合いをしたそれは、飴あめ細工にすら見える。

　ホロは尻しつ尾ぽをぱたぱた振ふりながら匙さじを口に運び、歓かん喜きの叫さけび声ごえを上げたというわけだ。

「俺おれもひと舐なめさせてくれ」

　と言うと、御ぎよ者しや台に座すわっているホロは、借金取りを前にしたかのような目つきをする。

　しかし、身を挺ていして採りに行ってくれたのはロレンスであるからして……とでも言わんばかりに苦しげに目を閉じた後、匙さじをロレンスに向けていた。

　ロレンスは苦笑いしつつ、小指で少しすくって舐なめる。見た目に違たがわず、濃のう厚こうな甘あまさだった。

　それに、甘あまいだけではなく、ほのかに香こうばしいような、朽くちかけた木のような、森の奥おくで嗅かぐような匂においがする。もちろんそれらは良い方向に作用して、味に深みを持たせていた。

「これはすごいな。なんの蜜みつなんだ？」

「ぬしも見ておるじゃろう」

　ホロは言って、愛おしそうにちろりちろりと匙さじの蜂はち蜜みつを舐なめている。

「この森の、大きな木じゃ。つまりは、木の蜜みつじゃな」

「木の蜜みつ……樹液か。へえ」

　そういえば蜂はちを追いかけている最中、時折木に止まっていた。

　蜂はちは花だけから蜜みつを集めるのではないと、ロレンスも初めて知った。

「密みつ猟りよう者は、ここの蜜みつの秘密を知ってたのかな」

　最初に蜂はちに糸を括くくりつけた誰だれか。

「どうじゃろうな。蜂はちはしょっちゅうとんでもない距きよ離りを飛んでおるからのう。遠くの山に迷まよい込こんだ際につけられたのかもしれぬ」

　なんにせよ、糸を括くくりつけた誰だれかは、あの蜂はちの巣すを見つけられなかったわけなので、その可能性は高い。

「まあしかし、とんだ拾い物だった」

　蜂はちの巣すを採る際に使った道具類を片付け終わり、ロレンスは荷台の上の大きな麻あさ袋ぶくろを見やる。

「一時はどうなることかと思ったが」

　これで自分の不ふ手て際ぎわも清算できたはずだし、釣つりが来てもおかしくない。

　木の匙さじをまだ意い地じ汚きたなく舐なめているホロは、ロレンスの視線に気がついて、ふんと鼻を鳴らした。

「甘あまい物でわっちの機き嫌げんを取ったつもりかや」

　赤味がかったホロの琥こ珀はく色の瞳ひとみがじっと見つめてくるが、ロレンスは気にせずに御ぎよ者しや台に上がり、ホロの隣となりに座すわる。ホロはわざとらしく鼻をつまみ、少し体を離はなす。

「もちろんだとも。あれを町に持もち込こめば、手て桶おけ一杯ぱいくらい蜜みつが採れるだろうからな」

「ほおおお」

　期待に目を輝かがやかせるホロに、ロレンスは苦く笑しようすらしない。

　手た綱づなをびしりとやって、馬を進めた。

「まったく、禍か福ふくはあざなえる縄なわのごとしってやつだ」

　幸も不幸も縄なわのようなもので、すぐに入いれ替かわると過去の偉えらい人は言った。そのとおりだ。

「できれば福だけで編んだ手た綱づなを握にぎりたいものじゃがな」

　ホロの憎にくまれ口ぐちに、ロレンスはこう答える。

「甘あまい物を食った後には、塩しお辛からい物が食べたくなるだろう？　そういうことだ」

「確かにそのとおりかもしれぬ」

　そして、ホロはロレンスが手た綱づなを握にぎる手に、そっと自分の手を重ねて、身を寄せてきた。

「道に迷ったのは、しょっぱい誰だれかさんが船賃をケチったからじゃからのう。せいぜい、次の町ではあまーい振ふる舞まいがされるんじゃと思いんす」

「はあ？　いや、それは──」

「それは？」

　ホロのにっこりとした笑え顔がおに、ロレンスは口をつぐむ。

　ホロに小首を傾かしげられ、ロレンスは詰つめていた息を吐はいた。

「蜂はち蜜みつの代金分。それが上限だからな」

　ロレンスがちらりとホロを見ると、ホロは満足げに笑っていた。

「くふ。楽しい旅じゃのう？」

　ホロはぎゅっとロレンスの腕うでにしがみついてくる。

　こういう時だけ、臭くさいだのなんだの言わないのは、さすがと言うべきか。

　それでも、ホロのわざとらしい振ふる舞まいは、すべてがわざとなわけではない。

　愛する妻の笑え顔がおくらい、その真しん偽ぎは見分けられる。

「ああ、楽しいな。楽しいよ」

　ロレンスは、言った。

「お前と一いつ緒しよだもの。楽しいに決まってる」

　ホロは目を見開き、耳と尻しつ尾ぽをばたばたさせていた。

　ここは人里離はなれた深い森の中。

　一ひと際きわ甘あまい香かおりが漂ただよっているとすれば、きっと荷台の蜂はちの巣すのせいだと、ロレンスは誰だれにともなく言い訳したのだった。
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　川沿いの道を、のんびりと荷馬車でくだっていく。

　森は薄うすくなり、道の起き伏ふくも減ってきた。この世の果てとも言われる温泉郷ニョッヒラを出て、数すう日じつ経たってようやく下界が見えてきたという感じだ。それでも時には川まで迫せまってきた山に飲のみ込こまれ、奥おく深ぶかい森の中を行くこともある。

　季節は秋で、足元はくるぶしまで埋うまるような落ち葉の川。さくさくという葉を踏ふむ音は心ここ地ちよく、腐ふ葉よう土どの香かおりも爽さわやかだ。問題があるとすれば、落ち葉が正しい道を覆おおい隠かくし、時にはありもしない道のような流れを作ることだった。

　慣れた森ならばともかく、何度もそういう偽にせの道に迷まよい込こみそうになる。実際に一度は迷まよい込こみ、森の奥おく深ふかくにまで進んでしまっていた。気がついた時には地図のどこにも載のっていない場所にいたのだから、冷静になって思い返すとぞっとする。

　御ぎよ者しや台で手た綱づなを握にぎるロレンスは、元行商人とはいえ山を自由に歩く樵きこりではない。

　一人で迷えばたちまち行いき倒だおれ、森の動物の餌えさか、茸きのこの苗なえ床どこというところだろう。

「たわけ、そっちではありんせん」

　しかし、ロレンスの隣となりには心強い相棒が座すわっていて、その時も正しい道を教えてくれた。

　秋の森によく似合う亜あ麻ま色の髪かみの毛けと、同じ色をした毛皮を膝ひざの上で梳すいている少女だったが、見た目どおりの女の子ではない。頭の上には獣けものの耳が生え、手元の毛皮は自前の尻しつ尾ぽなのだから。

　ロレンスの隣となりに座すわるホロは、御おん年とし数百歳さいにはなろうかという麦に宿る狼オオカミの化け身しんにして、ロレンスの最愛の人生の伴はん侶りよだった。

「昔は自分一人で旅をしていたかと思うと、ぞっとするな」

　手た綱づなを引いて馬を回頭させ、正しい道に進ませながらのロレンスの言葉に、隣となりでホロが呆あきれたようにため息をつく。

「ぬしは運だけはよいからのう」

　丹たん念ねんに手入れをされたふわふわのホロの尻しつ尾ぽは、秋の日差しの下では輪りん郭かくが金色に輝かがやいていた。艶つや出だしに薔ば薇らの香こう油ゆを使っていることもあって、貴族の邸てい宅たくに飾かざったって遜そん色しよくないだろう。

「そりゃそうだ。俺おれは旅の途と中ちゆう、お前と出会えたくらいなんだから」

　ロレンスは不意を衝ついて、気き障ざな言葉を口にする。ホロがたちまち目を丸くし、すぐに鼻で笑って尻しつ尾ぽの手入れに戻もどるのだが、まんざらでもなさそうに耳をぱたぱたさせていた。

　老ろう獪かいにして韜とう晦かい、世の裏も表も知しり尽つくしているようなところを見せることもあれば、こんなあからさまなことにも喜んでくれる。

　ずっと側にいて飽あきないのは、こういうところだろうな、とロレンスは思う。

「しかし、船でくだるほうが正解だったなあ」

　曲がりくねる道からは、時折川の流れが見える。温泉郷ニョッヒラから続くもので、船の往来も頻ひん繁ぱんだ。金さえ惜おしまなければ荷馬車も載のせられて、悠ゆう々ゆうと空を眺ながめながらうたたねしている間に、ほんの二日ほどで海に出られただろう。

　そうしなかったのは単純に倹けん約やくのため。

　もうひとつは、急ぐのが勿もつ体たいない気がしたからだ。

　ホロとの久しぶりの二人旅、ゆっくりのんびりと味わえたら、などと思っていたのだが。

「しかし……腰こしが痛い……」

　ロレンスは手た綱づなを握にぎったままその場で立ち上がり、腰こしを伸のばす。

　長らく荷馬車に座すわっていなかったせいもあろうが、歳としも原因のひとつだろう。

「馬を駆かるのに力みすぎなんじゃ。もっと馬を信しん頼らいすればよい」

　腰こしを伸のばし、首を回し、御ぎよ者しや台に座すわり直したロレンスにホロが言う。

「そんなに力が入ってるか？」

「んむ。まるで初めてわっちを隣となりに座すわらせた時のようじゃ」

　ホロが意地悪な笑えみを浮うかべながら、流し目を向けてくる。

　十数年前、ホロと旅を始める前は女っ気など全くなかったせいで、ホロのからかいにはずいぶん動どう揺ようしたものだ。

「それは今も変わらないかもな。無む駄だ遣づかいをされないよう、力いっぱい、財さい布ふの紐ひもを握にぎりしめるんだから」

　笑いながら答えると、ホロに足を踏ふまれた。

「たわけ」

　ロレンスはホロから肩かたに頭ず突つきをされ、なお笑ってしまう。

「まったくぬしというやつは……」

　ホロがぶつぶつと言いながら尻しつ尾ぽの手入れに戻もどろうとしたら、ふと耳をぴんと立てていた。

「どうした？」

　と、ロレンスがホロを振ふり向むく頃ころには、身軽な様子で御ぎよ者しや台からホロが飛び降りている。

　さくさくと落ち葉を踏ふみしめる音を目で追いかけると、地面から盛り上がった巨きよ木ぼくの根っこの後ろに回り込んでしまう。さて乙おと女めが花でも摘つみに行ったのかと思うところだが、ホロはすぐに戻もどって来きた。

　両手いっぱいに、顔も隠かくれそうなほどの大きな傘かさを広げた茸きのこを持って。

「この森は風通しがよい。茸きのこを採り放題じゃ」

　道中ずっとこんな感じなので、荷馬車の荷台は食べ物で溢あふれている。荷台に身を乗り出し、尻しつ尾ぽを振ふりながら茸きのこを袋ふくろにしまっているホロの様子に、笑わないでいるなんて無理だ。

　天気も良く、気候はすごしやすい。

　こんなに良い旅をしているのは自分たちくらいだろうなと、本気で思ってしまう。

「楽しいな」

　思わず口にしてしまった。

　冬とう眠みん前の栗り鼠すのように食べ物をしまっていたホロが、聞きとがめたように耳と尻しつ尾ぽをぴんと張る。そして、ゆっくり振ふり向むくと、毛並みから力が抜ぬけて柔やわらかくなった。

「んむ」

　ホロは御ぎよ者しや台に座すわり直し、嬉うれしそうに笑う。

　ニョッヒラから旅に出た当初は、うまく火を熾おこせなかったり、道に迷まよい込こんだりと先が思いやられたが、楽しい旅を続けられそうだ。

　ロレンスが穏おだやかな時間をたっぷり胸に吸すい込こんでいると、ホロが尻しつ尾ぽをひざかけの下に入れてくれる。丹たん念ねんに手入れのされた毛皮ほど暖かいものはない。

　こんな時間が永遠に続きますように、と商人らしく安直な願いをしたせいかもしれない。

　ホロがおもむろに、こう言った。

「それでのう、ぬしよ」

「うん？」

「この楽しさを忘れないように、わっちゃあ文字で書き留めておきたいんじゃがのう？」

　笑え顔がおのホロが、ロレンスの肩かたにしなだれかかってくる。

「使いきってしまったインクじゃが……いつ買ってもらえるのかや？」

　ホロが無む邪じや気きな笑え顔がおをする時、大たい抵ていは下心たっぷりだ。

　しかも、今は袖そでの下ならぬ、ひざかけの下の尻しつ尾ぽまで受け取ってしまった。

　楽しいだけの旅がないように、出費のない旅もまた、ないのだった。







　ホロのおねだりの原因は、旅に出てからずっと上じよう機き嫌げんだったホロが、暇ひまに飽あかせてペンを握にぎり続けていたことだ。

　ホロは何百年と生き続け、ロレンスはそうではない。生きる時間の長さの違ちがうホロのために、ロレンスは日々の出来事を記しておけばいいと提案した。最初から最後まで読むと、最初に読んだことを忘れるくらいにたくさん書いておけば、この楽しい日々のことをずっと楽しむことができる、と。

　それが本当に良いことかどうかはわからなかったが、少なくともホロは喜んでくれた。夢中にさえなったと言っていい。ならば安くない紙や、ペンや、貴重なインクやらで出費がかさんでも惜おしくない。どうせあの世に金貨は持って行けないのだから。

　そう納なつ得とくしつつ、やはりロレンスの根底は商人だった。

　旅に出てほんの数日、気の向くままにあれこれ記していたホロが、あっという間に筆記のための道具を使い果たしてしまったことに、苦い顔をせずにはいられなかった。

「木の皮でも剝はがして、釘くぎで書いておいたらどうだ」

　ホロの真の姿は巨きよ大だいな狼オオカミなので、爪つめの一振ふりでいくらでも木の皮が手に入る。

「たわけ、木の皮では長持ちせんじゃろうが」

「それはそうだが……海に出て、港町のアティフまで行かないと筆記用具なんて手に入れようがない」

「その辺に羊や牛がうろうろしておらぬかや」

　巨きよ大だいな爪つめで屠ほふり、皮を剝はがして羊皮紙や牛皮紙にするつもりかもしれない。

「ついでに肉もとれて一石二鳥じゃ。インクがないのは……まあ、一いつ緒しよじゃが」

「羊皮紙の作り方なんて俺おれはわからないぞ」

「役に立たぬのう」

　無む駄だ遣づかいをしたのは一体誰だれなんだ、という言葉は飲のみ込こんでおく。ホロが尻しつ尾ぽをふわふわにさせながら文字を書いていたのは、それだけ楽しいことがあったから。

　荷馬車の荷台には、大きな麻あさの袋ふくろに包まれた荷物がいくつかある。ホロがせっせと集めた秋の森の収しゆう穫かくのほかに、耳を澄すますとすごい羽音のする袋ふくろがある。ふと気がつけば、隙すき間まから逃にげ出だしたのが辺りを飛んでいることもある。

　袋ふくろの中にあるのは、ロレンスが何か所も刺さされながら手に入れた、巨きよ大だいな蜂はちの巣すだった。

「まったく……それなら、少し遠回りになるが、寄り道してみるか」

「ほう？」

　地図を広げながらのロレンスの提案に、ホロが興味を示す。

「ちょうど分かれ道だ。確かこの近くに旅籠はたごが……ああ、やっぱりあるな。ニョッヒラに向かう客が道中立ち寄るところだから、紙やインクの備び蓄ちくがあるかもしれない」

　温泉郷ニョッヒラの上客は、貴族や王族のほかに、大聖堂の大司教や、広大な領地を所有する大修道院の院長などがいる。彼かれらは文字を書くのが仕事だから、彼かれらのために文字を書く道具が揃そろっていてもおかしくない。

「ではそっちに行くべきでありんす。ついでに温かい鍋なべでもあれば万ばん々ばん歳ざいじゃ」

　道中食い物を集めていたのは、紙とインクを使いきってしまったことをホロなりに気にしているのかもしれない、と思っていたが、鍋なべの具をなににしようかと今から舌なめずりしているところを見ると、単に食欲に従っただけとも思えてくる。

　なんであれ、楽しそうなのでよしとするしかない。

「じゃあ、行ってみるか」

「うむっ」

　満足げにうなずくホロを横目にやれやれとため息をつき、ロレンスは西に向かっていた馬を北に向けたのだった。







　旅籠はたごはさほど遠くない場所にあった。

　元々は木材を伐きり出す者たちが集つどう場所だったようで、その名残なごりか、苔こけむして朽くちるにまかされている丸太が幾いく本か積み重ねられ、その上に斧おのを模した旅籠はたごの看板が立てられていた。

　そして旅籠はたごそのものも、そんな丸太に負けず劣おとらずの様子で、蔦つただらけ、苔こけだらけだった。

「ふむ。良い宿ではないかや」

　すんすんと鼻を鳴らして、ホロはそんなことを言う。周りが深い森な上、旅籠はたごは古い建物らしくて、一見すると森の妖よう精せいが住む小屋のようにも見える。

　しかし、軒のき下を支える柱や梁はりは、昨日伐きり出してきたような材木で作られているし、柵さくで仕切られた庭には野菜が植えられ、日の当たる場所では山や羊ぎや豚ぶたがのんびり草を食はんでいる。

　丹たん念ねんに手入れをされている場所なのだとすぐにわかる。

　とはいえホロが褒ほめていたのはそういう趣おもむきではなく、煙えん突とつから立たち昇のぼるパンを焼く匂においのほうだろう。

「今日はここに泊とまるのかや？」

「ベッドが空いていればな」

　ロレンスがそう答えたのは、なにも納な屋やで眠ねむれば宿賃が浮うく、という理由からではない。

　厩うまやには立派な馬が三頭ほど繫つながれ、馬うま廻まわりらしい者たちがこの時間から酒を飲んでいる。

　身分のある者が滞たい在ざいしているのだろう。

「まあ、なんとか軒のきのあるところで眠ねむれるように聞いてみるよ」

「わっちが病の振りでもしたらどうじゃ？」

「暖だん炉ろの前を貸してくれるかもしれないが、肉と酒はおあずけになるだろうな」

「ううむ」

　真しん剣けんな顔で悩なやむホロに苦く笑しようし、ロレンスは荷馬車を適当な場所に止めると、ひとまず旅籠はたごの扉とびらを開けた。

「ごめんください」

　夕ゆう餉げの準備をしていたのか、たちまちパンのかぐわしい香かおりと、大蒜にんにくと脂あぶらの食欲をそそる匂においが溢あふれだしてくる。

　追いかけてきたホロが、後ろでぐうと腹を鳴らしていた。

「おや、こんなところに珍めずらしい。行商人の方ですかな」

　主人と思おぼしき者が、談だん笑しようしていたテーブルから立ち上がる。白しら髪が交じりの髭ひげを生やしていて、いかにも森の中で暮らしている人物という見た目だ。

「いえ、私は」

　と、自己紹しよう介かいをしようとしたところ、主人と同じテーブルで話していた一人が声を上げた。

「おや、これはロレンス殿どの！」

　見やれば、客として何度か湯屋に滞たい在ざいしたことのある修道院長だった。

「これはこれは院長様。神の御導きでしょうか」

「いやまったく奇き遇ぐうですな。おや、奥おく方がたも」

　ホロに気がついた院長の言葉に、こういう時の演技は上手なホロが、楚そ々そとした様子で目礼を返す。

「ご主人、こちらはニョッヒラの〝狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭てい〟の主人なのですよ」

「なんとなんと。まさかこのあたりに湯屋を建設するおつもりでしょうか？」

　旅籠はたごの主人の軽口に皆みなが笑い、ロレンスと握あく手しゆを交かわすと、テーブルを勧すすめられた。

　そこには椅い子すに座すわったままの、身なりの良い人物がいた。

「ああ、ロレンス殿どの。こちらは近きん隣りんの土地を治めるビーベリー様です。ビーベリー様、こちらはニョッヒラでも有数の湯屋を経営されるロレンス殿どのです」

「おお、あの湯屋か。聞きき及およんでいる。笑いの絶えない湯屋だとか」

　近きん隣りんの領主ということだが、側に近きん習じゆの一人も連れておらず、ロレンスにも気安く手を差し出してくる。ロレンスは改めて自己紹しよう介かいをして、握あく手しゆを交かわし、ホロを紹しよう介かいしてから、勧すすめられるままにテーブルに着いた。ビーベリーとやらは、あまり身分のことをうるさく言わない性格らしい。

「しかし、ロレンス殿どの。今いま頃ごろは冬に向けての準備で大わらわでは？　それとも、なにかの仕入れに赴おもむかれている途と中ちゆうですかな」

　当然聞かれることだったし、コルとミューリのことは隠かくす話でもない。骨休めも兼かねて、ミューリとコルに会いに行くのだと告げると、院長は大きくうなずいていた。

「なるほど。いやあ、我々もコル殿どのの活かつ躍やくは耳にしております。我々からすれば戦いくさの英えい雄ゆうの話でも聞くかのような感覚ですが、ロレンス殿どのからすれば確かに心配かもしれませんな」

　コルは不正にまみれた教会を正すのだといって、村を後にした。そこに一人ひとり娘むすめのミューリもくっついていき、二人はどうやら随ずい分ぶん大きなことを成なし遂とげているらしい。

「院長様は、これからニョッヒラのほうに？」

「ええ。まさしくコル殿どのの影えい響きようで、今年の春から夏にかけては目が回る思いでした。それでようやく一段落つき、一刻も早く骨休めをしたいと思いまして」

　今、世の教会や修道院の責任者は、コルたちの影えい響きようで財産の見直しを迫せまられている。溜ため込こみすぎた特権、資産の類を、やり玉に挙げられる前に処分しようと奔ほん走そうしているのだ。

「それはまた……うちのコルがとんだ御ご迷めい惑わくを」

「いや、いや、まさか迷めい惑わくだなどと。良い機会でしたよ。部屋の大掃そう除じは、なにか勢いがないとなかなか手がつけられませんからな」

　まさにその大掃そう除じの手伝いを、湯屋の客の聖職者から頼たのまれた身としては、愛あい想そ笑わらいもややひきつってしまう。

　そうこうしていると、ホロがふと、ロレンスの服の袖そでを小さく引いた。

　本題はまだか、ということだろう。

「そうでした、ひとつお聞きしたいのですが」

　と、ロレンスは言った。

「筆記用具に余りはございませんか？」

　すると院長のみならず、ロレンスに飲み物を持ってきた宿の主人もきょとんとした。

「筆記用具ですか」

「ええ。見聞を広めるためにと、道中の様子を記しているのですが、紙やインクが切れてしまいまして。在庫がありましたらお譲ゆずりいただけないかと」

　ロレンスの言葉に、院長と旅籠はたごの主人が顔を見合わせ、揃そろって困ったような笑えみを向けてきた。

「いや、先ほどまさにその話をしていたのですよ」

「え？」

　院長は、小さく咳せき払ばらいをした。

「コル殿どのの活かつ躍やくのおかげで、文字どおり世界中の宝物庫がひっくり返されている真っ最中です。それにほら、コル殿どのは聖典を誰だれにでも読めるように、と聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくも進めているでしょう。あの影えい響きようも大きくて、インクやら羽ペンやらがたちまち売りきれてしまったのです」

　文字を読み書きできる者の数は少なく、普ふ段だん、インクやペンを必要とする者たちの数は限られている。

「私も道中立ち寄る町で聞いて回っているのですが、なかなか見つからず、たまに残っていても凄すごい値段になっておりましてね。そうしたら、こちらの」

　と、領主のビーベリーを院長が指し示す。

「ビーベリー様が昨年買い溜ためておいたものがあるとのことで、いくらか分けてもらおうかという話をしていたのです」

　領主というと厳いかめしい髭ひげと面つら構がまえ、という印象があるが、ビーベリーは立派な髭ひげながら穏おだやかな目元のせいか、どこか眠ねむそうに見える。

　気安く握あく手しゆの手を差し出してきたりと、実際に穏おだやかな人ひと柄がらなのだろう。

「たまたま昨年、村に滞たい在ざいした吟ぎん遊ゆう詩し人じんから買い取ったのだ。なんでもニョッヒラで知り合った踊おどり子こと結けつ婚こんして、故郷の村に帰るのだとか。これから必要なのはペンではなく、鋤すきだと言っていたよ」

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんも踊おどり子こも、ずっと続けられる仕事ではない。ニョッヒラの湯に余興を提供してくれている彼かれらはその後どうしているのだろうかと思っていたら、ひとつの例がここにあった。

　とはいえ、その詩人から買い取ったインク類は院長が先に声をかけていたので、諦あきらめるしかない。アティフまでホロには我が慢まんしてもらうか、と思った矢先のことだ。

「しかしビーベリー様。ロレンス殿どのが紙やインクを求めてこの旅籠はたごに来たなど、まさしく神のお導きですな」
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「え？」

　ロレンスが聞き返すと、ビーベリーと院長、それに旅籠はたごの主人が揃そろって笑え顔がおを向けてくる。

　口を開いたのは、旅籠はたごの主人だった。

「ビーベリー様は人手を探しておいでだったのですよ。ここなら知ち恵えと教養に満ちた方々が立ち寄る可能性が高いですから」

「残念ながら私はそのどちらもなかったのですが、ロレンス殿どのなら適任だ」

　院長の言葉に、ビーベリーが椅い子すの上で居住まいをただし、ロレンスのことをまっすぐに見た。地位のある者に特有のたたずまいだ。

「このビーベリー、かつては異教徒の土地とみなされたここで、神への祈いのりを欠かしたことはない。それがまさかあの、デバウ商会を陰かげから支える凄すご腕うでの行商人と名高いロレンス殿どのと巡めぐり合あえるとは、まったくの僥ぎよう倖こう」

　話が全く見えずに困こん惑わくするが、ホロが隣となりで出された飲み物を吞のん気きに啜すすっているので、危ない雰ふん囲い気きではないということだ。

　ロレンスは咳せき払ばらいをすると、背筋を伸のばしてこう言った。

「私でなにか、領主様のお役にたてることが？」

　ビーベリーは、静かに答えた。

「我わが領地の窮きゆう状じようを救ってもらえまいか。ロレンス殿どのの、素す晴ばらしい商あきないの知識によって」

　髭ひげ面づらで、どこか眠ねむそうな顔つきの領主はそう言ってから、隣となりの院長を見やる。

「ロレンス殿どのには礼のひとつとして紙とインクを贈おくりたいのだが、よろしいかな」

「ええ、もちろん。神はきっとそれをお望みです」

　ビーベリーはうなずき、ロレンスに向き直る。

「ということなのだが、いかがかな？」

　近きん隣りん領主のたっての望み。それに、どうやら紙もインクも品不足で高こう騰とうしているらしいので、アティフに向かってもそこで手に入れられるとは限らない。

　どんな頼たのみごとをされるのかと商人の警けい戒かい心がぴりぴりとしているが、隣となりのホロからは無言の圧力も感じている。ここで否と言えば、この先しばらく、眠ねむる時はホロの尻しつ尾ぽなしを覚かく悟ごしなければなるまい。

「わかりました。精せい一いつ杯ぱい、お力になれるよう努めます」

「おお、ありがたい！」

　ビーベリーは立ち上がり、ロレンスの手を両手で握にぎってくる。

　院長がその様子に祈いのりを捧ささげ、旅籠はたごの主人は乾かん杯ぱい用の酒を器うつわに注つぎたす。

　ロレンスは商人らしくそつのない笑え顔がおを浮うかべてはいたが、やはり気になってしまう。

　領主が旅籠はたごに足しげく通い、人を探すなど一体なにごとなのか。

　不安がある一方で、好こう奇き心もあった。

　商あきないの知識を欲ほつしているというのだから、昔取った杵きね柄づかだ。

「では早さつ速そく、我わが領地に来てもらいたい。今晩は我わが領地の御ご馳ち走そうをふんだんに──」

　とまで言って、人の好よさそうなビーベリーは、旅籠はたごの主人を見た。

「これは主人の商売の邪じや魔まになるだろうか？」

　ビーベリーは真面目な様子だったが、旅籠はたごの主人も院長も笑いだし、首を横に振ふる。

　どうやらビーベリーは人に愛される類の領主らしい。隣となりでは人に対する評価の厳しいホロも楽しげにしている。

「では、日が暮れる前に参ろう。我わが屋や敷しきまでは、ここからすぐだ」

　ビーベリーの言葉に、ロレンスは恭うやうやしく頭を下げたのだった。







　ビーベリーの領地は、実際に旅籠はたごの近くにあった。道中聞いた話では、あの旅籠はたごがそもそも、ビーベリーの家が所有していた材木の伐きり出し場だったらしい。

　木々がまばらになり、森と森の隙すき間まにひっそりと広がる草原に出たかと思うと、のどかな村が現れた。

　馬うま廻まわりを一人だけ連れたビーベリーに、すれ違ちがう村人は気安く挨あい拶さつを向ける。

　村には牛も馬も見かけず、駄だ獣じゆうは騾ら馬ばが数頭いるだけの質素な感じではあったが、よく治められている平和な村だった。

「ロレンス殿どのに任せたいのは、この村を悩なやませている大問題についてでな」

　しかし、麦の刈かり入いれが終わった畑の間の道を進む間、ビーベリーはそんなことを言った。

「なにか商あきないの知識が必要なことだとか？」

「いかにも」

　ビーベリーは、農作業から帰る途と中ちゆうの村人とすれ違ちがうと、またにこやかに応対してから、続けた。

「まったくもって、余を含ふくめ、商あきないには疎うとくていかん……」

「ですが、村は全く平和な感じです。問題があるようには見えませんが」

　悪い商人に目をつけられ借金漬づけになったり、苛か烈れつな圧政を敷しく領主の下で重税にあえぐ村というのは、一歩踏ふみ入いるだけでわかるものだ。

「幸い、村人たちの生活が行いき詰づまるといったことはないのだが……それゆえの心の緩ゆるみとでもいうのか」

　ビーベリーはため息をついた。

「こんな辺境の村にも、世の流れというか、波のようなものが届き、それに翻ほん弄ろうされる人々がいるのだよ。かくいう余も、自分自身の考えに確信が持てなくなりかけていた」

「一体なにごとなのでしょう？」

　ロレンスの問いに、ビーベリーは身内の恥はじを明かすように、悲しげな目で言った。

「我わが領地、我わが民たみたちの生活を支える、森の処しよ遇ぐうだ」

「森の？」

　それまでは旅籠はたごで飲んだ葡ぶ萄どう酒しゆにほろ酔よいだったホロが、目に光を宿す。

「うむ。あの院長殿どのも言っていたように、世は慌あわただしく動き、その影えい響きようを被こうむっているのだ。つまり」

　道の先に、森を背後に控ひかえた領主の館が見えてきた。

「我らは我らの森から、いかにして最大の利益を得るべきか、と揉もめているのだ」

　純じゆん朴ぼくそうな領主は、そう言って困り果てたような顔を見せたのだった。







　ビーベリーにもてなされた晩ばん餐さんでは、野の兎うさぎ、鶉うずら、鴫しぎ、雁がんの肉が食しよく卓たくに並んだ。

　牛や豚ぶたのように大きな肉の塊かたまりを保存しておく類の肉ではなく、その都度狩かりに赴おもむかねばならない山やまの幸さちで、これらを町中で食べようと思えば金貨が飛んでいくだろう。

　ホロはもちろん大喜びだったが、ロレンスとしては重圧がさらにのしかかる。

　晩ばん餐さんの席でビーベリーから聞いた話は、一ひと筋すじ縄なわではいかなさそうなものだったからだ。

「ふう……久しぶりの美味な肉じゃった……」

　ベッドに身を横たえ、お腹なかの上に手を乗せたホロが、満足げに尻しつ尾ぽを揺ゆらしていた。

「あの肉を見れば明らかじゃ。屋や敷しきの裏手に広がる森の質は、とびきりのものでありんす。あんな森に手を入れ、木を伐きり出そうと考えておるとは、愚ぐの骨頂じゃな。森から木を伐きり出すことまかりならぬ、というあの髭ひげはその点、なかなか見どころがありんす」

　けふ、と小さなげっぷをしているホロを見やり、ベッドの隅すみに腰こしかけたままのロレンスは、蠟ろう燭そくの明かりを見つめてため息をつく。

「それはそうなんだろうが……」

「なんじゃ、ぬしはたわけどもの肩かたを持つのかや？」

　話が森の行く末に関わることだからか、ホロの言葉にはやや険がある。

　たとえ自分の縄なわ張ばりでなくとも、豊かな森が荒あらされるのは我が慢まんならないらしい。

「木を伐きり出して売りたい、という村人たちの気持ちもわかるんだよ」

「……ふん？」

　目を閉じていたホロが、片目を開けてロレンスを見やる。

「異教徒との戦いくさが終わり、貿易が活発になって、色々な物資が高こう騰とうしている。ニョッヒラで小こ銭ぜにが払ふつ底ていして困り果てたのも、それが原因だ」

　ロレンスたちが旅に出ると聞いた湯屋の主人たちが、小こ銭ぜにへと両りよう替がえしてきて欲しい、と挙こぞってロレンスの下を訪おとずれたのは記き憶おくに新しい。

「中でも、木材は船や荷馬車、木箱や樽たるに使うから高こう騰とうしている。この機を逃のがさず森から木を伐きり出し、金に代えようというのは、間ま違ちがった選せん択たくじゃない」

　すると、ホロはごろりと横向きになり、頰ほお杖づえをつくと、不ふ機き嫌げんそうに尻しつ尾ぽでベッドを叩たたく。

「たわけ。そんなことをしてはせっかくの森が荒あれてしまいんす。さっき食べた肉の美う味まさを忘れたのかや？」

「その言い分もわかる。この村がのんびりとした雰ふん囲い気きを保っていられるのは、豊かな森のおかげだろう」

「ふふん。わかっておるではないか」

　まるで自分が褒ほめられたかのように得意げなホロだが、ちょっと酔よっているのかもしれない。

「ビーベリーも話のわかる人の好よい領主のようだからな。茸きのこや蜂はち蜜みつ、それに野生の燕えん麦ばくや大麦を森から収しゆう穫かくすることを、気前よく村人たちに許していると言っていた。だからたとえ畑が大不作でも、食べるには困らないんだろう」

「うむ。それでよいではないか……」

　そう言うホロの目は、すでに半分閉じている。よく食べて飲んだということもあろうが、久しぶりの旅の暮らしで疲つかれているのだろう。

「しかし、かといって銀貨なしで暮らしていけるわけでもない。村では自給自足できない商品を買うために、現金を稼かせがないとならない」

「うむ……じゃが、それで木を伐きって売るというのは……愚ぐ策さく……」

　がく、とホロの頭が頰ほお杖づえから落ちる。

　そのままもそもそと体を丸めているので、ロレンスはため息をつきながら立ち上がり、ホロが着たままのローブを脱ぬがしにかかる。

「う～、このままでも構わぬ……」

「構わなくない。布が傷むんだよ」

「たわけ……」

　言いながら、ホロの動きがどんどん緩かん慢まんになっていく。これで賢けん狼ろうだと言い張って、一時は神と崇あがめられていたのだから呆あきれる。

　ロレンスはホロからローブをはぎ取って、首から提さげている麦袋ぶくろも外し、枕まくら元もとに置く。

　その頃ころには、ホロは小さな寝ね息いきを立てて夢の中だ。

「まったく」

　ロレンスはため息をついて、ローブを畳たたみ、木窓に歩み寄る。

　秋の夜の空気は少し肌はだ寒ざむく、月明かりに照らされていても森の闇やみは深い。

「木は伐きっても生えてくる……ならば高い値がつくうちに売っておこう、か」

　村人たちの少なくない者がそう思っている。

　しかし、代々領地を管理してきたビーベリーからすれば、そんな短たん絡らく的なことで森を荒あらせば、今までのように森の恵めぐみを得られなくなるかもしれない、と恐おそれている。

　そこには森に対する信しん仰こうめいたものがあるにしても、決して根こん拠きよのないことではない。

　茸きのこでさえ、欲をかいて根こそぎにすると数年に渡わたって生えなくなる。木を伐きり倒たおせば空気の流れが変わり、水の流れが変わり、植生が変われば、鳥や蜂はちの棲すみ家かも変わるだろう。

　そして、再び樹木が生えそろうには一世代以上かかる。

　果たして短たん絡らく的な手段に出てもいいのだろうか、と慎しん重ちようになる理由はある。

　だが、そうこうしている間に木材の値が下がったところで、凶作や火事など、なにか現金が必要になる災害に見み舞まわれたとしたら。

　あの時に木材を売っていれば、という諍いさかいになるのは目に見えている。

　領主であるビーベリーとしては、村人たちの不満を減らし、領地のために幾いくばくかの現金を準備しつつ、今後のために豊かな森は維い持じしておきたいという気持ちがある。

　では、どうすべきか、という話だ。

　じっと夜の森を遠目に眺ながめていたロレンスだが、ため息をついて、木窓を閉じる。

　少し考えた程度で答えの出る問題ではない。村の人々から話を聞いて、場合によっては村長や村の主立った者たちを直接相手にしなければならないだろう。

　これはどちらかというと商人の領分ではなく、人々の意向を汲くんで、皆みなが納なつ得とくする落としどころを探さぐる政治の領分だ。こういう時に頼たよりになるのは、まさしく賢けん狼ろうと呼ばれたホロだろう。

　ロレンスはそう思いつつ、「さて」と腕うでを組んでため息をつく。

　そのホロが、背中を丸めて毛布にしがみつき、小さないびきをかいている。

「これで賢けん狼ろう様だと言うんだからな」

　毛布の下にあるホロの吞のん気きな寝ね顔がおに、ロレンスは口の端で笑う。

　その頰ほおに口づけをしてから蠟ろう燭そくを吹ふき消けし、自分も毛布の下に入る。

　とりあえず、すべては明日になってから。

　眠ねむりはあっという間に、訪おとずれたのだった。







　昨晩に振ふる舞まわれた肉のお礼、などという殊しゆ勝しようなことではないだろう。むしろ豊かな森が荒あらされることへの義ぎ憤ふんに駆かられ、ホロは張りきっていた。

「おい、ホロ……待ってくれ！」

　実際に森に入ってその様子を確かめるべく、珍めずらしく早起きしたホロと一いつ緒しよに赴おもむいたのだが、ホロの歩く速さにロレンスが音を上げてしまう。

「なんじゃぬしよ、昨晩は酒の飲みすぎかや？」

　山歩きは体力というより、歩き方を心得ているかどうかが重要らしい。

　その点、ホロの足取りは文字どおり狼オオカミのそれで、飛ぶように歩いていく。湯屋の主人に収まっていたロレンスが追いかけるには、荷が重い。

「お前こそ……げほっ、げほっ……そんなにむきになって」

　咳せき込こみ、皮かわ袋ぶくろから冷たい水をロレンスが飲んでいると、ホロが赤く光った目を向けてくる。

「むきになどなっておらぬ。こんな森を荒あらすなど、まったくたわけばかりじゃと思っておるだけじゃ！」

　それがむきになっている、ということなのだが指し摘てきするだけ無む駄だだろう。

　ロレンスはため息をつき、小こ脇わきに抱かかえていた木の板を手に取った。蠟ろうが引いてあって、尖とがった木のペンで文字を書くものだ。

　そこには、村人から聞き集めた森に関する意見が細々と記してあった。

「とりあえず、ビーベリー家の森は見み渡わたす限りだそうだ。この辺りは、えーっと……野生の麦類を収しゆう穫かくする場所になってるな」

　大麦や燕えん麦ばくは森の中でも採れる。きちんと育てたものよりかは質が劣おとるので、麦むぎ酒しゆを作る際の足しにしたり、駄だ獣じゆうの飼料にするのだ。

「んむ。適度に開けておって日当たりも良く、少し丘おかになっておるから水はけも良い。わっちならば鹿しかや豚ぶたを追おい払はらい、千年は豊作を約束できるじゃろう」

　ホロは麦に宿る狼オオカミの化け身しんなので、きっと本当のことなのだろう。

「この辺りならば木を伐きっても影えい響きようは少ないのでは、という意見があるな」

　むしろ土地が広くなるのでより麦類が生おい茂しげるのでは、とロレンスも思う。

「ふん、たわけじゃな」

　しかし、ホロは尻しつ尾ぽでそんな意見を弾はじき飛とばすかのように、身を翻ひるがえらせて森の中の広場を見み渡わたしながら言った。

「これ以上周りの木を伐きってみるがよい。天気の悪い日にたちまち風が吹ふき込こんで、せっかく実った麦の穂ほをすべてなぎ倒たおしてしまうじゃろう。そうすれば背の低い、無む駄だに太いのだけがはびこって、実などろくにつけぬことになりんす。数年後には、茨いばらのような煮にても焼いても食えぬ草だらけになるじゃろう」

　ホロは何百年とある村の麦畑にいて、その前はヨイツと呼ばれるニョッヒラよりも山深い地方にいた。ロレンスなど想像もできないほどの時間、森の変へん遷せんを見てきたに違ちがいない。

　刈かり取とりの終わった少し寂さびしい感じのする場所に立ち、目を細めて辺りを見回しているホロの横顔は、少し悲ひ壮そうな感じすらあった。

「なるほどな。昔、行商で訪おとずれた村でも、突とつ然ぜん森の恵めぐみから見放されたと村人たちが嘆いていたことがあった。そういうことか」

「うむ。当たり前にあるから、なにをしてもそれが続くと思うのは、まあ、わっちもわからぬことではありんせん。じゃが、森はぬしらが扱あつかう天てん秤びんよりも繊せん細さいなんじゃ」

　ホロは身をかがめ、その場に残されていた麦わらを手に取って、子どものようにあてどもなく振ふり回まわす。

「で、次はどこじゃ？」

「ここから東に向かった場所だな……ん？」

　ロレンスは村人から聞き集めた覚書を読みながら、声を上げる。

「どうしたのかや」

「ああ」

　ロレンスは、木の板をホロに向けた。

「蜂はちに注意だとさ」

　蜂はちの巣す採りで刺さされた痕あとからは、まだ赤みがとれていない。

　豚ぶたの脂あぶらを練った軟なん膏こうを塗ぬっているのだが、手の届かないところに塗ぬるのを手伝ってくれるホロも、もちろんロレンスの苦労を知っている。

　だが、そこは食い意地の張った狼オオカミだ。

「物のついで、という言葉もあるじゃろう？」

「ない！　蜂はちの巣すは採らないからな！」

　断言しておかないと、なし崩くずしに蜂はちの巣す探しになるかもしれない。

　ホロはけらけら笑い、手にしていた麦わらを軽く食はんでから、東を指し示す。

「ま、そっちに向かいんす」

　なんだか浮うき浮うきした様子のホロにロレンスはげんなりしつつ、その後を追いかけたのだった。







　小高い丘おかになっていた場所からくだっていくような道で、さすがのホロも慎しん重ちように歩いてくれた。平へい坦たんに見えるが、落ち葉が降り積もってちょっとした落とし穴になっている場所を教えてくれたり、空気の流れを感じ取って、歩きやすい迂う回かい路を見つけてくれた。

　森はだんだんとその濃こさを増し、空気も湿しつ気けを含ふくんでいる。

　常緑樹が多く、日の光は遮さえぎられがちだ。

　なにかが爆はぜる音や、小枝の折れるような音がするのは、こちらからは見えない場所にいる鳥か、時折視界の隅すみをちょろちょろする栗り鼠すや野の鼠ねずみだろう。

　足元にはどんぐりや椎しいの実もたっぷり落ちていて、豚ぶたを放てばあっという間に肥えるはずだ。

「歩けば歩くほど良い森じゃのう」

　ホロが感かん嘆たんのため息とともに言うのも、うなずける。

「村の連中が畑仕事に精を出しておらんのも、これならわかるというものじゃ」

「ん……村の畑は荒あれているように見えなかったが、そうなのか？」

「地ち味みのことなどあまり考えておらん様子じゃ。森に入ればいくらでも食べる物があるんじゃから、仕方ありんせん。まあ、そんなわけじゃから、余計にわっちには、どうして村の連中が森の処しよ遇ぐうで揉もめるのかまったくわかりんせん。この森を失えば、多くの者が困ろうに」

　木の枝の上をちょろちょろと走る栗り鼠すを目で追いかけながらのホロの言葉に、ロレンスが答える。

「そりゃあ、森の恵めぐみも万ばん人にんに平等ではないからさ」

「ふむ？」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たなのか、麦わらから枝に持もち替かえたホロは、ぴしぴしと木の根元を叩たたきながらロレンスを振ふり向むく。

　かがみこめば、解げ熱ねつ剤ざいに使える薬草が生えていた。ビーベリーからは森の中から好きなだけ必要な物を取ってよいと言われているので、遠えん慮りよなく回収しておく。

「こういう薬草や、茸きのこ、木の実なんかは、皆みなにとって役に立つ。けれど、人の営みはちょっと複雑だからな」

　ホロは口を挟はさまないが、続けろ、と目で言ってくる。

　ロレンスはホロの隣となりを歩きながら、口を開く。

「森の恵めぐみは豊かでも、貨か幣へいに代えられる物は限られてるんだ」

「蜂はち蜜みつとかかや」

「ああ。食べ物だとそれが代表的だ。麦むぎ酒しゆや果実酒も地方によっては商品になるが、この辺は水があまり良くないのか、話を聞かない。それに、これだけ人里離はなれていると、出しゆつ荷かに手間がかかる。酒は重いから、輸送料が価格のほとんどを占しめる。ここからだとよほど味が良くないと、まず市場では戦いになるまい」

　ロレンスと共に行商の旅をしていたことでも思い出しているのか、ホロは思案気な顔をしている。

「ほかには、町から羊や豚ぶたを預かって放牧するなんてのもあるが、やっぱり距きよ離りが問題だな」

　そんな話をしている時だった。

　ホロがふと首を伸のばし、森の奥おくを見る。

「どうした？」

「……炭の匂においじゃ」

　山火事か、と思ったがホロは慌あわてた感じでもない。それに、すぐに正体に気がつく。

「炭をつくる蒸むし焼やきをした跡あとだな」

　こんもりと小高く土が積み上げられていた。

　薪たきぎを湿しめった落ち葉と一いつ緒しよに積み上げて火をつけ、真ん中に空気を通すための管を突つき立たて、土をかぶせていく。あとは一晩か二晩、放置しておけばいい。

「この炭も全員が必要とする物だが、特に必要とする者たちがいる」

「……肉屋かや？」

　ロレンスが思わず吹ふき出だすと、ホロに睨にらまれた。

「悪い悪い。炭でじっくり焼いた肉は美う味まいもんな」

　ホロはぷいっとそっぽを向いて、手にしていた枝で炭焼きの跡あとをほじくり返す。

「炭を最も大量に消費するのは、鍛か冶じ屋やだよ」

「ああ……森の中で四六時中火を焚たいて、金物の音をさせる連中じゃろ」

「それはよっぽど大規模な鍛か冶じ場だな。まあでも、そんな感じだ」

「では、そいつらが木を伐きり倒たおせと言っておるのかや？」

　ホロの目が、ロレンスの持つ木の板に向けられる。

「それもある。特に燃料が高こう騰とうしている今、釣つられて金属類も高くなっているらしい。これだけ肥ひ沃よくな森が側にあれば、大おお儲もうけの好機だと思うだろう」

「安直じゃな」

「機を見るに敏と言うべきかもしれない」

　ホロは鼻を鳴らし、ため息をつく。

「基本的には、さっき言ったように村人全員に恩おん恵けいがある森の恵めぐみは、金に代えるのが難しい。だが、金に代えられる森の恵めぐみは、村人全員に恩おん恵けいが行きわたるわけではない」

　木を伐きり倒たおす樵きこり、それを運ぶ荷役たちが主な受益者で、炭をつくる炭焼き職人や、鍛か冶じ職人が後に続く。もちろん、彼かれらが儲もうけを全て懐ふところに入れるわけではない。ビーベリーへの税を納めるし、村の蓄たくわえにもなるはずだ。

　しかし、金を稼かせいだのは俺おれたちだ、という自負が生まれ、村の中に序列を作り出す。

　金にはならないが、村の人々の食しよく卓たくを賑にぎわす採集や狩しゆ猟りよう、それに畑で汗あせを流す者たちは面おも白しろくない。ビーベリーが森の荒こう廃はい以上に恐おそれるのは、そういう村の中の不和だ。

「なにかもっと、金に代えやすいものがあればいいんだけどな」

「ふむ」

　ホロは目を閉じ、辺りに耳を澄すますようにしてから、言った。

「そうじゃ。毛皮はどうなんじゃ？」

　ホロは狼オオカミの化け身しんであり、市場には時折狼オオカミの毛皮も並ぶ。慎しん重ちようになったほうがよい話題だが、ホロからふってきたのであれば、答えねばなるまい。

「毛皮は数少ない換かん金きん商品だが……狩かりゆう人どたちは木の伐ばつ採さいにおおむね賛成なんだよ」

　ホロが眉まゆをしかめた。

「獲え物ものを追い立てるのに都合よく、木を伐きり倒たおして欲ほしいとのことだ」

「……」

　ホロは呆あきれたように肩かたを落とし、手にしていた木の枝で木の幹を叩たたく。

「人はたわけばっかりじゃ」

「ただ、毛皮職人たちは木の伐ばつ採さいに反対だから、ここは差し引きでとんとんだな」

「ふ……む？」

　ホロが不思議そうな顔を見せた。なぜ毛皮職人が反対するのかわからないのだろう。

　狩かりゆう人どがより多くの獣けものを狩かれば、毛皮職人にも仕事が増える。

　ロレンスは、人の世の仕組みを解説した。

「毛皮は鞣なめさなきゃならないだろ。そのためには奥おく深ぶかい森が必要なんだよ。だから……ああ、そうか。この蜂はちに注意って、そういうことか」

　周りに生えている木を見て気がつく。

「残念だな。お前が望んでいる類の蜂はちじゃないみたいだ」

「うえ……牛にたかる奴やつらかや」

　血を吸う虻あぶのことだろう。森の王者たる狼オオカミも、虫だけは支配できないようで、ホロは嫌いやそうな顔をしている。

「いや、木にたかる蜂はちだ」

「それは……あれじゃろ。蜜みつを集める蜂はちじゃろ？　よくおるではないかや」

　ついこのあいだ手に入れた蜂はちの巣すも、樹液をたっぷり滲にじませる木から蜜みつを集めていた。

　だが、虫も様々な方法で木を利用する。

「木の中に家を作る奴やつらだ。ほら、たまに樹木に変な実が成っていることがないか？」

　ホロはぽかんとしてから、曖あい昧まいにうなずく。

「う、む。たまにあるのう。木の枝から直接生えておったりするやつじゃろう？　じゃが、あれは実というより……なんだか妙みような木のコブじゃ。食べられるものではありんせん」

　舌を出して顔をしかめるので、食べたことがあるのだろう。

「あれは蜂はちが卵を産みつけたせいでできるんだよ。いわば揺ゆり籠かごだな」

　虫に寄生された虫が泣くほど嫌きらいなホロは、そのことを思い出したのか顔色をなくす。ただ、蜂はちの子は美う味まい美う味まいといって食べるので、好こう奇き心のほうが勝ったらしい。

「で？　そんなものが毛皮となんの関係があるのかや」

「おおありだ。あのコブを刻んで、水に漬つけて、煮に出して、その液で皮を鞣なめすんだ」

「ほう。つまり……なるほど。毛皮ばっかり獲とれても、鞣なめす材料がないと困るわけじゃな」

「そのとおり。そして、毛皮は数少ない貨か幣へいに代えられる商品だ。村の中で森を守ろうとする一番の勢力だな」

　ホロはうなずき、光明が見えたではないか、とばかりに笑いかけるが、ふと気がついたらしい。

「じゃがぬしよ、毛皮と木材を比べたら、どっちが儲もうかるのかや？」

　さすが賢けん狼ろうというべき、いや、元商人の妻というべきかもしれない。

「木材のほうが圧あつ倒とう的てき」

　ホロは憮ぶ然ぜんと鼻を鳴らし、木の枝を放り投げる。

　そして、辺りを見回しながら、森の王さながらに腕うで組ぐみをしていた。大きな儲もうけを得るほうが強い、ということはホロにもわかっている。

「だからまあ、朝に言ったように、お前の知ち恵えが必要なんだよ」

　森の中に入れば、木材に匹ひつ敵てきせずとも毛皮職人と共に対たい抗こうできる換かん金きん商品が見つからないかと一いち縷るの望みを抱いだいてはいたが、やはりそう簡単にいきはしない。

　ロレンスが市場に詳くわしい商人であるように、村人たちは生まれてからずっと森と共に暮らしているのだ。彼かれらが気がつかず、自分にだけ気がつくものがあるなどと思うのは、おこがましいことだろう。

「ふむう……森の利点、それから木を伐きり倒たおした後の弊へい害がいならわっちも言えるが……」

「それか、お前にひと肌脱ぬいでもらうか」

　ロレンスの言葉に、ホロは唇くちびるを尖とがらせて耳と尻しつ尾ぽを不ふ機き嫌げんそうに揺ゆらす。

「毛皮がないのはむしろこっちの姿のほうじゃ」

「じゃあ、毛皮を身に纏まとってもらう、のほうが表現として正しいな」

　ホロの真の姿は、見上げるばかりに巨きよ大だいな狼オオカミだ。月の夜、巨きよ大だいな遠とお吠ぼえと共にその影かげがちらりとでも村人に目もく撃げきされれば、人々は黒き森の王に恐おそれをなすだろう。

　その怒いかりを恐おそれ、森に手を入れるのは控ひかえるかもしれない。

「……じゃが、それでか弱き娘むすめやらを森に置くようになっても困るじゃろう。わっちゃあそうしょっちゅうこの森に来られるわけではありんせん」

　森の王のみならず、山や泉に住まう精せい霊れいの怒いかりに触ふれた時、教会の教えが広まるよりも前の習慣を覚えている人々のすることは決まっている。めそめそと泣く人ひと身み御ご供くうの娘むすめを前に、狼オオカミ姿のホロが途と方ほうに暮れている姿は想像するとちょっと面おも白しろいが、笑いごとではない。それに人々が森を恐おそれて立ち入らなくなってしまうのも、かえって大きな問題だ。森を保つために全員が森の恵めぐみに手を出せなくなれば、本ほん末まつ転てん倒とうなのだから。

「むしろ口八丁は、ぬしの領分じゃろう？」

　あの手この手で食い物やらをねだるホロに言われたくない、と顔に出たのかもしれない。

　ホロが近づいてきて、わざわざロレンスの足を踏ふんでから、また数歩離はなれて腕うで組ぐみをする。

「ぬしの領分じゃろう？」

「そうですね」

　ため息交じりに答えつつ、唸うなる。

「うーん……つまるところ、金の話なんだよな……。こんなに豊かな森なのに、金に代えられないってのはなあ」

　ビーベリーの領地の村人たちも、風の噂うわさに聞くだろうし、南にくだって川に出れば、嫌いやでも目にするだろう。世の中が貿易に沸わいていて、必要とされる木材がどんどん川を流れて運ばれていく。ならば我々もその恩おん恵けいに与あずかるべきだ、と思わないほうがおかしい。

　ロレンスとしては、多少森が荒あれるとしても、現金を得るために木を伐きり倒たおしてもいいのではないかと思ってしまう。

　それをはっきりと口に出せないのは、ホロのためだ。

　ホロは森のことになるとすぐ頭に血が上るし、なにより、ビーベリーへと協力を申し出たのは、ホロが旅のことを記すための紙とインクを分けてもらうためだった。

　そして、賢かしこいホロは当然そのことを忘れたわけではない。

　風が吹ふき、頭上のこずえが揺ゆれるのを見上げてから、ホロは言った。

「このわっちも、大きな流れには逆らえぬ。人の世がぴかぴかの貨か幣へいを望むのであれば、避さけられぬことかもしれぬ」

「ホロ？」

「それに、文字を書くのにも銀貨だか金貨が必要なんじゃろう？　ならば村の者たちが貨か幣へいを欲ほしがっておるのを邪じや魔まするのは、正しいこととも思えぬ。あやつらにも、わっちのように欲ほしい物があるのじゃろう」

　村の者たちも、決して贅ぜい沢たくのために木材を売ろうと言っているわけではない。貴重な貨か幣へいを手に入れられる好機を逃のがしたくない、というだけのことだ。

　もしも村の蓄たくわえを積み上げられれば、凶きよう作さくの際は町に出て作物を買えるし、農作業や森での仕事のために鉄製品を揃そろえることだってできる。あるいは、新しい水車を近くの小川に設置することだってできる。貨か幣へいは直接的に、村の人々の生活を助け、豊かにしてくれる。

　人はパンのみで生きるに非あらず、と聖典にあるように、村の人々も大地の恵めぐみだけですべてを賄まかなえるわけではない。

　ホロは炭焼きの跡あとの側に、自分自身が燃もえ尽つきてしまったかのように、力なく立っていた。

「森を守るとかそういうことは、とっくの昔に受け流せると思っておったんじゃがなあ」

　ホロは苦く笑しよう交じりに言って、ロレンスの側に寄ってくる。

　足を踏ふむ代わりに、その手を摑つかむ。

「ぬしが久しぶりに旅に出て、火を熾おこすのに手間取ったり、手た綱づなを握にぎる手に力がこもりすぎておるように、わっちも少し湯につかりすぎて世のことを忘れておったようじゃ」

　世の中は思いどおりにいかず、時には見て見ぬ振ふりが必要になることもある。

　商人としての道を歩んできたロレンスはもとより、時の移ろいの前にはただただ傍ぼう観かんせざるを得なかったホロもまた、そのことを身に染しみて理解している。

　ロレンスはホロの小さな手を握にぎり返し、身をかがめてその獣けものの耳の付け根に口づけをした。

「少なくともビーベリーさんは善き領主だ。土地を支配する者として、やりすぎるようなことはしないだろう」

「……んむ」

　ホロはうなずき、猫ねこが甘あまえるように、ロレンスの胸に顔を押しつける。

　森の安あん寧ねいを願うホロと、領主であるビーベリーの望みは叶かなえられない。

　そのことをきっちり謝罪し、お詫わびにあの巨きよ大だいな蜂はちの巣すでも差し出せば、心優しき領主であるビーベリーのことだ。紙とインクを分けてもらえるかもしれない。

　そこまで思って、ふと閃ひらめいた。

「そうか。ビーベリーさんから紙とインクを受け取って、代わりに高値で売ってくれば多少の足しにはなるかもな」

　どの道、こんな片かた田舎いなかでは、文字の読み書きができる者などほとんどいないだろう。

　使わずに腐くさらせるくらいならば、金に代えたいと思うはずだ。

　張りきって依い頼らいを受けて失敗した埋うめ合あわせに、銀貨に変えれば喜ばれるかもしれない。

　そのことを説明すると、ホロは苦く笑しようした。

「ぬしは転んでもただでは起きぬ」

「商人でございますから」

　冗じよう談だんめかした口調で言うと、ホロはくすりと笑い、ため息をついた。

「では、ひとまず詫わびに行くかや。今晩は美う味まい肉はお預けじゃなあ」

「この木の板みたいに、しばらくは木の皮に旅の思い出を記してくれ。折りを見て紙とインクは買い集めるから」

「ふむ。それか、そこにあるような炭でどうにかならぬかや」

　ホロの言葉に、炭焼きの跡あとを見た。

「炭だけだとすぐに滲にじんでしまう。膠にかわを混ぜたインクの代用物を見たことがあるが、膠にかわを作るには長時間、骨やら動物の腱けんやらを煮に込こまなきゃならない。それには森の木々が必要で……といったあんばいだ」

「ままならぬのう！」

　ホロのわざとらしい叫さけびに笑ってしまう。

「しかしぬしよ」

　と、ホロが言った。

「では、いつもわっちが使っておったインクはどうやって作るんじゃ？」

「ん？　それはな、没もつ食しよく子しと呼ばれる木の実みたいな形をした、木のコブを煮にだすんだ。このコブは、毛皮を鞣なめすのにも使われて……え？」

「う？」

　ホロとロレンスは互たがいに顔を見合わせていた。

「ぬしよ」

　というホロの言葉に、ロレンスは顔がひきつったように笑う。

「……知識が頭にあっても、いつでも引っ張り出せるわけじゃない」

「ぬしの財さい布ふと同じじゃな」

　一いつ緒しよにするなと言いたいところだが、期待に目を輝かがやかせ、尻しつ尾ぽをわさわさと振ふっているホロを見れば笑うしかない。

「村の人々も、その可能性には気がつかなかったんだな」

　文字を読み書きできるのは領主であるビーベリーだけ。あるいはビーベリーでさえ無理かもしれない。町から離はなれた場所ではよくあることで、だとすればそもそも彼かれらの頭に、その発想がなくたって仕方がない。

「インクはコル坊ぼうとミューリのせいで、ずいぶん高値になっておると言っておったのう？」

「ああ。そして木のコブをたくさん確保するには、木がたくさん生おい茂しげっている必要がある」

「ぬしよ」

　と、ホロがにんまりとする。

　世の中には時折、こんなことがある。

「この森を守り、ついでに村の人々の役にも立つ。高こう騰とうしているインクを量産すれば、伐きったら終わりの木材よりも長く大きく儲もうけられる」

「それから、わっち用のインクもじゃ！」

　ホロと並んで森を後にしたロレンスは、ビーベリーに事の次し第だいと、インクの製法と価格帯を伝えた。酒と違ちがってインクは少量で高値のつく優ゆう秀しゆうな商品だから、遠い場所へと運んでいっても十分に利益が望めるし、没もつ食しよく子しの採集や加工は、子供にもできる。稼かせぎに貢こう献けんできる者とできない者の差もできず、村の中でおかしな不和が生まれるのも避さけられる。

「さすがは噂うわさに名高いロレンス殿どの！」

　ビーベリーからは過大な評価を賜たまわり、その夜も素す晴ばらしい御ご馳ち走そうが食しよく卓たくに並んだ。

　ホロはビーベリーから受け取ったインクで早さつ速そくその日の食事のことを記していたが、酒の酔よいが回って居い眠ねむりしていたところをロレンスがちらりと盗ぬすみ見みれば、そこにはロレンスの名前と、たまにはたわけも役に立つ、の一文があった。

「たわけは余計だ」

　ロレンスは苦く笑しようして、椅い子すの上で眠ねむりこけているホロを抱だき上あげ、ベッドに運ぶ。

　永遠のお姫ひめ様を寝ねかしつけてから、月明かりに照らされた紙の束を見やる。

　そこにはこの先もたくさんの文字が記されることだろう。

　楽しいことも、楽しくないことも時にはあるだろう。

「でも、すべてが良い思い出だ」

　ロレンスは呟つぶやき、木窓に手をかける。

　そして、本を閉じるように、木窓を閉じた。

　長い長い旅路の、一幕のことだった。
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　その日は少し、冷たい風が吹ふいていた。

　温泉郷ニョッヒラから旅に出て、二週間ほどが経たつ。およそ十年ぶりの旅で最初こそもたついたが、元行商人のロレンスはようやく旅の感覚を取とり戻もどしていた。

　長いこと続いていた山道も終わり、今は視界を遮さえぎるもののない平野の道で、旅の退たい屈くつさを満まん喫きつしていたのだった。

「ふわぁ～～……あふっ」

　ただ、そんな大あくびはロレンスのものではない。ロレンスの後ろ、荷馬車の荷台に積み上げた毛布の上にごろんと寝ね転ころがり、朝からずっと優ゆう雅がな日向ひなたぼっこに興じる、連れのホロだ。

「ぬしよ、町はまだ……ふわぁ～～……かや……？」

　風は秋を思わせる冷たいものだが、平野のこの辺りはまだまだ日差しに夏の名残なごりがある。

　たっぷりの日光で軽く汗あせばんだところに、涼すずしい風で頰ほおを撫なでられる心ここ地ち良よさは比類ない。

　ニョッヒラでも隙すきさえあれば朝あさ寝ねに昼ひる寝ねのホロは、存分にくつろいでいた。

　しかし、特に今日はだらしなく、飼い慣らされた犬のように毛布の上でごろごろしている。

　原因は、その手に持たれている木樽だるにあった。

　数日前に偶ぐう然ぜん森の中で手に入れた蜂はちの巣すから蜂はち蜜みつを取り、そこに葡ぶ萄どう酒しゆを加えていた。それから毛布の下に木樽だるをしまって数日待てば、即そく席せき蜂はち蜜みつ酒のできあがり、という按あん配ばいだ。

　今日のホロはずいぶん朝早くに目を覚まし、いそいそと仕し込こんでおいた木樽だるの栓せんを開けていた。蜂はち蜜みつ酒を舐なめてほろ酔よい加減でうとうとし、目を覚ますとまた舐なめる、ということを繰くり返かえしている。

　最高の贅ぜい沢たくというやつだろう。

「もうそろそろだ。街かい道どうと合流したら人の往来も多くなるだろうから、気をつけておけよ」

「たわけ……わっちゃあそんなに間ま抜ぬけではあり……せ……」

　語ご尾びがそのまま、むにゃむにゃと消えてしまう。肩かた越ごしに振ふり向むけば、仰あお向むけに寝ね転ころんだホロが、口を半開きにして眠ねむりこけていた。

　黙だまっていれば十四、五といった少女に見えるホロは、だらしない姿もまた似合う。日差しを受けて亜あ麻ま色の髪かみの毛けがきらきらと輝かがやき、風が吹ふくと柔やわらかな前まえ髪がみが揺ゆれる様など、詩的なくらいだ。

　ただ、それだけならば、他人の目をあまり気にする必要もなかった。旅を満まん喫きつするややお転てん婆ばな少女、ということで済むのだから。

　問題は、あいにくとホロがただの少女ではないところにある。

　日差しを受けて輝かがやき、ふわふわと風に揺ゆられるのは、綺き麗れいな亜あ麻ま色の髪かみの毛けだけではない。頭には大きな三角の獣けものの耳があり、腰こしからは豊かな毛並みの尻しつ尾ぽが生えている。

　ホロは麦に宿り、その真の姿は見上げるばかりに巨きよ大だいな、威い厳げんに満ちた御おん年とし数百歳さいの狼オオカミの化け身しんなのだった。

　少なくとも……そう自じ称しようしている。

「まったく……」

　無防備な寝ね顔がおを晒さらすホロを見て、ロレンスはため息をつきつつ、片方の頰ほおがどうしても笑えみの形になってしまう。

　賢けん狼ろうを自じ称しようし、確かにその知ち恵えと見識は見事なものなのだが、こういう間ま抜ぬけな様子も見せるところに、ロレンスはからっきし弱いのだ。

「困ったもんだ」

　苦笑いしつつの独り言が、いったい誰だれに向けたものかは定さだかではない。

　ロレンスが肩かたをすくめ、側に置いてある麻あさ袋ぶくろから干し肉を取りだして咥くわえると、その下に敷しいてある紙の束に目がいった。文字がびっしりと書かれたそれは、荷台で眠ねむりこけるホロが毎日せっせと書き溜ためている、日々の出来事を記したもの。

　ホロは永遠の時を生きるために、ロレンスがどれだけ頑がん張ばっても、愛する妻を独りこの世に置いていくことになってしまう。だからその時にホロが寂さびしくならないよう、最初に読んだことを忘れてしまうくらい、たくさんの出来事を書きとめておけばいい、とロレンスは提案した。

　ホロはそれ以来熱心に取り組んでいて、それはもちろんロレンスも喜ぶべきところなのだが、難点があった。

　どうやらホロは文字を書くことそのものが楽しくなってしまったようで、時にはありもしない空想の日々を書いてみては、悦えつに入っている。まるで修道院で暮らす夢見がちな貴族の娘むすめのような趣しゆ味みだが、そんなことをしていれば筆記用具はあっという間に尽つきてしまう。

　ついこないだも、早さつ速そく紙とインクがなくなって、たまたま知り合った領主からわけてもらうことになった。これから先、一体どれだけ買わされることになるのやら、ロレンスには見当もつかない。

　ホロのためにはなんだってしてやりたい、と思う一方で、根っこは商人のロレンスだ。どっさり紙束を積み上げれば、どうしたってそれに釣つり合あう銀貨の枚数を数えてしまう。

　ただ、ホロがせっせと文字を書き記すその気持ちもまた、理解できた。記き憶おくというものはあやふやで、どれだけ言葉を尽つくして紙に記したって、今この時の昼ひる寝ねの気持ちよさをすべて持もち越こすことはできない。

　せめてその欠片かけらをかき集めることくらい、好きにさせてやりたいと思う。

　ホロはたった一人、時の流れに取り残されることになるのだ。

　そう思うと、ロレンスは思わずつぶやいてしまう。

「もっとなにか方法があったらな」

　より多くの記き憶おくを留とどめておけるという意味でも、もう少し安上がりにならないかという意味でも。

　そんなことを考えていたら、真っ平だった道の先に、ぽつんと立札が見えてきた。

　街かい道どうとの交差を示す目印であり、目的地が近いことを示すものだ。

　ホロの耳と尻しつ尾ぽを人に見られては、たちまち大おお騒さわぎになる。

　そろそろ眠ねむり姫ひめを起こさなければと、荷台を振ふり向むいた。

「おい、ホ──」

「町かや!?」

　元気よく飛び起きたホロに驚おどろいて仰のけ反ぞれば、手た綱づなを引っ張られた馬が不満げにいなないた。

　しかしホロはそんなことなど露つゆほども気にせず、ローブのフードを頭にかぶり、よっこらせと言いながら荷台から御ぎよ者しや台に乗り移ってくる。

　ロレンスが側に置いておいた麻あさ袋ぶくろを片付ける暇ひまもなく奪うばわれ、ホロの口にはすでに干し肉が咥くわえられている。

「久しぶりの大きな町じゃ、たっぷり美う味まいものを食べなければのう！」

　数日前に立ち寄った領主の館では長テーブルいっぱいの山やまの幸さちを食べたはずだし、ついさっきまで出来立ての蜂はち蜜みつ酒を飲んでいたはずなのだが……という言葉は言うだけ無む駄だだ。

　それに、こんなに楽しそうな顔を見せられたら、怒おこる気力も失うせてしまう。

　ロレンスはため息交じりに笑い、御ぎよ者しや台に座すわり直して手た綱づなを握にぎる。

　無情な時の流れは、ロレンスには操あやつれない。

　ならばせめて、愛する者のために荷馬車くらいはきちんと捌さばかなければと、思ったのだった。







　山やま奥おくの温泉郷ニョッヒラを出て、ひたすら西に向かって川沿いを下ってきた。

　その先にあるのは港町のアティフであり、司教座が置かれ大司教がいるような、この近辺では随ずい一いちの港町と言えるだろう。

　歴史も古く、かつては異教徒との戦いくさにおいて前線基地となったり、極北の島とう嶼しよ地域からやって来る海かい賊ぞくが内陸部に攻せめ込こまないようにと、門番の役目を果たしたりしていた。

　その名残なごりは今もあり、アティフの町の真ん中を流れる川の両岸には、見上げるばかりの尖せん塔とうが築かれている。二つの塔とうの間には巨きよ大だいな鎖くさりが渡わたされていて、有事の際には鎖くさりを川に落とし、遡そ上じようしようとする海かい賊ぞくの船を堰せき止とめるらしい。

　市壁の検問を抜けてからロレンスがそんな説明をしていると、ホロは生返事で屋台の食べ物に目を奪うばわれていたのだった。

「あの鎖くさりを首に巻けば、少しは言うことを聞いてくれるかね」

　ホロの真の姿は見上げるばかりに巨きよ大だいな狼オオカミなので、あのくらいの鎖くさりでちょうどよいかもしれない。そんなことを思いながらロレンスが呟つぶやくと、そういうところだけは聞きき逃のがさないホロに足あしの甲こうを踏ふまれた。

「で、この町の名物はなんなのかや？」

「まったく……」

　足をさすりながら、ロレンスは答えた。

「そりゃあ、魚だよ。新しん鮮せんな生の魚が目め白じろ押おしだ。特に寒くなりはじめたこの季節は、どの魚も脂あぶらがのって美う味まいだろう。塩焼き、揚あげ物もの、鍋なべで煮に込こんだものなんかもいいだろうな」

「魚ぁ？」

　ホロが不服気なのは、狼オオカミに魚など似合わぬ、とでも言いたいのかもしれない。

「そう毛け嫌ぎらいするな。ああ、そういやこの町には、鰊にしんを巡めぐるちょっと面おも白しろい取引があるらしいんだ。一いつ緒しよに見に行かないか？」

「行かぬ。鰊にしんの塩しお漬づけだけは、もう二度と見たくもありんせん」

　山やま奥おくともなれば、川魚でなければ食しよく卓たくに上るのは間ま違ちがいなく塩しお漬づけの鰊にしんだ。海に剣けんを突つき立たてるだけで鈴すずなりになった鰊にしんが獲とれる、と言われるほど数が多く、どんな山やま奥おくだろうと格安で手に入る。

　世の人々の生活を根底から支える大事な魚だが、それゆえに誰だれも彼かれもが、食べ飽あきている。

「鰊にしんは塩しお漬づけじゃなければそれなりにいける魚なんだが」

「……そうやって、わっちの腹を安い魚で満たそうというつもりじゃろうが」

　ホロはそう言って、胡う乱ろんな目を向けてくる。

　食べ物のことになると意い地じ汚きたないホロに、ロレンスは肩かたをすくめるしかない。

　とはいえ鰊にしんはどんな肉より格安だ。

　えほん、とロレンスは咳せき払ばらいをした。

「たとえば、鍋なべにたっぷりの油を用意する」

「ん……む？」

「最初は火を弱めにして、はらわたを除いた魚を頭ごと入れる。小さくしゅわしゅわ音がする程度だ」

　なんの話だ？　とホロが訝いぶかしげにするところに、ロレンスは気にせず話を進めていく。

「やがて火が通りはじめた頃ころを見計らって、鍋なべの下に薪たきぎを追加していく。どんどん熱くなる油に、じゅわじゅわ景気の良い音が立ちはじめる」

　ホロはすっかりロレンスの話に飲のみ込こまれ、ごくりと喉のどを鳴らしている。

「そしてかりっかりになるまで油で揚あげれば、なんと骨まで食べられる。油から掬すくい上げ、まだぱちぱちと爆はぜるところに、たっぷりの岩塩を振ふって……」

　手で塩を振ふる仕草を見せれば、ホロは餌えさを見せられた猫ねこみたいに視線を釣つられてしまう。

「そこを、頭からざくり」

　ぴょん、と服の裾すそが持ち上がるくらい、ホロの尻しつ尾ぽが跳はねていた。

「唇くちびるに滴したたる甘あまい油と岩塩の塩しおっ辛からさを、冷たい麦むぎ酒しゆで流ながし込こむ楽しさは……痛い、痛い！」

「ぬしよ、それじゃ、今すぐ行こう、鰊にしんじゃろう？　もうそろそろ美う味まい季節じゃろう!?」

　ホロに服の上から肉まで摑つかまれて、ロレンスはなんとか引きはがす。

　安い鰊にしんで腹を満たす作戦はうまくいきそうだが、うまくいきすぎたようだ。

「その前にデバウ商会に向かって、行き先の確かく認にんと船の予約だ。季節の変わり目だから、商人や物資の運うん搬ぱんで船倉はぎゅうぎゅうだろう。さっさとしないと冬まで待つはめになる」

　昔の行商人時代とは違ちがい、今のロレンスたちには帰るべき拠きよ点てんがある。ニョッヒラでの温泉宿を他人に任せているので、だらだらと旅を続けるわけにもいかないのだ。

　よって、決して意地悪でそう言ったわけではないのに、ロレンスの口は途と中ちゆうで閉じられる。

　ホロが目を潤うるませながら、下した唇くちびるを嚙かんでいたのだから。

「……わかった、わかったよ。俺おれが先に商会に行ってくるから、お前はこれで好きなだけ買ってこい」

　そう言って渡わたしたのは、財さい布ふに指を入れて若じやつ干かん迷ってから引き上げた、あまり質の良くない銀貨だった。出会ったばかりの頃ころ、純銀に近いトレニー銀貨を一枚渡わたしたら、ホロはそれで目いっぱいの林りん檎ごを買かい込こんでしまった。

　節約という単語は、美う味まい食べ物の前では消し飛んでしまうらしい。

　ただ、ホロは目を輝かがやかせて銀貨を受け取るや、満面の笑え顔がおをロレンスに見せてくるし、その笑え顔がおがホロの武器であるとわかっていてもなお、ロレンスの胸には容易に刺ささる。

　せめてもの悔くやし紛まぎれに、こう言うしかない。

「俺おれの分も合わせての銀貨だからな」

「たわけ、わかっておる」

　そんな返事は、すでに視線で屋台を探しながら。ホロは尻しつ尾ぽを隠かくす意味もあって分厚いスカートを履はいてはいるが、それさえわさわさ動くくらい、尻しつ尾ぽが揺ゆれていた。

「まったく……」

　と、今にも獲え物ものめがけて走り出そうとするホロに、落ち合う場所のことを言いい含ふくめようとした時のことだ。

「む？」

　舌なめずりをしていたホロが、ふと首を伸のばしていた。

「どうした？」

「う、む」

　と、ホロはフードの下で窮きゆう屈くつそうに耳を動かすと、顔を動かさず、手だけを動かしてロレンスの袖そでを引いた。

「ぬしよ、後ろのほうじゃ。道の反対側」

　ホロは狼オオカミの化け身しんであり、狼オオカミとは森の王にほかならない。どんな雑ざつ踏とうの中であっても、たとえ魚の揚あげ物ものに心奪うばわれていたとしても、油断することはない。

「……揉もめ事ごとになりそうか？」

　荷台には荷物があり、道は混雑している。

　掏す摸りや辻つじ強ごう盗とうに狙ねらわれたら、すべてを失うとまではいかなくとも、無傷ではすむまい。

　女連れは特に狙ねらわれやすいのだ。

「武器は手にしておらぬが……というか、うちの湯でよく見かけるのと同じ連中じゃ」

「聖職者？　あ、お前、まさか」

　その一言に、ホロが思いきりばつの悪そうな顔を見せた。

「蜂はち蜜みつ酒の飲み過ぎだったかのう……」

　ホロは狼オオカミの化け身しんであり、獣けものの耳と尻しつ尾ぽを生やした人ならざるものだ。そして、ホロのような存在は教会から悪あく魔ま憑つきと呼ばれ、この世にいてはならない存在とされている。

　蜂はち蜜みつ酒で朝から飲んだくれ、久しぶりの旅ということもあって油断して、どこかで耳と尻しつ尾ぽを見られていたのかもしれない。

　ホロは親指の爪つめをかじると、ロレンスから渡わたされた銀貨を握にぎり直し、こう言った。

「仕方ありんせん。狙ねらいはわっちじゃろうから、走って逃にげるほかあるまい。ぬしは船を手配して、予定通り南に向かって進んでくりゃれ。海岸沿いに走れば、どこかの町で必ず落ち合えるじゃろ」

「それはそうだが……」

「では、頼たのみんす」

　ホロが賢けん狼ろうと呼ばれる所以ゆえんは、危機の際にてきぱきと正しい選せん択たくをできることだ。この機転にどれだけ助けられたかわからない。

　それでもロレンスが躊躇ためらったのは、ホロの判断が完かん璧ぺきに正しいと理解できても、離はなれるのが寂さびしいと思ってしまったから。

　もちろん口にすれば呆あきれられるし、別れた後の再会というのも、それはそれで悪くないと知っているのだが。

「その銀貨で、飲んだくれるなよ」

「たわけ」

　ホロはそう言って笑うと、荷馬車の御ぎよ者しや台から飛び降りる。その頃ころには、道の反対側で密談していた数人が、人ごみをかき分けながらこちらに向かってきていた。僧そう服ふくを着ている者がいて、身なりの良い商人がいて、修道士らしい者までいる。

　ロレンスは、ホロとはたまたま旅の途と中ちゆうで知り合った間あいだ柄がらである、という役やく柄がらに頭を切きり替かえようと深呼吸をする。白々しい演技は元行商人の腕うでの見せ所だ。

　それに、これまでの商あきないの中で、権力者とはそれなりに通じている。いざとなればそこを頼たよればいいから大して不安もない。

　そんなことを思いながらホロを見送っていたところ、あまりにも場ば違ちがいな単語が耳に届いたのだった。

「お待ちください！　貴女様あなたさまはもしや、ミューリ様では！」

「え？」

　ロレンスのみならず、人ごみに紛まぎれようとしていたホロもまた驚おどろいたらしく、思わず足を止めていた。

　なにせその名前は、ロレンスとホロの、一人ひとり娘むすめの名前なのだから。

「ぬ、ぬしよ？」

　戸と惑まどったホロが、判断を仰あおいでロレンスのことを見る。

　ロレンスはそんなホロにいったん掌てのひらを向けてから、こちらに向かってくる人々のほうを見た。

　人ごみをかき分けようとして、気の短い職人やがめつそうな商人に怒ど鳴なられては身を縮めている様は、演技だとしたらかなりのもの。悪そうな者たちには見えない。

　少なくとも、異教の神々を殺すつもりで突とつ進しんしているわけではなさそうだった。

「話を聞いたほうがいいかもな」

　ロレンスは、ため息交じりにこう続ける。

「あのお転てん婆ば娘むすめが、なにをしでかしているのか聞き集める必要がある」

　なぜならあの娘むすめはホロの血を引いているのだから……とロレンスは思い、思うだけに留とどめたのだった。







　ロレンスたちの下に駆かけ寄よってきた聖職者たちは、ホロを正面から見やるなり、すぐに人ひと違ちがいだとわかったようだ。

「お、御お髪ぐしの色が……？」

　ホロは秋の森が似合う亜あ麻ま色の髪かみの毛けだが、娘むすめのミューリの髪かみの毛けは、ロレンスの血が濃こく出た綺き麗れいな銀色だ。見み間ま違ちがえようもない。

「うん？　どうされたかや？」

　まだ状じよう況きようがよく摑つかめていないので、ひとまずミューリが自分たちの娘むすめであることは伏ふせておこうということになった。

　ホロがとぼけたように聞き返すと、彼かれらは慌あわてて居住まいを正す。

「こ、これは失礼を。あの、貴女様あなたさまは、ミューリ様では……？」

　彼かれらが最後の望みとばかりに問いかけると、ホロは笑え顔がおで小首を傾かしげている。

　彼かれらはがっくりと肩かたを落としつつ、まだ諦あきらめられないかのように、ホロの顔をまじまじと見つめている。

「いや、本当にそっくりだ……」

「まことに、まことに」

「その、ミューリ様の姉し妹まいでは？」

　母ではあるが、姉ではないので、ホロはゆっくりと首を横に振ふる。

　一方で、彼かれらの言葉に、ホロが尻しつ尾ぽを嬉うれしそうにぱたぱたさせているのが窺うかがい知れた。

　御おん年とし数百歳さいで、人の姿の時は一向に歳としを取る気配がない。にもかかわらず、娘むすめと同じ年とし頃ごろと思われるのは、悪い気分ではないらしい。何百年生きようと、乙おと女めは乙おと女めのままなのだ。

「世の中には、これほど似ているかたがいらっしゃるのですなあ……」

　彼かれらはいっそ感かん嘆たんのため息をついているので、ロレンスはそこに言葉を挟はさむ。

「そのミューリ様とやらが、どうかされましたか？」

　ロレンスたちの旅の目的は、一人ひとり娘むすめのミューリに会いに行くことだった。

　宿で長年働いてくれていた青年コルが、信しん仰こう心に駆かられて旅立ったところ、ミューリも無理やりくっついて行ってしまった。

　二人はなにやら世間で大きな騒さわぎを起こしながら旅をしているらしいのだが、ここのところ便りが途と絶だえていた。ホロなどは心配いらぬと言うばかりだが、ロレンスとしては気が気ではないため、その無事を確かめに行くのだ。

「ミューリ様ですか？　えーと……失礼、お二人は、最近この地方へ？」

「ええ。普ふ段だんは山も奥おくまったところで、しがない宿屋を営んでおりまして……。町に出てきたのは久しぶりのことなのです」

　噓うそはついていないし、身なりを見ればそれも明らかだろう。山の暮らしが長かったので、ホロもロレンスも、少し周りから浮ういているくらいに厚着だった。

「なるほど。それでは、御ご存ぞん知じないかもしれませんね」

　僧そう服ふくを身に纏まとった者が、ごほんと咳せき払ばらいをした。

「今、世間は正しい信しん仰こうを求めての、大きなうねりの中にあるのは御ご存ぞん知じでしょうか」

「ええっと……はい。なんとなくは……」

　元々はウィンフィール王国という国と、教会の総本山である教皇との大喧げん嘩かだった。

　教会は長年にわたり、異教徒討とう伐ばつの名目で税金を集めていたのだが、異教徒との戦いくさが終わってもう何年も経たつにもかかわらず、相変わらず徴ちよう収しゆうが続いていた。

　それはおかしいのではないか、とウィンフィール国王が言いだしたのがきっかけで、教会の過か剰じような富の蓄ちく積せきや、堕だ落らくしたありかたに対する民衆の不満が噴ふん出しゆつした。

　あっちこっちで改革の火の手が上がり、聖職者たちもてんやわんや。

　客に高位聖職者が多いニョッヒラでも、ひと悶もん着ちやくあったくらいだ。

「この町の教会も、以前は信しん仰こうの道を見失っておりました。しかし、そんな我々に新しい道を指し示してくださったのが、薄はく明めいの枢すう機き卿きようであられるコル様と、それを支える聖女ミューリ様なのです」

　聖女ミューリ。

　ロレンスは思わずホロと顔を見合わせてしまう。

　二人のよく知っているミューリとは、半はん裸らで野山を駆かけ回まわり、蛙かえるだろうが蛇へびだろうが平気な顔で素す手でで捕つかまえ、紐ひもで結ゆわえて池に放ほうり込こんでは巨きよ大だいな鯰なまずを釣つり上あげるようなお転てん婆ば娘むすめだ。

　およそ、聖女からは程ほど遠とおい。

「しかもコル様とミューリ様が神の恩おん寵ちようを授さずけられたのは、この町が最初だと言われておるのですよ。すべてはここから始まったのだと」

　壮そう年ねんの修道士が誇ほこらしげに微笑ほほえんでみせる。

　確かコルたちの手紙にも、そんなことが書いてあったとロレンスは思い出す。

「ただ、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様とミューリ様は、南に向かわれたとお聞きしていました。なので、我々はその奇き跡せきの記き憶おくをわずかでも町に残せれば、と思っていたところなのです」

　記き憶おくを残す、というところにホロがちょっと反応していた。世の中の出来事を記した年代記などは、もともと彼かれら聖職者たちが手て掛がけるようなものだ。

「そこに、ミューリ様そっくりな女性が市壁を抜ぬけたという話を聞きまして、慌あわててやって来たのです。これはなにか神の思おぼし召めしなのではないかと」

「ええっと……はあ……」

　顔を見合わせるロレンスとホロをよそに、聖職者の一人が、ずいぶん身なりの良い商人に目配せをする。商人は大事そうに抱かかえていた、四角い大きな板みたいなものに巻かれた布を剝はがしはじめる。

「我が教会の発注したこれがようやく届いた今日という日に、あなた様のような女性が町に訪おとずれるとは、まさに神の御導きに違ちがいありません」

　そして、商人が抱かかえていた板の包みが解かれると、ロレンスとホロは目を丸くした。

「いかがです。これがあれば、誰だれしもが一目でこの町に舞まい降おりた奇き跡せきを理解するでしょう！」

　彼かれらが見せたのは、一枚の絵画だった。

　空は曇くもり、岩がちの山が舞ぶ台たいのせいで、全体がひどく暗い色合いに塗ぬられている。

　しかし、画面の奥おくでは雲間から曙しよ光こうが覗のぞき、一人の青年が手を伸のばしている。その横には敬けい虔けんそうな少女が寄より添そい静かに祈いのりを捧ささげ、そんな二人の周りを喇らつ叭ぱを手にした天使が飛び回り……というありがちな構図だが、そこにいるのは紛まぎれもなく、コルとミューリだった。

「いかがです。すべての始まりの場所として、アティフの聖堂はこの絵を元に、大きな天てん井じよう画を描えがこうかという話にもなっています」

　絵の出来は目も覚めるほどで、ロレンスはその出で来き栄ばえ以上に、値段が気になってしまう。

　絵具えのぐは宝石を砕くだいて使うのと変わらない。

　信じられないと首を横に振ふると、聖職者たちはそれを霊れい的てきな感激だと思ったのか、誇ほこらしげな顔をしていた。

「十日ほど先のことなのですが、この絵のお披ひ露ろ目めと祈いのりの催もよおしが教会で執とり行おこなわれます。ぜひお二人もご参加いただけませんか？　きっと、素す晴ばらしい魂たましいの糧かてを得られることでしょうし、旅のための御ご加護も得られるはずです」

　人の好よい笑え顔がおを向けられたら、断るのも難しい。

　ロレンスはしかたなく、生返事ではあるが了りよう承しようの旨むねを伝えると、僧そうたちは大喜びしてロレンスとホロの手をそれぞれ握にぎりしめ、足取り軽く立ち去った。

　取り残された形のロレンスは、やっぱりまだ釈しやく然ぜんとしなかったが、ふと気がつけば、ホロが随ずい分ぶん真しん剣けんな顔をしていた。

　ホロはかつてヨイツの賢けん狼ろうと呼ばれたような、森と精せい霊れいの時代の生き残りだ。その血を引く娘むすめの絵が、人の崇あがめる教会の壁かべに飾かざられるなど、許せないことなのかもしれない。

「ぬしよ」

　ホロが、随ずい分ぶん低い声でそう言った。

「ホロ、あのな」

　これも世の趨すう勢せいだ。たまたま似ている誰だれかが絵に描えがかれているとでも思って、と言いかけたところを遮さえぎられた。

「ぬしよ、あれじゃ」

「え？」

「ぬしよ、わっちも、あれが欲ほしい！」

　僧そうたちの歩いて行った方角を見つめたまま、ホロがロレンスの腕うでを摑つかんでくる。

　スカートの下、フードの下で、ホロの狼オオカミの部分がいきりたっている。

　ホロはこちらを見て、赤い瞳ひとみを輝かがやかせながら、言ったのだ。

「わっちらのことも絵にしてくりゃれ！」

　賢けん狼ろうホロは歳としを取らず、その姿は永遠に少女のまま。人の世の時の流れとは相容れないホロは、必ず一人、取り残される。だから永遠の命を持たないロレンスの、言葉を、仕草を、思い出を、ホロは文字で残すしかない。

　そして文字は多くのことをそぎ落とし、どれだけ細かく記したって、現実には敵かなわない。林りん檎ごを見たことのない者に、林りん檎ごを想起させることすら難しい。

　でも、それが絵だとしたら？

「ぬしよ、わっちゃあ……」

　ホロがロレンスを見て、目を潤うるませて唇くちびるを引き結ぶ。

　感かん極きわまった様子のホロに、ロレンスは年とし甲が斐いもなくどぎまぎしたが、うんわかったと答えるには、あまりにも世に慣れ過ぎている。

　細かいあれこれを考えるよりも前に、元行商人として答えていた。

「いや、無茶を言うな」

「なんでじゃ！」

　嚙かみつかんばかりのホロだが、こればっかりは、答えは決まっている。

「お前……絵画の値段を知っているのか？」

　それは貴族の商品であり、だからあの商人は身なりが良く、それでいて上品だったのだ。

　一いつ介かいの湯屋の主人に手を出せるような代しろ物ものではない。

「うう、じゃが、あんな……」

　ホロは泣きそうな顔で、僧そうたちの歩いて行った方角を見やる。密集した建物のはるか向こうに、アティフの大聖堂の鐘しよう楼ろうが見える。

　教会の者たちが、その資力によって発注したのだろう絵は、素す晴ばらしい出で来き栄ばえだった。まさに目の前の様子をそのまま画布に閉とじ込こめたかのようだ。ホロがどれだけ羽ペンを操あやつったって、あの出で来き栄ばえには敵かなわない。絵にはそれだけの威い力りよくがある。

　それゆえに、貴族は自分の絵を残し、教会には聖典の内容を記した絵がある。

「だめだ、だめだ、それだけはだめだ」

「……」

　ホロはなおも教会とロレンスの間で視線を往復させていたが、やがてがっくりと肩かたを落とした。ホロはその手練手管でロレンスの財さい布ふの紐ひもを緩ゆるめさせるが、それもきちんと財さい布ふの中身を把は握あくしてのこと。真しんに無茶なことは言いはしない。ロレンスの態度から、絵画の値段を察したのだろう。

　最後には、フードとスカートの下で膨ふくらませていた耳と尻しつ尾ぽを、しゅんとさせていた。

　おそらく単に絵を見ただけならば、こうも強く願わなかったに違ちがいない。ホロも旅の中で絵を見たことくらいあるが、それをねだることはなかった。

　しかし、自分と顔立ちがそっくりな娘むすめと、子供の頃ころから知っているコルが描えがかれていたのがよくなかった。ならば自分も、と思っても仕方がない。

「ほら、そんな顔するなよ」

　ロレンスはホロの肩かたに手を置くが、ホロは無反応。

　ため息をついて、財さい布ふを漁あさるともう一枚の銀貨を握にぎらせた。

「これならたっぷり羊皮紙数枚分は、町の美う味まいものと、宴えん会かいの様子を文字にできるだろう？」

　いつもなら目を輝かがやかせるだろうに、ホロはなおも沈しずんだまま。

　とはいえ銀貨はしっかり握にぎっているので、見た目ほど意気消しよう沈ちんしているわけではなさそうだ。

　少しだけ考えてから、こう言った。

「あるいは、無む駄だ遣づかいせずに絵具えのぐの代金を貯ためていく、という選せん択たく肢しもある。幸い、昔の旅の途と中ちゆうに知り合った絵画商にも、伝つ手てがあるし」

「……そんな豚ぶたがおったのう」

「羊のユーグさんな」

　ロレンスも昔よりかは稼かせいでいるので、ホロが喜ぶままに緩ゆるめてしまう財さい布ふから出る金額は、それなりのものになっている。その手の無む駄だ遣づかいをきっちり貯ためていけば、結構な金額になるに違ちがいない。

　そして、めそめそしつつも、賢けん狼ろうホロだ。しゅんとした狼オオカミの耳の下で、多分そのあたりのことをきちんと考えている。

　となると、いつだって戦う相手は、己おのれの中の欲なのだ。

「……あ、預かってて……くりゃれ」

　ホロはそう言って、手に握にぎりしめていた銀貨を向けてくる。

　ロレンスが驚おどろいてしまったのは、ホロの手がぷるぷると震ふるえているからではない。

　それほどまでに鰊にしんの揚あげ物ものと冷たい麦むぎ酒しゆを手放し難がたいのに、ホロは節約を選んだ。

　あの、ホロが！

　ロレンスはホロの気持ちに強く打たれつつ、冷静な商人らしい判断も忘れていなかった。

「とりあえず、今日は一枚だけでどうだ？」

　ホロの手から銀貨を二枚受け取って、その一枚をホロに返す。

「千里の道も一歩から。毎日続けることが大事だからな」

　揚あげたての鰊にしんと麦むぎ酒しゆが戻もどって来きたことに、ホロは目を丸くしてロレンスを見やる。

　そして、もう二度と離はなすまいとばかりに、銀貨を両手で握にぎりしめて胸に当てる。

　そんなホロの様子にロレンスはついに笑ってしまい、睨にらまれた。

「一いつ攫かく千せん金きんばかり狙ねらって、何度も酷ひどい目に遭あってきたぬしにだけは笑われたくありんせん！」

「……その点は、反省している」

「ふん！」

　ホロはそっぽを向くが、その横顔はさほど不ふ機き嫌げんそうではない。絵画への道も開け、美う味まい物も食える。禁欲がなにかを生み出すわけではない、とホロは以前に言っていた。

　なにかのためになにかを諦あきらめるなんてのは、本当は正しくないのだから。

「じゃあ、買い物に行ってこい。俺おれはデバウ商会で船の手配をしてくる。待ち合わせは、デバウ商会でいいな？　人に道を聞けばわかるよな？」

「わっちゃあ賢けん狼ろうホロじゃ。子供ではありんせん」

「そうでしょうとも」

　ロレンスは答え、付け加えた。

「子供じゃないなら、俺おれの分もきちんと鰊にしんを買ってこいよ」

　するとホロは嫌いやそうにロレンスを横目に睨にらんでから、言い返す。

「その分はぬしの勘かん定じようじゃからな」

「……元は俺おれの金……わかった、わかったよ」

　牙きばを剝むいて唸うなられて、ロレンスはすぐに身を引いた。

「麦むぎ酒しゆは冷たいやつを選べよ」

「わかっておる！　このたわけ！」

　そんな捨すて台詞ぜりふと共に、ホロは荷台から降りるとたちまち雑ざつ踏とうに紛まぎれてしまう。

「まったく、賢けん狼ろうの名が泣くな」

　ホロは老ろう獪かいなようでいて、時に娘むすめのミューリよりも子供っぽい。

「まあ、だからこそ飽あきないんだろうけれど」

　ロレンスは自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいて、頭を搔かく。

「しかし、絵画かあ……」

　ホロが半泣きになるくらいの願いを却きやつ下かしたのは、吝りん嗇しよくからではない。絵画は実際に恐おそろしく値が張ってしまう。頭の中に入っている帳面をめくってみても、費用を捻ねん出しゆつするのは難しい。絵を描く職人の手配はともかく、絵の具の調達に莫ばく大だいな費用が掛かかる。

　だから、あの聖職者たちがあの絵画を発注したことにも、ちょっと思うところがある。彼かれらは確かに信しん仰こう心から絵を飾かざろうと思ったのかもしれないが、あっさり発注できてしまうだけの資金力や、その金でほかになにができたかを考えないあたりが、改革だの正しい信しん仰こうだのを口にしつつも、特権階級の癖くせが染しみついている、とロレンスなどは思う。

　とはいえ彼かれらの浮うき世よ離ばなれを非難するなんて今更だ。

　目下考えるべきは、資し金きん繰ぐりだ。

「ない物は、手に入れるしかないよな」

　できればてっとり早く、それなりの金額を。

　ホロにはにべもなく切り捨てられたが、ロレンスにもまだ商人としての矜きよう持じがある。

　この町には、前々から気になっていた商取引がある。

　ロレンスは荷馬車をデバウ商会に向けて、ゆっくりと走らせたのだった。







　デバウ商会は、大陸北部一帯に勢力を広げる大商会である。各地に支店を置き、もちろんこのアティフにも立派な商館を構えている。

　十年以上前、デバウ商会が巻まき込こまれた大おお騒さわぎに少し手を貸した経けい緯いから、長いこと懇こん意いの間柄であった。しかも、コルとミューリの手紙に、アティフではデバウ商会に世話になったと書かれていたので、その礼も兼かねて訪おとずれた。

　商館を預かる支配人はもちろん下にも置かぬ様子で歓かん迎げいしてくれたのだが、その様子がやや大げさに感じられた。そう言ってよければ、強こわ張ばった笑えみの向こうでなにかに怯おびえているようでさえあった。それも、コルとミューリの名を出した途と端たんに。

　二人からの手紙では、山あり谷ありではあるものの、全体的には順調な旅の様子しか書かれていない。もしかしたら、そこには書かれていないなにかがあるのでは……と思いつつ、ロレンスの一挙手一投足を見み逃のがさず、最上級の敬意を示そうとする支配人を問とい詰つめるのは、なにか悪い気がする。

　そんなこともあって、いくつかの事務的な確かく認にんをするにとどめ、それから船が発たつまでの間、商館に泊とめてもらえないかとお願いした。

　あっという間に商館の中でも最も良い部屋をあてがわれた後、ロレンスは荷物を置いてから、最後にひとつだけ支配人に質問した。

　その結果赴おもむいたのが、アティフの港町でも最も活気にあふれた港であり、その港の中でも最も熱いと評判の場所だった。

　港には様々な店や商会、それに職人の工こう房ぼうが軒のきを連ねているが、その一角に、軒のき先さきに鰊にしんをかたどった鉄の看板が下がった建物がある。一見すると魚料理専門の酒場にも見えるが、そうではない。

　ロレンスが扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、顔を叩たたくほどの声と熱気が飛び出してきた。

「おお！　見ろ！　ガボン商会がでかく張りやがった！」

「さあさあ、いないか、いないか！　張る奴やつはいないか！」

「どういうことだ、ガボン商会はなにか摑つかんでやがるのか？」

「いいや、まだ収しゆう穫かく祭の前だぞ、来年の春の海の様子などわかりっこない。ましてや気まぐれな南の海の魚のことがわかるものか！」

「早耳、早耳はいらんか！　北の海から持って帰ったばかりの早耳はいらんか！」

　むせ返るような熱気は、詰つめかけている人々の興奮と、手にした強そうな酒に、山盛りの魚の揚あげ物もののせいだろう。それに、なぜか天てん井じようからは燻くん製せい鰊にしんがぶら提さげられて、余計にその場の空気を濃こいものにしている。

　どう見ても博ばく打ちうちのたまり場なのだが、そこにいる者たちの身なりは総じて良い。

　だが、教会に絵画を収める絵画商のような上品さはどこにもなく、暇ひまさえあれば手元の銀貨の縁ふちを削けずっているような、金の亡もう者じやどもだ。

「なんだ、見ない顔だな」

　と、戸口で立たち尽つくしていたら声をかけられた。両の耳に羽ペンを挟はさみ、手には分厚い台帳を持っている。そこには数字と名前の略記らしい文字がびっしり記されている。

「酒場と間ま違ちがえたんならとっとと帰りな」

　波は止と場ばは荒あらくれ者ものの集つどう場所で、誰だれも彼かれもが喧けん嘩かっ早ぱやい。

　ロレンスはやや圧あつ倒とうされつつも、すぐに調子を取とり戻もどす。

「デバウ商会から、参加権を融ゆう通づうしてもらいまして」

「ふん？」

　酒焼けした顔を脂あぶらでてかてかさせた髭ひげ面づらの男が、ロレンスの取り出した羊皮紙をひったくる。

　そして、さっと目を通すと乱暴に押おし返かえしてきた。なにやら凄すごみのある笑えみと共に。

「いようし、今日からあんたも我らが船の乗り組み員だ。もっとも、向かう先が天国か地じ獄ごくかまでは、保証できねえがな！」

　がははと笑って痛いくらいに肩かたを叩たたかれると、男は耳に差していた羽ペンを手に取った。

「それにしても、あんたはいい時期に来たな！　今年の取引はつい数日前に始まったばかりだから、どっちに向かうかまだまだわからない。今が一番面おも白しろい時期だぜ！　さあ、どっちに張るんだ？　価格表はあそこだ！」

　壁かべには床ゆかから天てん井じようまで届く大きな掲けい示じ板ばんがあり、無数の数字と、随ずい分ぶん可愛かわいらしい感じの魚の絵が描えがかれていた。その掲けい示じ板ばんの横に立てかけられた梯はし子ごには、小こ僧ぞうたちがしがみついていて、忙いそがしそうに書かれた数字を書かき換かえていく。市場の競せりで時折見かけるもので、ここもそのうちの一種だ。

　ただ、元行商人として世界を回り、大体の商品は取とり扱あつかったことがあると自負するロレンスでさえ、ここの商品は噂うわさにしか聞いたことがなかった。

「さあさあ、張った張った！　春に笑うも泣くもよし！　すべては母なる海の思おぼし召めし！」

　そんな煽あおり文句に、場の空気がさらに熱くなっていく。

　ロレンスが訪おとずれたこの建物は、鰊にしんの取引所ならぬ、鰊にしんの卵の取引所だった。







　鰊にしんは大量に獲とれる。とにかくたくさん獲とれる。そうでなければ、どんな山やま奥おくにいても格安で手に入れられるはずがない。

　だから誰だれしもが一度は必ず口にしたことがあるはずなのに、実は多くの者が口にしたことのない部位がある。

　それが、鰊にしんの卵だ。

「去年は不漁、一昨年は豊漁、その前の年も豊漁で、その前となると五年に渡わたって大豊漁だ。ということは、今年は悪くて豊漁、場合によっては未み曽ぞ有うの大豊漁もあり得るだろう」

「馬ば鹿か野や郎ろう、鰊にしんの豊漁不漁なんぞに意味はない。結局、鰊にしんの腹にどれだけたっぷり卵が詰つまっているかだろう？　その点、今年の鰊にしんは肉付きが良くて、上々の体格だ。冬の終わりにははち切れんばかりの卵を抱かかえているだろうな！」

「おいおい、お前らは商あきないを始めたばっかりの小こ僧ぞっ子こか？　売る奴やつと買う奴やつがいてこその商あきないだ。鰊にしんの話ばっかりしていても、肝かん心じんの買い手がいなけりゃ値段はわかるまい。要よう諦ていは鰯いわしにありってな」

「そういうお前は南の情報を持っているっていうのか？」

「へへへ、さあて、どうかねえ」

「くそ、なにか摑つかんでやがるのか！」

　そんなやり取りが延々と、あちこちのテーブルで繰くり広ひろげられている。口にするのは鰊にしんに関する情報と、南の地方についての噂うわさ話ばなし、特に夏の天気と、「鰯いわし」の漁ぎよ獲かく高の話だった。

　鰊にしんの卵は人が食べるのではなく、鰯いわし漁の餌えさに用いられるのだ。そして鰯いわしは鰊にしんよりも豊漁不漁の差が激しいため、つられて撒まき餌えの鰊にしんの卵も値段が極きよく端たんに変動し、価格が乱高下する。

　商人は猫ねこみたいなものだから、値ねが大きく動く商品にはつい目を奪うばわれ、飛びかかるという寸法だった。

「あ～、俺おれが魚だったら、南の海に潜もぐって鰯いわしに直接今年の様子を聞いてくるのになあ！」

　商人の叫さけび声ごえに、場の全体がどっと笑った。

　ここにいる商人たちは皆みな、来年の春ごろに獲とれる鰊にしんの卵の値段に賭かけるため、様々な地方から遠路はるばるこのアティフまでやってくる。多くが富ふ裕ゆうな商人で、ロレンスからすると眩暈めまいがするような金額を平気で賭かける。

　値段の乱高下ならば小麦などでも同じだが、生活必ひつ需じゆ品である小麦はどこの町も規則で投機が禁じられている。下手をすれば買かい占しめ屋だとみなされて、断頭台に送られる可能性まであるのだ。

　その点、鰊にしんの卵を食べるのは鰯いわしなので、どれだけ買かい占しめたって鰯いわしは怒おこらない。

　また賽子さいころや札遊びの博ばく打ちではないので、教会からのお咎とがめもない。

　この世でも数少ない、商人のために神が誂あつらえてくれた取引と呼ばれていた。

　そういうわけで多くの商人が集まっているのだが、そもそもアティフが周りの港町を大きく引ひき離はなして発展したのは、この鰊にしんの卵取引のおかげであると言われている。富ふ裕ゆうな商人が集まれば、それだけで町に金が落ちる、金が落ちればあらゆる取引に活気が出て、尚なお更さら人が集まるようになる。

　ロレンスはそのある種お祭りに近い雰ふん囲い気きの取引所に、見学がてら、賭かけに来たのだった。

「では、私は買いでお願いします。小さい金額でお恥はずかしいのですが」

「へへ、なあに。テーブルにリュミオーネ金貨を積み上げている連中も、最初は銀貨一枚で始めたような奴やつばかりさ。中には大損して尻しりの毛まで抜ぬかれたのに、その恨うらみを晴らさんとばかりに鰊にしんの腹から卵を取り出す仕事で種たね銭せんを稼かせいで、懲こりずに舞まい戻もどったなんて奴やつらもいる。神の御ご加護があらんことを！」

　ロレンスから銀貨を受け取り、帳ちよう簿ぼに数字を書かき込こんでいく男は、実に楽しそうだ。

「しかし、買いで本当にいいのかね？」

　そんな台詞せりふを、買い注文を書き終えてから向けてくる。

「今年は南の海は晴ればっかりだったらしくてな。晴れが多いと大体、次の季節は鰯いわしが不漁になるんだが」

　そうやって不安を煽あおるのは、注文を取り消す手数料をせしめるためか、あるいは情報を集めるためか。

　なんにせよ、ロレンスもその手にのるほど初う心ぶではない。

「神のお告げがありまして」

　男はにやりと口を歪ゆがめていた。

「ま、注文はいつでも受け付ける。春の感謝祭が最終取引日だ。とはいっても、そこまで注文を抱かかえ続ける連中はまずいないがね」

　デバウ商会で聞いた話では、この場にいるほぼすべての商人が、鰊にしんの卵そのものには関わらないのだという。値段の上下にだけ賭かけをして、ほとんどは途と中ちゆうで賭かけを手じまいするらしい。この大おお騒さわぎの最終日には、実際に鰊にしんの卵を加工したり運うん搬ぱんしたりして南の漁師や商会に売る商人たちがやって来て、南からの注文に応じて卵を引き取っていく。

　なんとも不思議なやり取りだが、この取引所があるおかげで、鰊にしん漁を行う漁師たちは、まだ獲とれていない鰊にしんの卵をここで売り、先に代金をもらうことができる。そうすることで、仮に後で南の鰯いわしが大不漁だと判明し、餌えさとなる鰊にしんの卵の価格が暴落したとしても、漁師たちはすでに代金を受け取っているから一安心できる。逆に卵の価格が上がったら悔くやしい思いをすることにはなるが、多くの漁師は安定を選ぶ。

　そして、漁師とは逆に物事を考え、無む謀ぼうな賭かけが大好きな商人たちは、実際の卵の需じゆ要ようがわかるまでの秋から春までの間、鰊にしんの卵の価格に運命を託たくすわけだ。

「新たな船の仲間にも、神の御ご加護があらんことを」

　男はそう言ってロレンスの肩かたを叩たたき、別の商人に呼ばれてのっしのっしと歩いていった。

　その間にも掲けい示じ板ばんの価格は刻々と変わっていく。まだ鰊にしんの腹には卵がなく、その卵を食べるために集まってくる鰯いわしさえいない。ここでは、空想の鰊にしんの卵が取引されているのだ。

　ニョッヒラの山やま奥おくで湯屋を営んでいると忘れてしまう、商人たちの不思議な世界。

　ロレンスは、この場の空気を胸の奥おく深ふかくまで吸すい込こんで、楽しさについ笑ってしまう。

　とはいえ、単に昔を思い出しに来たのでも、闇やみ雲くもに賭かけをしにやって来たわけでもない。ロレンスにはしっかりと、勝算があった。

　ニョッヒラの湯屋には南からの客が大勢やって来るから、北の山やま奥おくの辺へん鄙ぴな場所の湯屋の主人とはいえ、南の海の情報に疎うといわけではない。夏場に川の上流で降る雨にこそ、鰯いわしの豊漁不漁がかかっていると南の客から聞いたことがあったのだ。

　しかも、ロレンスには心強い味方までいる。毎日毎日崇あがめ奉たてまつり、尻しつ尾ぽを褒ほめ、酒と美う味まい食い物をお供えしているのは、ほかならぬ麦の豊作や凶きよう作さくを司つかさどり、神とまで呼ばれていたようなホロなのだ。昼ひる寝ねでまどろんでいるところに、鰯いわしと雨の関係を聞いてみたことがある。

　すると、雨が降って山の滋じ養ようが川に溶とけ込こめば、川の魚もよく肥えるらしい。それは川の流れる先の海でも事情は同じだろうから、川の上流での雨は、巡めぐり巡めぐって海の豊漁をもたらすと見て間ま違ちがいないだろう、とのことだった。

　そして、今年の夏は川の上流で随ずい分ぶん雨が降ったと聞いた。おかげで夏の麦が不作気味で価格が上がり、釣つられてほかの食料品も値が上がっているのを知っている。この分なら、鰯いわし漁が始まれば鰯いわしにも高い値がつくに違ちがいなく、その漁に用いられる餌えさもまた高くなるだろう。

　とにかくそれらの情報を足し合わせれば、勝ちは見えている。

　しかもこの賭かけはいわゆる博ばく打ちと違ちがい、目算がどれだけ外れたって、最低でも鰊にしんの卵は手に入れられる。いつだったかの武具の取引のように、身みの丈たけを越こえた損はあり得ないし、鰊にしんの卵が無料にならない限り、丸損でさえまず起きない。

　完かん璧ぺきな計算だった。

「俺おれもまだまだ商人としてやれるはず。あいつの絵の足しにもなるし、一石二鳥じゃないか」

　自画自賛のロレンスは、もちろん賭かけ金きんも慎しん重ちように決めた。昔のように全財産を賭かけるようなことはせず、慎つつましく、トレニー銀貨を数枚というところだ。

　ここでの賭かけと、これから先の旅でなにか儲もうけ話を見つけて、と積み上げていけば、小さな絵ならば注文できるかもしれない。

　ホロはきっと、喜んでくれるだろう。

「もっとも、あいつのためとはいえ、この手の取引は内ない緒しよにしとかないとな。またなにを言われるかわからん」

　ホロは豪ごう放ほう磊らい落らくに見えて、案外堅けん実じつなのだ。

　ロレンスは取引所から出ると、すんすんと自分の体の匂においを嗅かいでみる。酒と揚あげ物ものの匂においにホロが気がつかないはずもなく、どこに行っていた、という話になる。

　デバウ商会に帰る道すがら、羊肉を焼く屋台の前でたっぷりと煙けむりを浴び、大蒜にんにくの串くし焼やきと魚のごった煮にを買って、お土産みやげにしたのだった。







　宿しゆく泊はく初日は、デバウ商会からの歓かん待たいもあって、随ずい分ぶん夜よ更ふかしをしてしまった。

　しかし船は十日以上先のものまで満まん杯ぱいということなので、慌あわてたってしかたない。これまで野宿が続いたこともあり、疲つかれた体を休めるには良い頃ころ合あいだろう。

　翌日、ロレンスはいつもの習慣で日の出とともに目を覚ましたが、もちろんそのまま起き上がることなどせず、二度寝ねに戻もどる。こうも心ここ地ち良よければ、いつもホロが起床の際にぐずる理由もよくわかる。そんなことを思いながら二度寝ねの気持ち良よさに身を任せ、だいぶ日も高くなってから、ようやく目を覚ました。

　さすがにそろそろ起きないとまずいか、と思いつつ、いつもの習慣で毛布の中の毛皮を探す。昨日は商会から湯を借りて丹たん念ねんに洗っていたので、ホロの尻しつ尾ぽはこれ以上ないくらいにふわふわになっていた。

　怠たい惰だな二度寝ねには、尻しつ尾ぽごと高めの体温のホロを抱だきすくめるのが一番だ……と手をごそごそさせていたのだが、ロレンスはようやくのことで目を開いた。

「……ホロ？」

　放っておけばいつまでも眠ねむりこけているはずのホロの姿が、そこにはなかった。ベッド脇わきの椅い子すの背もたれを見やると、ロレンスの外がい套とうだけがかけられていて、ホロのローブはない。

　昨晩は随ずい分ぶん飲んでいたから、てっきり昼まで眠ねむりこけていると思ったのだが、どこに行ったのか。

「……そのうち帰ってくるか……」

　ロレンスはそう呟つぶやき、あくびを挟はさむ。ホロがいないのならば、起きたところで手て持もち無ぶ沙さ汰ただ。寝ね返がえりを打って、目を閉じる。

　しかし、ホロがいないとわかると、急に毛布の中が冷たく感じ、部屋の静けさまで増したような気がする。挙句にくしゃみがでるにあたって、ロレンスは拗すねるように背中を丸めた。

　これではまるで、寂さびしさで一人寝ねもできないようではないか、と。

　なにか悔くやしくて、意地でも三度寝ねをしてやるとぎゅっと目をつむっていたのだが、なかなか眠ねむ気けは訪おとずれない。静けさばかりが耳につき、落ち着かなかった。

「……」

　意地を張らずに探しに行こうか。

　そんなことを思い、まさに起き上がろうとしたその時、部屋の扉とびらが開いた。

「なんじゃ、ぬしはまだ寝ねておるのかや」

　ちょうど扉とびらのほうを向いていたために、目が合うなり、ホロがそんなことを言う。

　ロレンスが朝あさ寝ねをするのは、湯屋が暇ひまになるごくわずかな時期だけであり、普ふ段だんはぐずるホロを起こす役目だ。この旅路でも、野宿の時はホロより先に起きて、朝飯の準備や火熾しに忙いそがしかった。

　ベッドに一人残されていたこともあり、ロレンスが憮ぶ然ぜんとしていると、ホロは欠片かけらも気にしたふうではない。窓まど際ぎわに置かれた木樽だるに手を伸のばし、昨晩の残りの葡ぶ萄どう酒しゆをコップに注ぐや、かっとひと息に飲みほしていた。

「けふっ」

　朝から元気だなと呆あきれていると、服の袖そででぐいと口を拭ぬぐったホロが、勢いよく振ふり返かえる。

「ほれ、ぬしよ、いつまでも寝ねておるではない。さっさと出かける準備をしんす！」

　ロレンスは毛布の下で、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「出かける……？　どこにだ？」

「町に決まっておるじゃろう！　ほれ、このとおり、めぼしいところも聞き集めてきんす」

　ホロがそう言って、ようやくその手にぼろ紙を持っていることに気がつく。

「ぬしも昨晩賛成したじゃろうが」

「昨晩……？　はて……」

　ロレンスはのそのそと起き上がり、ぼんやりする頭で、思い出そうとする。

　昨晩は魚料理に舌した鼓つづみを打った後、洗いたてのホロの尻しつ尾ぽを膝ひざに乗せながら、まだ酒に変わりきっていない甘あまい蜂はち蜜みつ酒を一いつ緒しよに飲んでいた。野宿とは違ちがい、そのまま眠ねむりこけても構わない気楽さから、ずるずると飲み続けてしまった。結局蜂はち蜜みつ酒では物足りなくなって、蒸留酒の栓せんを開けていたことを思い出す。

　そこから、あまり記き憶おくがない。

　幸いに二ふつ日か酔よいではなかったが、ベッドの前に腕うで組ぐみをして立って、ロレンスのことを見下ろすホロの目は、飲んだくれの亭てい主しゆを責めたてるそれだ。

　ロレンスが首をすくめていると、ホロはため息をついて、椅い子すの背もたれから引っぺがした外がい套とうをロレンスに放り投げた。

　頭に覆おおいかぶさる外がい套とうをもたもた手に取っていたら、ホロがこんなことを言った。

「船が出るまで時間があるじゃろう？」

「ん？　ああ、積み荷でいっぱいらしくてなあ……。この季節は南の地方から来る夏麦と、北の地方との毛皮の交こう換かんで忙いそがしいんだよ。ええっと……それで？　町の見物なら、一日もあればすぐに終わると思うし、筆記用具ならデバウ商会に手配を頼たのんでいるが……」

　しかし、ホロの手にはなにやら紙が握にぎられている。あの自じ堕だ落らくなホロが早起きをして、なんらかの情報を聞き集めてきたらしい。

　ロレンスはあくびを嚙かみ殺ころし、時折突とつ拍ぴよう子しもないことをする旅の伴はん侶りよの顔を見上げた。

「で、なにをしに行くんだ？」

　ふんすと鼻からため息をついたホロは、手にしていた紙をロレンスの顔に突つきつけた。

「わっちが身を粉にして働く話じゃ！」

　どうやら昨晩の酔よいが残っているようだぞと、ロレンスは思ったのだった。







　アティフの賑にぎやかな町に出れば、ロレンスが大あくびをする横で、ホロが熱心に手元の紙を覗のぞき込こんでいる。いつものホロのへたな字であれこれ書かれていて、基本的には町にある仕事の種類らしかった。

　ホロは誇ほこり高たかい狼オオカミではあるが、勤勉かと言われると甚はなはだ心もとない。ましてや旅の途と中ちゆうに、町の見物やら名物の食い物を食べ歩きもせずに働くなど、よほどのことだ。

　そして話を聞けば、やっぱり昨日のことが原因だった。

「子のように、絵が欲ほしいと喚わめいたところで、ぬしのない袖そでは振ふれぬ。それに、結局はわっちの酒と飯を買うための財さい布ふじゃからのう」

「その真理に気がついてくれて俺おれは嬉うれしいよ。できれば、行商人時代から知っていて欲ほしかったけどな」

「たわけ。それで、絵の値段も聞いてきたんじゃが、これはまあ……ぬしが即そく座ざに却きやつ下かするのもわかりんす」

　なんだかんだ目め敏ざとく頭の良いホロだから、物の相場はそこいらの町娘むすめよりよほど把は握あくしている。

「炭やらで布に描えがく程度のものなら、数日間黒パンと水で過ごせば描いてもらえなくもないが」

「……」

　ホロはその言葉に、ロレンスのことを睨にらみつける。

「どうしてミューリのたわけがあんなに立派に描えがかれておるのに、このわっちが炭で真っ黒な顔を晒さらさねばならぬのじゃ？」

　御おん年とし数百歳さいの賢けん狼ろう様。

　けれどロレンスはホロのことをよく知っている。

　その巨きよ大だいな狼オオカミの牙きばの下には、娘むすめのミューリよりも乙おと女めな姿が隠かくれているのだ。

「それはそうだな。ミューリとお前の可愛かわいさは全くの互ご角かくだが、威い厳げんのある分、お前のほうが絵にしたら映はえるだろう」

　大人げないなどとおくびにも出さず、そう言ってやる。もちろん言葉に噓うそがあるわけではないので、人の噓うそを聞き分ける耳を持つホロも御満まん悦えつだ。

「ぬしもようやくわかってきたようじゃな」

「恐おそれ入いります」

　わざとらしく答えてやると、ホロは堪たえきれずに笑いだし、ロレンスも笑ってしまった。

「で、お前はどこで金を稼かせぐつもりだ？　賑にぎやかな町だから、臨時雇やといの仕事にも困らないとは思うが……この印がついてるのは？」

「んむ。わっちに相応ふさわしい仕事じゃと思いんす」

　賢けん狼ろうホロに相応ふさわしい仕事。

　ロレンスはそんなことを胸中で呟つぶやきつつ、ホロの覚書を見せてもらったが、得意満面のホロをよそに、やや乾かわいた笑いが出てきてしまう。

「パン屋の売り子、酒屋の売り子、腸ちよう詰づめの切り売り露ろ店てん……って、全部食い物関係だな」

「よさそうじゃろ？」

　どういう意味でよいかは聞かないでおく。

　おおかた、つまみ食いでもできると思っているのだろう。

　ロレンスは思うところがありつつも、こう言った。

「お前が看かん板ばん娘むすめをやるなら、店主は喜んで雇やとうだろうさ」

「じゃろう？」

　口はうまいし、笑え顔がおが似合うし、三さん角かく巾きんと前まえ掛かけをつけて店の前に立てば、たちまち行列ができるはず。

　そこに疑問は全くないが、ロレンスは、ホロが知らないことをひとつだけ知っている。いや過去の行商の旅を思い返せば、ホロが忘れてしまったこと、というほうが正しいかもしれない。

　とはいえそれを口で言ったって、ホロは認めはしないだろう。

　体験してみないとわからないことが、世の中にはたくさんある。

「ま、頑がん張ばってくれ」

　ロレンスはそう言って、紙をホロに返す。

「飲んだくれの駄だ目め亭てい主しゆは、部屋でのんびりさせてもらうよ」

　ホロは快かい傑けつな笑え顔がおを見せて、笑ったのだった。







　ホロは即そつ決けつでパン屋の売り子に雇やとわれていた。旅人の往来が活発な時期な上、船が立て続けに入港したらしく、パン屋には保存がきく乾かんパンに飽あき飽あきした客が、焼き立てのパンを求めて殺さつ到とうしているらしい。挨あい拶さつもそこそこに、今すぐ店に立ってくれと言われていた。

　意い気き揚よう々ようと前まえ掛かけをつけるホロに手を振ふってから、ロレンスは店を後にした。

　その後は港をうろうろして、アティフに集まる商品の値段や質を調べたり、いつも仕入れを行っている商会に挨あい拶さつに行ったりした。それから、アティフで粉物を扱あつかう商会も何軒けんかめぐってみた。以前小麦の仕入れで痛い目に遭あったこともあったし、それでなくてもいつもの産地の麦より安い物が出回っているかもしれない。麦の産地にも流は行やり廃すたりがある。

　それに、やはり賑にぎやかな町の商店は、見ているだけでわくわくする。

　湯屋の経営がつまらないわけでは決してないが、呆あきれるほどの数の品々を、どんなふうに仕入れてどこに持っていけば高く売れるだろうか、と考えるのはまた別の楽しみだ。

　昼飯を露ろ店てんの立ち食いで済ませ、ロレンスは駆かけ出だしの頃ころに戻もどったような気分で、アティフの商取引をつぶさに見て回っていた。ついでに鰊にしんの卵の取引所も覗のぞいてみたが、卵の価格は上がっていて、ほくそ笑えむ。

　そうこうしていたら時間はあっという間に過ぎ、教会の鐘かねが高らかに鳴らされたところで我に返った。一日の終わりを告げる合図で、一部の店を除いて閉店を知らせる鐘かねでもある。ホロの仕事も終わりだろう。

　一日中立ち仕事で喋しやべりどおしだろうと思い、ロレンスは仕し込こみたてだと言われた林りん檎ご酒を買って、デバウ商会に戻もどった。下女からは、すでにホロが戻もどって来きていることを知らされる。

　ロレンスは部屋の扉とびらを開けて、やれやれと笑った。

「お疲つかれ様さま」

　ホロは分厚い服を脱ぬぎ捨すてて、寒そうな軽装のまま、ベッドにうつぶせで突つっ伏ぷしていた。

　ピクリとも動かず、自じ慢まんの毛並みの尻しつ尾ぽはぼさぼさだ。

　部屋には焼き立てのパンの匂においが充じゆう満まんし、おそらく発生源はホロだろう。

　今のホロを抱だきしめたら、物もの凄すごくいい匂においがするに違ちがいない。

「晩飯はどうする？」

　そう尋たずねても、ホロは動かない。寝ねているわけではなさそうだが、と思いながら林りん檎ご酒の入った小さな樽たるをテーブルに置けば、そこに袋ふくろがあった。紐ひもを解いて開けてみると、店の主人からもらったのだろう、お土産みやげのパンが入っていた。どれも美お味いしそうだが、手をつけられているようには見えない。食い意地の張ったホロならば、愛いとしい旦だん那な様の帰宅を待ってから、などという殊しゆ勝しようなことなど考えるはずがない。

　ロレンスは苦笑いを滲にじませて、言った。

「良い匂においがするなんていうのは、最初だけだろ」

　どうせ働くのならば、美う味まそうな物と匂においに囲まれながら……と思ったのだろうが、何事も過ぎたるは及およばざるがごとしだ。

「ぬしは……知っておったな……」

　がらがらに嗄かれて、聞くだけで喉のどが痛くなりそうな声が、ベッドから聞こえてくる。

「知ってたからってお前に言っても、信じないだろうからな」

「……」

　ぼさぼさの毛並みの尻しつ尾ぽが持ち上がりかけて、力なく垂れる。

「いつだったか、水車小屋を作る現場に肉とパンを売りに行ったことがあっただろ。あれだって、商品をつまみ食いしてたのは最初だけなの忘れたのか」

「～～……」

　ホロは枕まくらに顔を押おし当あてたままなにか言って、ばたばたさせた足をぐいっと突つき出してくる。黙だまれ、足を揉もめ、ということだろう。

「金を稼かせぐのがいかに大変か、わかってくれたか」

　ベッドに腰こし掛かけると、ホロが裸足はだしで蹴けってくる。ベッド脇わきには盥たらいにぬるくなった湯と手て拭ぬぐいが置かれていたので、手て拭ぬぐいを浸ひたし、よく絞しぼってからホロの足を拭ふいてやる。小さくて、形の良い足だ。

　おそらくは下女が気を利きかして盥たらいに湯を張ってくれたのだろうが、気力を使い果たしたホロはそれどころではなく、服を脱ぬぎ捨すてたところで力ちから尽つき、ベッドに突つっ伏ぷしていたのだろう。

「ただ、記録に残すにはいい出来事だったんじゃないか？」

　笑いながら言うと、拭ぬぐっていないほうの左足で肩かたを蹴けられる。

「明日も行くのか？」

　そう尋たずねた瞬しゆん間かん、ホロの右足が手の中でびくりと震ふるえた。

　頭のほうを見やると、顔を上げたホロが、苦しそうに言った。

「……一日で逃にげ出だしたら、賢けん狼ろうの名折れじゃ……」

　旅人の臨時雇やといなど、一日や半日単位で働くのが普ふ通つうだから向こうも気にしないだろうが、そこは見み栄えっ張ぱりのホロだ。

「まあ、明日頑がん張ばったら、別の店から呼ばれたとか言えばいいさ」

　ホロは目を伏ふせて大きなため息をつくと、のそのそと体を起こし、ロレンスに引っついてくる。

「足が拭ぬぐえないんだが」

　まだ左足が残っているのに、ホロは幼子みたいにしがみついたまま動かない。

　一人で飄ひよう々ひようと世を渡わたっていけそうなのに、パン屋で一日働くだけで、この体ていたらく。

　ロレンスは笑ってしまうが、それだけ自分には弱みを見せてくれるのだと思えば、嬉うれしくもなる。

「ひと眠ねむりしたらいい。この季節は港に一晩中灯あかりが灯ともっているらしいから、見物がてら飯を食べに行こう」

　ホロの頭を撫なでると、三角の獣けものの耳がぱたぱたと揺ゆれる。そのたびに蝶ちようの鱗りん粉ぷんみたいに麦粉が舞まって、仕事の過か酷こくさが窺うかがえた。

「じゃあ、俺おれはちょっと自分の仕事の話をここの支配人と──っ？」

　立ち上がろうとしたところを、ベッドに引ひき倒たおされた。ホロはロレンスの胸から顔を上げようともしない。きっと、パン屋では一年分の愛あい想そを振ふり撒まいてきてしまったのだ。

　人見知りの気があるホロは、接客ですり減ったなにかを補給しようというのだろう。

　ロレンスが呆あきれつつも優やさしく笑い、ホロを抱だきしめ返すと、尻しつ尾ぽがぱたり、ぱたり、とベッドを叩たたく。

　商人の喜びは、誰だれかに必要とされること。

　それからほどなくして、ホロの小さな寝ね息いきが聞こえてきたのだった。







　結局ホロは意地で三日間パン屋に通い、トレニー銀貨一枚、とはいかなかったが、その半分くらいは稼かせいできた。支し払はらいは小こ銭ぜにだったので、その点も助かった。相場からするとかなり奮発した報ほう酬しゆうなのは、よほど真面目に働いたか、パン屋が儲もうかっていたのだろう。

　その代わり、ホロが身を粉にした部分は、ロレンスがせっせと穴あな埋うめすることになった。

　朝起きたら髪かみを梳とかし、服を着せ、パンをちぎって口に運んでやり、ぐずれば頭を撫なで、尻しつ尾ぽを褒ほめ、とロレンスは自分が給料を欲ほしいくらいだったが、こんな日々もたまには悪くない。

　そうこうして、パン屋通いの後、丸二日は自じ堕だ落らくに過ごして、ようやくホロは気力を取とり戻もどしたのだった。

「まったく、酷ひどい目に遭あいんす！」

　宿しゆく泊はくしている部屋で、昼飯の腸ちよう詰づめを嚙かみちぎりながら、ホロはそう言った。

　まるでロレンスに無理やり働かされたような口ぶりだが、指し摘てきすると長くなりそうなので、黙だまっておく。

「じゃが、ぴかぴかの銀貨一枚にならぬようでは、先は長いのう……」

「ゆっくり稼かせいでいけばいいさ。仕事はまだこんなにある」

　ホロが聞き集めてきた町の仕事を書き記した紙には、船の風待ちや駅馬車待ちの旅人向けだったり、急に人手が欲ほしくなる種類の仕事が書かれている。

　港での荷卸おろしなどは定番で、船から下ろされた豚ぶたの群れや羊の群れを追い立てる仕事などもある。船の掃そう除じもあれば、帆ほを繕つくろう針子などがあって、いかにも港町らしい。

　あとは食べ物の売り子がたくさん並び、文字の読み書きができると公証人の組合などで働けるようだった。

「食べ物系はもうこりごりじゃ」

　そう言って、腸ちよう詰づめにたっぷりの芥子からし種を乗せて、かぶりつく。

　すぐに辛さに首をすくめ、尻しつ尾ぽの毛を逆立てていた。

「そうなると、技術職か、力仕事になるな」

「う～……なにかないのかや。楽で単純な仕事は。利きき酒ざけの仕事とかあればよいのにのう」

　多すぎる食い物に囲まれる辛つらさをパン屋で味わったばかりなのに、ホロは懲こりない。

「混ざった麦粉の嗅かぎ分わけとかあれば、百人力なのにな」

　以前、湯屋で実際そんなことがあって、ホロとミューリの狼おおかみの鼻のおかげで、麦粉の混ぜ物に気がつけた。

「たわけ。あんなこと一日中やったら、向こう十日はなんの匂においも感じなくなってしまいんす」

　そうしたらまずい食事でも気がつかないから助かるが……とロレンスはこっそり胸中で呟つぶやきつつ、ホロが聞き集めてきた仕事の一覧に目を留める。

「これ、なんだ？」

「んむ？」

　行商人は様々な土地に行き、その場で臨機応変に商あきないをこなしていく。なので世の中についての知識はそれなりに自信があるのだが、そのロレンスでも知らないものがあった。

「かきまぜ娘むすめ？」

「あ、それがあったのう」

　胡桃くるみをまぜたパンを頰ほお張ばって、ホロは手をぱんぱんと払はらう。

「この商館で一日中縫ぬい物ものをしておる小こ娘むすめから聞いたんじゃがな、そういう仕事が港であるようなんじゃ」

「名前のとおり、かきまぜるのか？　なにを？」

「一番多いのは、麦じゃと聞いた。ふむ。わっちに相応ふさわしいではないか」

　麦をかきまぜる、と言われても全くぴんとこない。

「パン職人の手伝いとかか？」

　ロレンスの問いに、ホロは締しめの葡ぶ萄どう酒しゆをこっこっと飲み、ぶはあと幸せそうにため息をつく。

「それはもう嫌いやじゃと言っておるじゃろう。その仕事は、麦粉にする前の麦の手入れじゃ。ぬしが麦を扱あつかう時は、風通しの良い荷馬車に乗せるだけじゃからわからぬか」

　口を拭ぬぐったホロは、意い気き揚よう々ようと外がい套とうに手を伸のばし、ロレンスの分も放り投げる。

「麦が湿しつ気けですぐに悪くなることは知っておるじゃろ？　村でもそうじゃが、倉庫に入れておる間は、一日にできれば二回はかきまぜて、空気を入いれ替かえねばならぬ。特に湿しめっぽいやつらは外に干しておいたりのう」

「へえ、そうだったのか。質の良よし悪あしは確かに気にするが、どうやって品質を保っているかは気にしたことなかったな」

「ふん」

　と、ホロは腕うで組ぐみをして、なぜか責めるような目を向けてくる。

「まったく、ぬしは万ばん事じその調子じゃからな」

　ホロの後ろでは、ふさふさの尻しつ尾ぽがわざとらしく左右に揺ゆれている。いつも寝ねる時にはお世話になる、温かい毛皮だ。

「……俺おれがどれだけお前の尻しつ尾ぽに貢みついでいるかは、いつもの紙に書いてないのか？」

　ましてや、その本体となればいかほどか。昨日、一昨日の扱あつかいはもう忘れたのか。

「たわけ、まったく足りぬわ」

　そんなことを言うホロに、ロレンスはため息交じりに肩かたをすくめるしかない。

「とにかくじゃ。麦の手入れならばわっちも慣れたものじゃし、これは村でも町でも、女の仕事と相場が決まっておるらしい」

「それでかきまぜ娘むすめか」

　仕事には職分があり、縄なわ張ばりがある。隈くまなく知っているように見える町の中でも、男には気がつけない場所がたくさんある。

「かきまぜる時に謳うたう歌などもあると聞きんす。ちょっと楽しみじゃな」

　湯屋ではそういう騒さわぎにあまり参加しないが、ホロもたまには歌って踊おどりもする。

　麦の詰つまった大きな袋ふくろに腕うでを突つっ込こみ、機き嫌げんよく鼻歌まじりに仕事をするホロを想像して、それはそれで可愛かわいらしいだろうなとロレンスは思う。

「気を抜ぬいて、尻しつ尾ぽをふさふさ揺ゆらすなよ」

「わっちゃあ犬ではありんせん！」

　ホロに睨にらまれつつ、ロレンスとホロは手を繫つないで、港に向かったのだった。







　港で人に道を聞いて、件くだんの仕事があるという倉庫が立ち並ぶ区画に向かうと、確かにそこには多くの荷に揚あげ夫や商人たちにまじって、少なからぬ女性の姿があった。もちろんロレンスも港を訪おとずれれば女性がいることには気がついていたが、彼かの女じよたちがなんの仕事をしているのかまでは、気にしたことがない。

　かきまぜ娘むすめは仕事のため、真冬だろうと袖そでの短い服を着ているらしいが、倉庫のある区画にいる女性のほぼすべてが袖そでの短い服を着ているのを見て、己おのれの不明さに恥はじ入いるばかりだった。

「おお、お嬢じようさんも働いてくれるかね」

　道行く人に聞いていくと、かきまぜ娘むすめの仕事を統とう括かつしているのは、倉庫の近くにある公証人役場でペンを握にぎる小こ柄がらな老人だった。

　一見好こう々こう爺やだが、恐おそろしく日に焼けてしぼんだ皮ひ膚ふには、無数の切り傷やらが見て取れるし、指の骨が異様に太い。おそらく若い頃ころは荷に揚あげ夫として鳴らし、港の荷に捌さばきを担になってきたのだろう。

「この季節は何人いても足りなくてなあ。ちなみにお嬢じようさん、麦の扱あつかいは？」

「火を通しておらぬ麦からなら、芽を出してみせろと言われてもすぐに出すことができんす」

　麦に宿り豊作を司つかさどる賢けん狼ろうホロなら、本当にそれが可能だが、もちろん受付の老人は笑っただけだ。

「それは頼たのもしい。では早さつ速そく仕事に取とり掛かかってくれ。ああ、服は袖そでをまくってな。それがこの仕事の制服にもなる。素行の悪い荷に揚あげ夫に絡からまれたら、半はん袖そでの娘むすめたちが揃そろって味方をしてくれるはずだ」

「んむ」

　ホロが楽しそうに袖そでをまくりはじめるのをロレンスが見ていると、老人の視線を感じた。

「それで、旦だん那なは荷に揚あげかね？　見たところ読み書きはできそうだから、筆写の仕事かね。どっちもわんさとあるが……」

　突とつ然ぜん話を振ふられ、ロレンスはやや戸と惑まどう。

「いえ、私は……」

　ロレンスにも色々と仕事がある。ニョッヒラで請うけ負おった硫い黄おうの粉の販はん売ばい先を見つけたり、不足している小こ銭ぜにの当てを探さなければならない。

「んむ？　これは失礼、夫ふう婦ふではなかったか」

「ああ、いえ」

　と、ロレンスが答えようとしたところに、ホロが口を挟はさむ。

「このたわけはわっちにだけ働かせて、部屋で飲んだくれておるんじゃ」

「おい」

　ロレンスはあちこちの商会に手紙の類をしたためているのであって、決して遊んでいるわけではない。しかし作業のお供に蜂はち蜜みつ酒を舐なめているので、強く言い返すと後が怖こわい。

「ほっほ。蓼たで食う虫も好き好きと言うから、まあ、ろくでなしに惚ほれるのも責めはしないがね、苦労なさるぞ」

「んむ。すでに身に染しみていんす」

　歯の欠けた老人と笑い合うホロを前に、ロレンスはため息をつくしかない。

「ま、かきまぜ娘むすめたちは大たい抵ていがそんな感じだ。今いま更さら言うこともないか」

「仕方ありんせん。手のかかる奴やつほど、楽しいんじゃ」

　老人は呆あきれたように笑い、後ろに並んでいた次の娘むすめを呼んだ。

「というわけで、わっちゃあ健けな気げに働いてきんす」

「はいはい」

　ロレンスがため息交じりに返事をすると、ホロは随ずい分ぶん嬉うれしそうに笑っていたのだった。







　かきまぜ娘むすめの仕事はホロの性しように合あっていたらしい。港には色々な産地から麦が送られてくるから、単にそれらを眺ながめるだけでも楽しく、かきまぜる時にたくさんのことが知れてなお楽しいらしい。ふさふさの尻しつ尾ぽに麦殻からをくっつけて、ホロは眠ねむりに落ちる寸前まで、御ご機き嫌げんに仕事のことをいつもの日記に記しながら、ロレンスに語っていた。

　また、二日目の夜になれば、一いつ緒しよに働くかきまぜ娘むすめたちの話題も加わった。なんとニョッヒラで働く旅芸人の踊おどり子こもいて、お互たがいびっくりしたらしい。この時期はまだニョッヒラに向かっても客があまりいないから、しばらくここで小こ遣づかいを稼かせいでいるのだという。

　もちろん、かきまぜ娘むすめに最も多いのは地元の女たちで、そのほとんどが貧しい者か、寡か婦ふだった。当たり前だが、麦をかきまぜるだけの仕事が高給なはずもない。

　男たちがその仕事に就つけないのは、稼かせぐあてのない女たちのために仕事を確保して、彼かの女じよたちが身を持もち崩くずさないように、という意味合いがあるようだった。

　とはいえ、あの受付の老人が言ったように、身を持もち崩くずした結果、かきまぜ娘むすめにたどり着いた者も多いとホロは言っていた。好いた相手がろくでなしで、酒と博ばく打ちにすべてを取られてしまったのだと。

　まるでわっちらみたいでありんす、とホロは泣なき真ま似ねまでしてから、楽しそうに尻しつ尾ぽをぱったぱったさせていた。ホロはロレンスに意地悪な甘あま嚙がみをする時こそ、一番機き嫌げんがいい。

　そんなホロが元気よく港に働きに出るのを見送って三日目。

　ロレンスは、ホロの冗じよう談だんがあながち間ま違ちがいでもなかったなと、鰊にしんの卵取引所で思っていた。

「一体どういうことだ！　この取引所を閉へい鎖さするとは！」

　口々に商人が怒ど鳴なり、建物は揺ゆれんばかりだ。この時ばかりは酒も食べ物も出されず、鰊にしんの卵の価格を知らせる掲けい示じ板ばんもじっとしている。

　ロレンスが鰊にしんの卵取引所に来たのは、部屋で懇こん意いの商会に手紙を書いていたところ、デバウ商会の者が知らせを持ってきたせいだった。

　いわく、鰊にしんの卵取引所を巡めぐり、問題が起きているらしいと。

　そう言われて駆かけつけてみたら、取引所の閉へい鎖さなどという言葉とともに、怒ど号ごう飛とび交かう大おお騒さわぎになっていたのだった。

「神は占うらないを禁じておられます。そして、賭かけごととは占うらないにほかなりません」

　大金と欲望が飛とび交かう取引所には、最も似つかわしくない人物が立っていた。

　僧そう服ふくに身を包んだ、聖職者たちだ。

「ここで行われているのは鰊にしんの卵の取引であって、賭かけごとじゃない！」

　そんな声が上がり、大勢の商人たちに取り囲まれ、睨にらみつけられているにもかかわらず、いやだからかもしれないが、五人ほどの聖職者たちは怯ひるみもせず、凛りんとした姿勢を崩くずさずにこう言った。

「異なことを仰おつしやいます。ここではまだ存在しない鰊にしんの卵について、取引をしているとのこと。それは未来の吉きつ凶きようを占うらなう行こう為いに他なりません」

　四よ隅すみを綺き麗れいに切り落としたような理り屈くつを口にするのは、生き真ま面じ目めを絵に描えがいたような青年だ。

　服装からして、主司祭の地位にあるらしい。年ねん齢れいの割に随ずい分ぶん地位が高いので、よほど優ゆう秀しゆうなのか、あるいは教会が改革に合わせて若い者を出世させたかのいずれかだろう。

　そしてその周りを支えるように、壮そう年ねんの聖職者たちもいる。

「さらに聞いたところによれば、あなた方の中の誰だれ一人ひとりとして、実際の鰊にしん取引には携たずさわっていないのだとか？」

　その言葉に、商人たちが悔くやしそうに言葉を飲のみ込こんだのが気配から伝わってくる。

　この場にいる全員が、鰊にしんの卵など見たこともないはずだ。現物に関心があるわけではなく、ただ値段が大きく上下して、投機にぴったりな商品だからという理由で、遠路はるばる駆かけつけているのだから。

　彼らもおかしなことをしている、と頭のどこかではうっすら思っていたはずで、だとしたらよそから見たら、さらにはっきりおかしいことだとわかるだろう。

「だが、この制度は古くから続き、北の島とう嶼しよ地域の漁師たちの生活を支えている大事なものだ！」

　知ち恵えの回る誰だれかがそう叫さけび、周りが一いつ斉せいに同調する。

「それにまだ存在しない商品を売買するのは、商人ならば普ふ通つうのことだ！　麦、葡ぶ萄どう、果物類の先物買いは当たり前に行われている！　我々が鰊にしんの現物に触れないことを咎とがめるなら、鉱山などはどうお考えか！　採さい掘くつのための区画に金を払はらう商人が、実際につるはしを持って鉱山に赴おもむくわけではない！　なぜ我らだけ博ばく打ちうち呼ばわりされなければならないのだ！」

　割れんばかりの拍はく手しゆが起こる。

　いきり立つ大勢の商人たちに囲まれているのに、やはり聖職者たちはぴくりとも表情を変えない。見ていて清すが々すがしいほど、信しん仰こうに殉じゆんずる堅かた苦くるしさがそこにはあった。

「公正さの問題です」

　青年の静かな声には、妙みような迫はく力りよくがあって商人たちが怯ひるむ。

　その様子は、ニョッヒラの湯屋で何度か神学者と討論をしていた、コルの振ふる舞まいを彷ほう彿ふつとさせた。

「あなたがたの中には、この取引所で巨きよ万まんの富をなす者がいるとか。しかし、鰊にしんを獲とり、加工し、運うん搬ぱんする者たちの中で、汗あせひとつかかずにそんな儲もうけを手に入れる者はいません。ならばここで行われていることは、なにかが間ま違ちがっているとしか言えないでしょう」

　多くの商人たちが目を見開き、罵ば声せいを投げつけたい衝しよう動どうに駆かられているが、顔を真っ赤にしてこめかみに青筋を浮うかべたまま、口を引き結んでいる。

　理性ではわかっている。

　鰊にしんの卵取引は、単に体の良い賭かけごとにすぎないのだと。

　聖職者たちと無言の睨にらみ合あいが続く中、落ち着いた声が割って入った。

「ですが、町の役には立っていますよ」

　白しら髪がと黒くろ髪かみが半々くらいになった、髭ひげを蓄たくわえた細身の商人だった。

　身なりは中の上だが、落おち着つき払はらったその様子に、妙みような迫はく力りよくがある。

「鰊にしんの卵取引があるゆえに、多くの商人が集まり、町に滞たい在ざいし、滞たい在ざい費を落とします。それに、ここで鰊にしんの卵取引がなされるがゆえに、北ほつ方ぽうの漁師たちは優先して鰊にしんを回すのです。もしも鰊にしんの卵の取引所がよその町に移れば、鰊にしんにまつわる多くの仕事がよそに流れるでしょう。そもそも、このアティフという町そのものが、大本を辿たどれば鰊にしんの卵取引の立会い所だったという話もあります。これは町を支える伝統なのですよ」

　だれかが、そのとおり、と叫さけべば、口々に賛同の意が叫さけばれ、拍はく手しゆが沸わき起おこる。

　この場に不正を正しにやって来たにせよ、アティフの教会に勤める彼かれらは、町の人々からの寄付によって建物を維い持じしたり、調度品を調ととのえたり、人を雇やとったりする。それにどこの町でも、公然と、あるいは秘密裏りに、教会は商あきないに手を出している。町の活気を損そこなうようなことは、聖職者にもできるはずがない。そういう抜ぬけ目めのなさがあるからこそ、教会は世界のあちこちに、どんな大商会よりも多くの支店を構えていられるのだから。

　落ち着いた口調で話していた商人もそうだし、彼かれの話を聞いた他の商人たちも、そのことを確信している。そう考えていくと、聖職者たちはもしかしたら、信しん仰こうの原理原則を持ち出しゆさぶりをかけることで、この取引所から税かなにかを取るつもりなのでは。

　そんなささやきが近くの商人から聞こえ、ロレンスもさもありなんと思う。

　行商人をやっていた時も、聖職者連中の商才には舌を巻いたものだ。

　今回のこともそれだろうと思っていたら、とんでもないことを聖職者は言いだした。

「我々聖堂参事会は、神の御み心こころに適かなうため、この町が悪徳の巣になるくらいであれば、この取引所を閉へい鎖さすると決議しました」

　取引所が水を打ったように静まり、今度は怒ど号ごうが飛とび交かうこともなかった。

「この取引所でなされていた全ては、不正な占うらないと賭かけごととみなし、神を冒ぼう瀆とくする高利貸しの一種であると我々は判断します」

　商人たちは口をあんぐりと開けていた。

　まさか、この聖職者共は本気なのか？　本気で、金のなる木を引ひっこ抜ぬいて、町から捨てるつもりなのか？　あんなにも金に汚きたなかった教会が？　なんのつもりで？

　全員が、声にならない戸と惑まどいの声を全身から発する中、先の商人が口を開く。さしもの彼かれも、驚おどろきのせいか声が堅かたくなっていた。

「鰊にしんの卵取引所を、閉へい鎖さするなど、お、多くの町の者たちが、反対するはずです。一体どれだけの稼かせぎが、この町から失われることになるのか、おわかりなのですか」

　怖こわいくらいに生き真ま面じ目めな顔をした青年聖職者が、言い放つ。

「町の人々の大半は、あなたがたのように平気で金貨銀貨を賭かける者たちではありません。町の人々は額に汗あせをし、堅けん実じつに働き、銅貨を稼かせぐ者たちです。町は彼かれらの尊い労働によって支えられるのです。そして、町の多くの人々は、あなた方を悪徳商人だとみなしています」

　どうやら本気らしい、と商人たちにも伝わってきた。

　誰だれもが口を開けない中、青年聖職者が続けて言った。

「それに、正しい信しん仰こう以上に大事なことがこの世にありますか？」

　こんな欲望にまみれた場所で、そんな説教を聞く羽目になるとは。

　商人たちが、嫌いやそうな顔を隠かくそうともしない。

　だが、聖職者に面と向かって盾たてつける者はいない。

　なぜなら彼かれらは商人であり、時流の流れにはことさら敏びん感かんなのだから。

「この町もついこのあいだまでは、神の教えを忘れていました。しかし、我々は正しい信しん仰こうを取とり戻もどしました。悔くい改あらためるのです。あなた方の罪でさえ、神はお許しになられるでしょう」

　世の趨すう勢せいは、教会と信しん仰こうの改革だ。

　町の人々もそれに賛成している。ならば宴えん会かいはお開きなのだ。

　ただ、ここが閉へい鎖さされたとしても、鰊にしんの卵を取引する場所は必ず必要だ。移行するのは大変だろうが、永久に取引ができなくなるわけではない。

　さっさと頭を切きり替かえ、次のことを考えている商人たちを見やり、青年司祭が言い放った。

「よって、我々聖堂参事会は神の教えに則のつとり、この悪徳の巣でなされていた賭かけの、汚よごれた資金を全額没ぼつ収しゆうすることとします」

「え！」

　全員が顔を上げ、少なからぬ者が椅い子すから立ち上がった。

　なにを言われても、賭かけの場所を取り上げられても、損得の天てん秤びんが釣つり合う間はおとなしくしている商人たちでも、我が慢まんのできないことがある。

　自分の金貨、銀貨を無理やり取り上げられる時だ。

　それだけは許してはならない。そこだけは踏ふみ込こんではならない。

　特にここは大金を賭かける者たちが多い。それこそ、命よりも重い金額に運命を託たくしている。

　危険な空気に満ち満ちた、その瞬しゆん間かんだった。

「ですが、神は常にあなた方を許します。もしもあなたがたが教会で悔くい改あらためるのであれば、罪の赦しや免めんと共に、汚よごれた金を綺き麗れいに清めてお返しいたしましょう」

　厳げん罰ばつを宣告してからの赦しや免めんは、教会の常じよう套とう手段。高い代だい償しようの後に温情をちらつかせることで、恩を売りつけるいつもの手段だ。取り上げた金を返すとは言うが、どうせ祈き禱とう料などを取るに違ちがいない。それでも全額失うよりかは断然ましだ。

　商人たちの頭の中からは、そんな算盤そろばんの音が聞こえてきそうだった。

「あなたがたの不正な儲もうけを、町の人々は神に背そむく行こう為いとみなしています。信しん仰こうに篤あつい町の人々から白眼視されながら、なおもこの町で商あきないを続けるおつもりですか？」

　正しい信しん仰こうを求める機運が高まっている今、鰊にしんの卵取引のような怪あやしげな博ばく打ちで大金をせしめる商人たちの評判は、恐おそろしく悪いはず。

　教会は町の人々のそんな評判を耳にして、良い機会だと思ったのだろう。

　商人たちを懲こらしめられるし、町の人々には教会の働きぶりを示すこともできる。

　どうやら、勝負はとっくについていたようだ。

「……資金の返へん還かんは、いつ？」

　誰だれかが尋たずねた。

　青年聖職者が、朝の礼拝を思わせる親しげな笑え顔がおを見せた。

　やはり、どこかコルっぽい。

「ちょうど明後日あさつて、この町、この世界に正しい信しん仰こうの火を灯ともしてくださった薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様と、それを支えた聖女ミューリを描えがいた絵の到とう着ちやくを祝う礼拝が執とり行おこなわれます。その際にお返しいたします」

　商人たちはそれならば……という流れになっているが、ロレンスは浮うかない顔をした者たちの内の一人だった。

　そして、商人たちが自分と同じように浮うかない顔をしている、その理由がよくわかる。

「教会で罪を告白し、祈いのられれば、あなたがたの商あきないにも神の御ご加護が得られるでしょう」

　慈じ愛あいの微笑ほほえみを見せる青年司祭は、嫌いや味みや皮肉ではなく、本当に商人たちの魂たましいの救いを願っているような口ぶりだった。

　しかし、ロレンスはその様を想像して、嫌いやな汗あせをかく。別にヒキガエルを奉ほうずる異い端たんの信しん仰こう者だからではない。教会で頭を下げて、賭かけ金きんを取とり戻もどすのはいい。神だろうがなんだろうが、利用してきた元行商人だ。

　だが、知っている者の多いこの町で、というのが問題だった。

　顔を曇くもらせている者たちの大半が、この町の地元の商人だろう。自分が間ま抜ぬけだということを取引相手に見られ、喜ぶ者などいない。

　第一、その絵のお披ひ露ろ目めには、ホロも呼ばれていた。ホロに内ない緒しよでやっていた取引の失敗を取とり戻もどすべく、よろよろと進み出て懺ざん悔げする様を想像して、眩暈めまいに襲おそわれた。ホロにどれだけなじられるか、呆あきれられるか、わかったものではない。

　しかもそんな間ま抜ぬけを見下ろすのは、自分の娘むすめミューリと、息子むすこのようなコルの絵なのだ！

　ロレンスはその後の細かい話など耳に入らず、ふらつきながら鰊にしんの卵取引所を出た。

　どうにかしなければならない、とは思うものの、ほとんど答えは決まっているようなものだった。賭かけに出した金は屋台骨を揺ゆらすほどの金額ではないが、ホロがせっせと働いているというのに、その数十日分の金額を、自分の見み栄えのために捨てられるはずもない。

　なにより、賭かけ金きんのことは諦あきらめて、懺ざん悔げに進み出ないと心に決めたところで、そのことをホロに隠かくせる自信がなかった。ホロはそういうところだけは、異常に勘かんが良い。

　ならば嗅かぎつけられ、暴かれるより、こちらから白状するほうがまだしもまし。

　そう思うしかない。

　しかし……とロレンスは呻うめくように口の中で呟つぶやく。

　鰊にしんの卵の取引は、賽子さいころ賭と博ばくと違ちがって、損には限度があるはずだった。うまくいけば大おお儲もうけ、悪くてもそこそこの損のはずだった。

　それがまさかこんな落とし穴があるなんて……とそれこそ神をも呪のろいたいところだったが、商あきないにはそういうことがつきものだったことを、今いま更さら思い出す。

　ロレンスは港で立たち尽つくし、天を仰あおいで、ため息をつく。

　我を忘れるくらい、酒を飲みたい気分だった。







　髪かみの毛けやら尻しつ尾ぽやらに麦殻をつけ、その日もホロが帰って来た。機き嫌げんよく一日の出来事を話すホロの相手をしながら、ロレンスはホロの尻しつ尾ぽにくっついた麦殻を取っていた。

　覚えたての作業歌を楽しそうに口ずさむホロは、様子のおかしい間ま抜ぬけに気がついていないかのようだが、そんなはずがない。気がついていて、いつものように振ふる舞まっているのだ。

　ロレンスはその重圧に耐たえられず、肩かたを揉もんで欲ほしいのう、とこちらにホロが背中を見せたところで、ようやく白状した。

　ただし、今回は今までのことと違ちがって、賭かけ金きんはほぼ全額戻もどってくるし、今後の商あきないに大きな支障が出るわけではない。仕入れの時などに、ちょっとからかわれるくらいだろう。

　なにより、賭かけはホロのためだった。

　ロレンスが詳くわしく説明するまでもなく、ホロはすぐにそのことを理解してくれた。

　だから目を吊つり上あげることも、牙きばを剝むくことも、たわけと罵ののしることもしなかった。

　静かな目つきでベッドの上に胡坐あぐらをかいたホロは、床ゆかの上で反省するロレンスのことをじっと見つめるのみ。

　ロレンスは、頭を垂れるしかない。

　完全に犬の躾しつけと同じだった。

「まったく……ミューリを叱しかっておるような気がしてきんす」

　ホロのため息交じりの声で、ようやくロレンスは目線を上げることができた。

「あれはぬしにそっくりじゃと、いつも言っておるじゃろうが」

　悪戯いたずらばかりのミューリは誰だれに似たのか、と度たび々たびホロと意見が戦わされるが、ロレンスは己おのれの分の悪さを再認にん識しきする。

「面めん目ぼくない」

　ホロは片目だけでちらりとロレンスを見て、もう一度大きなため息をつく。

　そして、ベッドからするりと下りると、ロレンスの前に立ちはだかる。

「ぬしは落ち着きのないあほ犬と同じじゃな。くんくん、良い匂においがする、それ飛びつけ！」

　全く否定できず、ロレンスは情けなくも顔を背そむけてしまう。

　するとホロがぬうっと顔を近づけてくるので、そちらを見るしかない。

　ホロの赤い瞳ひとみに覗のぞき込こまれ、ロレンスは迂う闊かつにも、綺き麗れいな目だなどと思ってしまう。

　娘むすめのミューリには、絶対に見られたくない姿だ。

　体を起こしたホロは、かりかりと頭を搔かく。呆あきれた様子なのは、ロレンスに向けたものではなく、自じ嘲ちようのそれのようだった。

「ほんとに、わっちゃあなんで、こんなのに惚ほれてしまったのやらのう」

　首を傾かしげたホロは、もう一度最後に大きなため息をつく。

　ロレンスが再びうなだれると、「じゃが」とホロが言った。

「犬は犬なりに役立つこともありんす」

「え？」

　顔を上げると、ホロがロレンスに手を伸のばしていた。

　立て、ということらしい。

　ロレンスはその手を握にぎり、不思議な面おも持もちのまま、立ち上がる。

「わっちの仕事仲間の小こ娘むすめどもがな、仕事がなくなるかもしれぬと嘆なげいておった」

「仕事仲間？」

　その問いに、ホロは耳を不ふ機き嫌げんそうにぱたぱたさせた。

「かきまぜ娘むすめたちじゃ」

「ああ……えっと、それが？」

　鰊にしんの卵取引となにか関係があるのか。

　ホロは胸の前で腕うでを組むと、真しん剣けんな顔で言った。

「働いておるのはわっちや踊おどり子こみたいな、たまたま町に来た者もおるが、ほとんどはこの町の貧しい娘むすめたちじゃ。皆みな気立てがよく、地道に働くいい奴やつらでのう」

「あ、ああ」

　ホロは人をあまり褒ほめないので、やや驚おどろく。

「それに……どうも、雄おすの好みが似通っておる」

　その一言は、嫌いやそうに目を背そむけながら。

　そういえば、かきまぜ娘むすめの仕事を取りまとめる老人は、そんなことを言っていた。少なからぬ女たちが、ろくでなしに惚ほれたせいでかきまぜ娘むすめの仕事に就ついていると。

「とにかく、わっちゃああ奴やつらを放っておけぬ。そこで、まさにぬしが白状したところの話をしようと思っておったんじゃ」

「……鰊にしんの卵の……取引所か？」

「んむ。小こ娘むすめどもは、そこから少なからぬ仕事を引き受けておる。あそこがなくなると、困るらしくてのう。その一報が入ってきたら、大おお騒さわぎじゃった」

　そうなのか？　と見返すと、ホロはため息をついて、耳の付け根を手で搔かいている。

「元はと言えば、コル坊ぼうとたわけのミューリが引き起こしておる騒さわぎの影えい響きようじゃろう？　そのせいであの娘むすめらが路頭に迷うなことになれば、わっちゃあ賢けん狼ろうの名を返上しなければならぬ」

　コルは世の中に正しい信しん仰こうを取とり戻もどすために旅に出て、ミューリはそのコルにくっついて行ってしまった。あの教会の絵ではミューリがコルをいかにも健けな気げに支えているようではあったが、ミューリがそんな端は役やくに甘あまんじているとも思えないので、ミューリの責任も大きかろう。

　となれば、親の勤めとしては、できる限りの悪あく影えい響きようを取り除くべき。

　律りち儀ぎなホロはそう考える。

「じゃが、わっちゃあ人の世に詳くわしくありんせん。その手の話は、ぬしの領分じゃ」

　ホロはロレンスのことを阿あ呆ほうだなんだと手厳しいが、きちんと芯しんのところは信用してくれている。ロレンスの胸に火が灯ともったのは、そのことが嬉うれしいのと、どうやら汚お名めい挽ばん回かいできる好機のようだからだ。

「詳くわしく聞かせてくれないか」

　そしてホロが語ったのは、なかなか人の目にはつかない、まさに下働きの者たちの話だった。

　おそらくあの取引所にいる者たちは、自分たちとかきまぜ娘むすめの関係など知りもしないだろうし、それは間ま違ちがいなく、教会の人間も同様だった。つまるところ彼かれらも特権階級で、自分たちの歩く足の下に誰だれがいるのか、よく見えていないのだ。

「どうじゃ、ぬしよ。なにか力になれぬかや」

　わずかな時間でも共に働き、気心の通じた者たちのことに心を痛めているホロの顔を見ると、ロレンスの胸もまた痛くなる。

　だが、ロレンスはホロの華きや奢しやな肩かたに両手を置いた。

　ロレンスは今でこそ旅にもたつく湯屋の主人だが、一昔前は賢けん狼ろうと呼ばれた狼オオカミさえとりこにした、名うての行商人なのだから。

「なれる」

　たちまち、ホロの顔がぱっと輝かがやいた。元々、誰だれからも感謝されず、忘れ去られた村の麦畑で、故郷のことを思って日々を過ごしていたホロの目には、暗い光が宿りがちだった。

　その綺き麗れいな赤い瞳ひとみを輝かがやかせたくて、ロレンスはホロの手を握にぎり、大冒ぼう険けんをしてきた節がある。

　十年以上前の若かりし頃ころを思い出し、ロレンスはこう言った。

「俺おれは商人だ。損は必ず取とり戻もどす」

　またぞろ阿あ呆ほうな取引に手を出してホロを呆あきれさせたことも、きっちり挽ばん回かいしてみせる。

　その意い気き込ごみに、ホロはやれやれと微笑ほほえんだ。

「ぬしはわっちの惚ほれた雄おすなんじゃ。転んでもただでは起きぬくらいでなければ困りんす」

　そのとおり。

　そして、ホロから聞いた話があれば、どうにかなる可能性は十分にあった。

「ではぬしよ」

「ああ」

　ロレンスは、言った。

「あのミューリの絵の前で懺ざん悔げするような間ま抜ぬけだけは、回かい避ひしなければならない」

　ホロは吹ふき出だし、呆あきれたように片かた眉まゆを吊つり上あげてから、ロレンスの背中をぱすんと叩たたいたのだった。







　まず根回しに向かったのは、ほかならぬ鰊にしんの卵の取引所だ。

　ロレンスは今回の教会の決定を撤てつ回かいさせたいのだが、もしかしたら多くの商人は教会と事を構えるのを嫌いやがるかもしれない。賭かけ金きんが帰ってくるのならばそれでよく、さわらぬ神にたたりなし、という考えもそれはそれで合理的だ。

　しかも商人相手の交こう渉しよう事など久しぶりなので、ロレンスは柄がらにもなく緊きん張ちようして取引所に向かうこととなった。

「この取引所の取りまとめ役？」

　一転、がらんとした取引所にいたのは数人の商人たちで、その中にロレンスの賭かけを帳ちよう簿ぼに記していた男がいた。

「今回の教会の横暴について、案があるのですが」

　ロレンスの言葉に目を丸くし、にやりと笑う。

「珍めずらしく気骨のある奴やつだ。他の連中はみんな首をすくめていなくなっちまいやがったが……そういうことなら、顔役はあれだ。うちは組合でもなんでもなくて、誰だれが仕切っているというわけでもないんだが……あの人の言うことなら、大たい抵ていの商人が聞くだろう」

　と、指で示したのは、聖職者相手に冷静な物もの腰ごしで対応していた初老の商人だった。

「元ルウィック同盟の大幹部でな。今は隠いん居きよしているが、現げん役えき時代は何隻せきもの遠えん隔かく地貿易船を率いていた〝総そう督とく〟なんて呼ばれる御仁だ」

　ルウィック同盟は世界最大の商業組合で、何十もの貿易都市が加盟している。

　そんな大物がこんなところに、と思うものの、今はテーブルに一人で座すわって物もの憂うげな顔で酒を啜すすっている。まるでおもちゃを取り上げられて拗すねた子供みたいだ。

　その様子にロレンスは親近感を抱く。

　きっとあれは、引退してもなお商あきないの魅み力りよくから離はなれられない、根っからの商人だ。

「失礼、よろしいですか」

　テーブルに歩み寄って声をかけると、静かな目を向けられる。

「この状じよう況きように、なにか案があるとか」

　きっちり聞き耳は立てられているし、お前は何者だ、なんて偉えらそうな誰すい何かもない。

　役に立つならばなんでもいいという、生きつ粋すいの商人らしい返答に嬉うれしくなる。

「贈り物なら、すでに試ためしたよ」

　大商会の元幹部ならば、真っ先に賄わい賂ろを提案するだろう。

「だが、折りからの教会の改革で、けんもほろろだった。あの青年は、どうやら薄はく明めいの大司教気取りのようだ」

　金にがめつい教会にどれだけ煮にえ湯ゆを飲まされてきたかわからないが、いざ金の媚び薬やくが効かないとなると、それはそれで不便なものだ。

「税を納めるという提案でも無理だった。どうやら、奴やつらは本気でここに信しん仰こうの問題だけが理由で乗のり込こんできたらしい。こんな楽しい遊び場を、取り上げようというんだ」

　総そう督とくはため息をついて、首をこきりと鳴らす。




「言われたとおりに頭を下げ、賭かけ金きんを持って別の町に行くしかあるまい」

「ですが、一度恭きよう順じゆんの意を見せれば、次になにかあった時はさらに打たれ弱くなりますよね。逃にげた先でも口を挟はさまれかねませんよ」

　教会はどこの町に行っても必ずあるし、人間同士の関係だろうが、組織と組織の関係だろうが、一度負け癖ぐせがつくとずるずるひきずることになる。それゆえに、最初が肝かん心じんとよく言われるのだ。

「こういう時の常じよう套とう手段は試ためした後だが、君にはなにか案があるのかね」

　うすい青色の瞳ひとみが向けられる。

　ロレンスはまっすぐにその視線を受け止めて、言った。

「もちろんです。あの教会の人々も、結局は上品な世界の住人のようですから」

「ふん？」

「我々には手を組むべき仲間がいます」

　総そう督とくとさえ呼ばれたような人物ならば、なおのことその高い視界には入らない場所がある。

　ロレンスがホロと練った提案を並べていくと、初老の大商人はみるみる顔をこわばらせ、しまいには自分の額をぴしゃりと叩たたいていた。

「灯台の下こそが最も暗いとはよく言ったものだ！　四十年も貿易に携たずさわってきて、荷に揚あげ夫だってまとめてきた。だが、そうか……商会の倉庫と船の間には、まだ隙すき間まがあったのだな」

　彼かれよりももっと身分の低いロレンスでさえ、そういう手間賃仕事があるなんて知らなかった。

　なにせ女っ気のない毎日だったのだから、女性たちだけの縄なわ張ばりなど知るはずもない。

「私はかきまぜ娘むすめたちを取りまとめ、味方につけたうえで、他にもいくつかの提案と合わせて教会と交こう渉しようしたく思います。勝算はあるつもりですが、ここに集つどう皆みなさんは賛同するでしょうか？」

　ロレンスとしては賭かけ金きんだけ戻もどって来くれば取引所の存続はどうでもいいのだが、ホロが一いつ緒しよに働いたかきまぜ娘むすめたちも救おうと思えば、この取引所を維い持じするしかない。

「待て。ざっと暗算してみるが……そうだな、教会に税を収めるよりも安上がりだろう。なにより、連中に頭を下げるわけではないのがいい。これは許しを請こうのではなく、立派な取引だ。取引ならば損得の話で、損得の話ならば皆納得しやすいだろうし、うだうだ言う輩やからはこの私が黙だまらせよう。この遊び場を取り上げられてはかなわんからな！」

　総そう督とくは立ち上がると、海の男らしく颯さつ爽そうと手を差し出してくる。

「私は死ぬまで金かね儲もうけが止められん。君もその類か？」

　ロレンスはその手を握にぎりながら、こう答える。

「妻からはいい加減にしろと言われっぱなしです」

　総そう督とくはにやりと海かい賊ぞくのような笑えみを見せ、一いつ瞬しゆん後にはすまし顔に戻もどっていた。

「だが、もうひと押おしなにか欲ほしいところだな。ここはどう言い訳したところで、上品な祈いのりの場には見えない」

　取引所には、莫ばく大だいな金額を賭かける時の異様な興奮のゆえか、おかしな装そう飾しよくがあちこちになされている。

　天てん井じようからぶら下がる鰊にしんの干ひ物ものもそうだし、壁かべには漁ぎよ網もうでぐるぐる巻きにされた教会の紋もん章しようが掲かかげられ、船乗りの守護聖人からお産の守護聖人まで、思いつく限りの守護聖人をかたどった木像が打ちつけられていた。

　さらに反対側の壁かべには、卵を抱かかえた巨きよ大だいな鰊にしんと、こちらもまた巨きよ大だいな鰯いわしが互たがいに頭をぶつけ合う墨すみ絵えが描えがかれていた。飛び散るのは水しぶきのように見えるが、よく見れば銀貨だとわかる。控ひかえめに言っても、どこかの部族の戦勝祈き願がん場所にしか見えない。

　ただ、ロレンスはそれらを見回し、提案した。

　あくまでも、この取引所のために。

「模も様よう替がえは必要かもしれませんね。例えば……」

　商人は転んでもただでは起きない。

　その後総そう督とくと諸もろ々もろの詳しよう細さいを詰つめ終わると、博ばく打ちを止められない商人たちに集合がかけられた。

　ロレンスはその足ですぐに港の倉庫に向かって、ホロが取りまとめていたかきまぜ娘むすめたちと相談した。もちろん彼かの女じよたちが断ろうはずもない。荷に揚あげ夫顔負けの威い勢せいの良さで、賛同してくれた。

　ただ、無策で行くのは危険なため、ロレンスはもう一計を案じて隠かくし味にする。

　それにはホロの協力と、湯屋で培つちかった伝つ手てが必要なのだった。







　翌日、商人たちがぞろぞろ列をなし、アティフの聖堂に赴おもむいた。

　聖堂前では、明日の特別な礼拝に向け、町の人々がせっせと準備をしているところだった。

「司教様はいらっしゃいますかな？」

　先頭を行くのは、最も貫かん禄ろくのあるあの総そう督とくだ。

　髭ひげと髪かみの毛けを卵らん白ぱくで固め直し、服は触ふれれば切れそうなほど糊のりを利きかせた上等な代しろ物ものに着き替かえている。そのまま宮きゆう廷ていに出仕したって、おかしくない。

　しかも、その立ち居振ふる舞まいだ。

　総そう督とくに声をかけられた職人は驚おどろいて、聖堂の扉とびらに装そう飾しよくを施ほどこしていた金鍍金めつきの飾かざりを取り落としそうになっていた。「中に」とだけ答えると、貴族と勘かん違ちがいしたのか帽ぼう子しを手に取っていた。

　ただ、ぞろぞろと中に入っていく商人たちの後に続いた人々に、さらに目を丸くしていた。

　聖堂の中も準備の真っただ中で、あちこちに作業の足場が組まれ、職人たちが作業をしていた。その騒さわがしい中をずんずんと進み、身しん廊ろうの中に迷わず入る。

　吸すい込こまれそうな高さの天てん井じようの下、赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた通路の真ん中には、絵をどこに掲かかげるかの相談をしているらしい高位の聖職者たちがいた。

「おや、あなたがたは……」

　振ふり向むいたのは、薄はく明めいの大司教と揶や揄ゆされていた青年司祭だ。

　彼かれは商人たちを見回し、たちまち目つきを険しくさせる。

「先日の話でしたら、決定済みです。また、我々は神のお恵めぐみ以外のいかなるものにも惑まどわされ──」

　またぞろ賄わい賂ろの申し出と思ったのだろう。まくしたてようとした青年司祭を、総そう督とくが手で止めた。

「いえ、我々は司祭様の信しん仰こう心に触ふれ、目が覚めたのです。そこで、我々も聖典に従い、神の御心に適かなうような振ふる舞まいをしたいと」

「……というと？」

　ごほん、と咳せき払ばらいが挟はさまれた。

「ええ、神は言いました。持てるものを分わけ与あたえよと。そこで、我々はあの取引所にて、鰊にしんの取引に携たずさわる貧しい者たちに、無料の食事を供給することに決めました」

　青年司祭は眉まゆを上げ、側にいた年とし嵩かさの僧そうたちに目配せした。

「それは良い心がけですが……」

「ええ、もちろん、そのことだけで、あの取引所をこの町で存続させてくれなどと虫のいいことは言いません。司祭様を始めとした、聖堂参事会の聖なる決定には従います」

　だが商人たちが雁がん首くび揃そろえてやって来て、なんにもないはずがない。

　聖職者たちはこそこそと互たがいに耳打ちし合ってから、青年司祭が代表して口を開く。

「では、あなたがたはなにを？」

「私たちは、迷える子羊の道案内をしに参りました」

「え？」

「司祭様たちに訴うつたえたいのは、彼かの女じよたちのことです」

　そうして商人たちが両りよう脇わきにずれれば、身しん廊ろうの入り口まで道ができる。

　怪け訝げんそうな顔をする司祭たちの視線の先。

　そこにいたのは、袖そでの短い服を着た、腕うでに麦殻をくっつけたままのかきまぜ娘むすめたちだった。

「時に司祭様、遠方の地より聖せい餅べいとなる小麦がどのような経路を経てこの町にやって来て、パン屋の竈かまどに入るか御存知ですか？」

「えっ……小麦、が？」

　身なりがよく、理知的な様子の青年司祭はもちろん、日焼けなどとは縁えん遠どおく、手の指は娘むすめのように細い他の聖職者たちも戸と惑まどっていた。彼かれらはきっと幼い頃ころから教会法学を学び、ほとんど世の中に出たことが無い。

「麦は刈かり取とられ、袋ふくろに詰つめられ、荷馬車で運ばれ、船に積つみ込こまれ、遠路はるばる運ばれてきます。ですが、そこには一連の工程の隙すき間まを埋うめる、目立たない存在がいるのです。それが、あの娘むすめたちです。袋ふくろ詰づめにされ、倉庫にしまわれた麦を毎日朝晩、彼かの女じよたちがせっせとかきまぜてくれなければ、たちまち黴かびが生え、我々が食べるパンには病が忍しのび込こむでしょう」

　総そう督とくの口上に、かきまぜ娘むすめたちが優ゆう雅がに一礼した。彼かの女じよたちが身に纏まとうずいぶんくたびれた服に、作法に則のつとった仕草がとてもよく映はえる。

「司祭様」

　と、総そう督とくが一歩前に進み出て、司祭の前に膝ひざをつく。

　信しん仰こうを告白する貴族のような振ふる舞まいは、まるで祭礼のお芝しば居いを思わせる。

「我らは確かに欲深き商人です。そのことを否定致いたしません。ですが、彼かの女じよたちは違ちがいます。彼かの女じよたちは町の人々の生活を目立たぬ場所で支える者であり、彼かの女じよたちこそ、神の光によって照らされるべき者たちです」

「う……ん……ん？」

　青年司祭は戸と惑まどいがちにうなずき、女性たちに目を向ける。

[image: ]

　女性たちは一様に、胸の前で教会の紋もん章しようを握にぎりしめている。うつむきがちに、いかにも切実な様子で、誰だれが見ても同情の念を搔かきたてるような仕草で。

「し、しかし、それが？　彼かの女じよたちのことはわかりましたが、あなたがたとの関係は？　あなたがたは……鰊にしんの卵を取とり扱あつかうのですよね？　ですが、彼かの女じよたちは麦をかきまぜるのでは？」

　その問いに、大商人たる総そう督とくの目がぎらりと光る。

「麦は季節商品であり、暇ひまな時期ができます。彼かの女じよたちが冬まき小麦の納品以降、なにをかきまぜているかご存知ですか？」

「え？　い、いや……」

　総そう督とくは、言った。

「鰊にしんの卵ですよ」

　ホロが仲間の娘むすめたちから聞きつけて、ロレンスの協力を仰あおごうとしたのは、それが理由だった。鰊にしんの卵の取引所では、賭かけを行う商人とは別に、賭かけの最後を見届ける商人たちがいる。鰊にしんの卵を引き取る彼かれらがいるからこそ、漁師たちは鰊にしんをこの町に持ってやってくる。そして、麦がそうであるように、鰊にしんの卵もまた、単に樽たるに詰つめておくだけではだめなのだ。

　ということを多くの商人が知らず、もちろん鰊にしんの卵を食べたことなどあろうはずもない聖職者は尚なお更さら知らなかったために、安易にあの取引所の閉へい鎖さを口にしたはずなのだ。

「鰊にしんの卵の取引には、二種類ございます。これは単純に取引される鰊にしんの卵に二種類あるのです」

「ほ、う、う？」

「まずは乾かん燥そうした鰊にしんの卵。これは乾かわかすのに天日が必要で、娘むすめたちが毎日せっせと干し、かきまぜ、管理してくれるからこそ、腐くさらずに済んでいます」

「む、ん……」

「次に塩しお漬づけの卵です。鰊にしんの卵は南の海で鰯いわしを呼び寄せる餌えさとして使われるのですが、乾かん燥そう卵より塩しお漬づけのほうが食いつきがよいのです。よってこちらのほうが高値で売れるのですが、管理の手間もかかります。大きな樽たるいっぱいの塩水に沈しずめられた、鰊にしんの卵を想像してください。か弱き娘むすめたちはその手に大きすぎる櫂かいを持ち、一日に何度もかきまぜるのです。おお、司祭様のお慈じ悲ひがありますように。彼かの女じよたちはそのようにして、この町のみならず、南の地の人々のささやかな食しよく卓たくに鰯いわしが並ぶよう、日々努力しているのです」

　立て板に水の総そう督とくの口上に、司祭は口を挟はさめない。

　そこにロレンスは、事前の打ち合わせどおり、手でこっそり合図を出す。

　それを受けたかきまぜ娘むすめの一人が、さっとその場に膝ひざをついた。

「わっちらを憐あわれまれるのであれば、どうかこの先もこの町に鰊にしんが集まるよう、お力を貸してくださいませ……」

　情感たっぷりの訴うつたえの後、他の娘むすめたちもその場にひざまずき、一いつ斉せいに唱和した。

　どうか我らにお慈じ悲ひをくださいませ……。

　無む辜この娘むすめたちの訴うつたえを前に、清せい貧ひんと公平さのために取引所をやり玉に挙げた聖職者たちは、完全に言葉を失っていた。取引所をなくせば、鰊にしんにまつわる多くの取引もこの町から失われる。それはすなわち、彼かの女じよたちの食くい扶ぶ持ちをも奪うばうことになる。

　しかし、悪いものは悪い、と頭の硬かたそうな青年司祭が言いかけた瞬しゆん間かんを見計らい、ロレンスがそっと耳打ちした。

「司祭様。湖の水が澄すんでいるのは、底に泥どろを貯ためる深みがあってこそのこと」

「なっ」

「水清くして、魚住まずとも言います」

　反対側からは総そう督とくが耳打ちする。

「また我らはあの取引所にて、貧しい者たち……たとえばかきまぜ娘むすめたちのような日ひ雇やといの者たちに炊たき出だしを行い、内装も作つくり替かえ、信しん仰こうを忘れぬ場所にすることを誓ちかいましょう。もちろん」

　と、総そう督とくは胸を張った。

「我らは司祭様のお叱しかりを受けて、信しん仰こう心に目覚めたのです。司祭様の司牧の証あかしは、子子孫孫の代に渡わたり、あの取引所に残るでしょう」

　天の国に金貨を積むことはできないが、徳ならば積むことができる。ならば金貨の賄わい賂ろは受け取らずとも、彼かれらには別の媚び薬やくが効くのではとロレンスは策を練った。

　だが、司祭は口を堅かたく引き結び、これはなにか正しくないことなのではないかと顔を強こわ張ばらせている。商人たちの口八丁に騙だまされているのではないかと。

　そこに駄だ目め押おしとばかり、総そう督とくが胸むな元もとから一枚の紙を取り出して、司祭に見せる。

「ちなみに内装はこのように変えるつもりなのですが、ここに立たれる人物を、司祭様にするつもりです」

　司祭は目を見開き、思わずといった様子で後ろを振ふり向むいた。

　その視線の先には、体に綱つなを巻き天てん井じようからぶら下がり、一枚の絵を飾かざろうとしている男たちがいる。

　総そう督とくが取りだした紙には、絵の下書きがあった。

　聖堂に飾かざられる予定のコルとミューリの絵のような、典型的な宗教画。

　そこには山盛りの鰊にしんを背景に、商人やかきまぜ娘むすめたちが敬けい虔けんな様子で膝ひざをつき、祈いのりを捧ささげている姿がある。彼かれら、彼かの女じよらを天の国へと導こうとしているのは、ほかならぬ青年司祭だ。

　総そう督とくがこの青年司祭のことを、薄はく明めいの大司教、と言ったのは正しい指し摘てきだったはず。

　コルが子供の頃ころから世話をしているロレンスには、よくわかる。

　この青年は、明らかに、コルの振ふる舞まいを真ま似ねしている。

「いかがですか、司祭様」

　ハッ、と青年司祭は我に返っていた。

「う、あー……えー……」

　しどろもどろになった若き司祭は、年上の聖職者たちに判断を仰あおごうとするが、彼かれらも別の商人たちにあれこれ吹ふき込こまれている。聖職者を取とり込こむことにかけては、がめつい商人の右に出る者もいない。

「司祭様」

　総そう督とくの再度の問いに、青年司祭は視線を総そう督とくとロレンス、それにかきまぜ娘むすめたちの間でぐるぐる回す。

　そして、ついに苦しげに、瞼まぶたを閉じた。

「……わか、りました……撤てつ回かいします。取引所は、継けい続ぞくしましょう……」

　その言葉に、誰だれよりもかきまぜ娘むすめたちが喜び、立ち上がって歓かん声せいを上げる。

　司祭はまだ困こん惑わく気味だったが、今いま更さら取り消せるはずもない。

　それに、視線が総そう督とくが持つ絵の下書きに釘くぎ付けなのは明らかだった。

「と、ところで……」

「はい」

　総そう督とくの穏おだやかな笑えみに気き後おくれしつつ、司祭は小さく言った。

「本当に、私とわかるように？」

　完全な無欲でいることは難しい。

　だからこそ、ロレンスたち商人がこの世にいるのだ。

「もちろんですとも」

　総そう督とくはそう言って、絵の細かい話に引ひっ張ぱり込こむ。まるっきり蛇へびが鼠ねずみを絡からめ取る様子に見えたが、ロレンスは気にしないことにした。

　どうやら決着がついたようなので、ロレンスはやれやれと安あん堵どのため息をつき、身しん廊ろうの入り口に向かって歩いていく。

　そこでは老ろう若にやく問わず、かきまぜ娘むすめたちが手に手を取って喜んでいる。

　するとロレンスに気がついた踊おどり子こが、見み惚ほれるほどの身のこなしですっと前に出て、芝しば居いっ気けたっぷりにロレンスに抱だきついた。

「ああ、我らが旦だん那な様！」

　顔見知りの踊おどり子この抱ほう擁ように、ロレンスは苦笑いだ。

　もちろん踊おどり子こはニョッヒラで踊おどっているのだから、狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭ていの話もよく知っている。

　すぐに腕うでを解いて、ロレンスのことを真の持ち主に引ひき渡わたす。

「なんじゃ、顔をでれでれさせおって」

　正面に立ったホロが、お約束のようにそんなことを言う。

　周りのかきまぜ娘むすめたちは楽しそうだ。

「賭かけ金きんが戻もどってくるんだ。でれでれもするさ」

　ロレンスが言うと、ホロはスカートの裾すそを手で持ち上げて、ロレンスの足を蹴けってくる。

　辻つじの芝しば居いでよく見かける、気の強い嫁よめと気の弱い夫のやり取りの定番だ。

　けらけら笑うかきまぜ娘むすめたちに苦く笑しようを返し、ロレンスはホロと踊おどり子こを連れ、身しん廊ろうから側そく廊ろうに出た。

「しかし、助かりましたよ。さすが芝しば居いの筋書きを書かせたら一流の腕うでですね」

　さっきまでは完全に他のかきまぜ娘むすめに溶とけ込こんでいたのに、今はもういかにもその野や暮ぼったい服が、いかにもな衣い装しようのように見える。一流の踊おどり子こであり、芝しば居い役者ということなのだろう。ニョッヒラには上客が集つどい、競争は激しい。

「なんてことありません。ニョッヒラではあの手の堅かた物ぶつもたっぷり楽しませてますからね。台詞回せりふまわしも、気にいる仕草もお手のものですよ」

　ホロとは違ちがう、もっと肉感に満ちた笑えみを踊おどり子こが見せる。

　総そう督とくの台詞せりふも、立ち居振ふる舞まいも、聖堂での礼れい儀ぎ作法などもちろん知らないかきまぜ娘むすめたちへの演技指導も、すべてこの踊おどり子こが引き受けてくれた。

　麦が畑から食しよく卓たくに上るまで、たくさんの人の手を借りるように、今回の逆転劇もまた、たくさんの人の手を借りたわけだ。

「それより、あの髭ひげの商人様を紹しよう介かいしてくださいますよね？　ずいぶんお金持ちだとか」

「ええ、もちろん」

　踊おどり子こも、きっちり対価は要求する。これでこそ、善き商人の取引だ。

「冬の稼かせぎ時までに、貂てんの毛皮を買わせないと」

　そう言った時の横顔は、狩かりゆう人どのそれ。

　ひきつった笑いを浮うかべていたら、袖そでをぐいと引かれる。

「ぬしよ」

　かきまぜ娘むすめの仕事のために、三さん角かく巾きんを頭に巻いて、腕うでまくりをしたホロはすっかり働く町娘むすめだ。そういう姿も新しん鮮せんで、ちょっと見み惚ほれてしまう。

「小腹が減りんす」

　踊おどり子こはもちろんすぐに察して、小さく微笑ほほえむと他のかきまぜ娘むすめたちの輪に加わるため、また身しん廊ろうに戻もどっていった。

　ロレンスは小さくため息をついてホロの手を取り、翌日の催もよおしに向けて慌あわただしく作業が行われる聖堂から外に出た。

「やれやれまったく、これで多少はミューリとコル坊ぼうの尻しり拭ぬぐいをできたかのう」

　清せい貧ひんで信しん仰こうに従順なかきまぜ娘むすめの演技をしていたからだろうか、肩かたが凝こったとばかりに両りよう腕うでを伸のばすホロは、そんなことを言った。

「俺おれも賭かけ金きんを失わないで済んだし、一件落着だな」

　ロレンスはそう答え、お昼前の町の明るい空気を前に、目を眇すがめていた。

「ぬしは相変わらず……と言いたいところじゃが、今回はそれ故ゆえに助かったからのう」

「まあな」

　そう答え、ロレンスは笑う。

　そして、二人の間に妙みような沈ちん黙もくが降りた。

　ホロの様子がさっきから少しおかしいことに、ロレンスは気がついている。ホロはずけずけとものを言うくせに、変なところで奥おくゆかしい。

　けれどそんなホロの様子が可愛かわいくて、ロレンスは気がつかない振ふりをしていた。

「じゃあ、軽くどこかで酒を飲んでから部屋に戻もどるか？」

　わざとらしく提案すると、ホロははっと我に返ったように顔を上げ、生返事をしてくる。

　ロレンスがそんなホロを見つめ、ついににやりとしてしまうと、たちまちホロの眦まなじりが吊つり上った。

「ぬしは本当に性格が悪いのう！」

「はは、お前に言われたくないよ」

　ロレンスが笑うと、ホロはばしばしとロレンスの腕うでを叩たたいてくる。

　それから、手首をぎゅっと摑つかむと、こう言った。

「それで？　どうなんじゃ？」

　あまり焦じらしてもホロを本気で怒おこらせてしまうかもしれない。

　ロレンスは、おとなしく答えることにした。

「取引所の中に描えがく絵の参考に、お前を使ってくれるってさ」

　ホロの目が開き、耳が三さん角かく巾きんを持ち上げるくらいにぴんと立つ。

「咄とつ嗟さの機転で取引所の模も様よう替がえを提案した俺おれの才気を、きちんと褒ほめて欲ほしいところだ」

　自分の金で絵を発注できないのなら、他人の金でそうすればいい。

　あの取引所には、ロレンスなど足元にも及およばない大金持ちがたくさんいるのだから。

「ついでに、祈いのる商人たちの筆頭には俺おれを描えがいてくれるってさ」

　その一言に、ホロはぽかんとして、石段を踏ふみ外はずしそうになっていた。

　慌あわててその体を支えてから、ロレンスはホロの背中に腕うでを回し、抱だきすくめながら言った。

「漆しつ喰くいに描えがいた絵なら、何百年でももつと言われてる。この先、どれだけ時間が経たとうとも、お前がこの町に来れば、俺おれに──」

　ロレンスはその先を言おうとして、やめた。

　ホロが一人でこの町に絵を見に来る時、ロレンスは生きてはいまい。

　そのことを口にする必要はない。

　代わりに、こう言った。

「だからまあ、希望を出すなら今の内だぞ」

「……ぐすっ……う、む？」

　二人の姿がずっと絵の中に残る喜びからか、それとも、ロレンスとの別れのことを思ってしまったのかわからないが、今にも泣きそうな顔を上げたホロに、ロレンスはにやりと笑いかける。

「ミューリの絵より、胸を大きく描いて欲ほしいとかな」

　呆あつ気けにとられたホロは、奇き術じゆつ師のように表情を瞬しゆん時じに変えて、ロレンスの髭ひげを摑つかんだ。

「このたわけ！」

　人々が行いき交かう教会の前で、ホロは遠えん慮りよなく怒ど鳴なり声を上げる。たちまち多くの視線を集めたが、すぐにそれとわかるかきまぜ娘むすめの格好をした娘むすめと、野や暮ぼったい商人風の男が揉もめているのだから、珍めずらしくもないのだろう。よくある痴ち話わ喧げん嘩かかと、皆みな自分の仕事や用事に戻もどっていく。

　ロレンスは彼かれらの視線がなくなるのを待って、むくれているホロに視線を戻もどす。

「ちなみに俺おれも、もう少し若く描いてもらうつもりだ」

　ホロに引ひっ摑つかまれた髭ひげを撫なでながら、そう答える。

　ホロは呆あきれたように眉まゆを歪ゆがめ、阿あ呆ほうだなんだとなじりたそうに口が動いたが、結局なにも言わなかった。

　代わりに疲つかれたようにため息をついて、ロレンスの手を取った。

「ぬしは死ぬまで、その調子なんじゃろうな」

　褒ほめているのかどうかは微び妙みようなところだし、ロレンスはこう答えるしかない。

「お前が言うのか？」

「ふん。わっちゃあ長く川を下り、もうそれ以上丸くならぬ石のようなものじゃ。これ以上直すところなどありんせん」

「その割りには、食い物に執しゆう着ちやくして痛い目に遭ったばかりだろ」

「はあ？　ぬしに言われたくありんせん。またぞろ賭かけごとなどしおって、しかもわっちに隠かくれてこそこそと」

「結果、うまくいったじゃないか。それでなにが悪い？」

「たわけ、それもわっちがかきまぜ娘むすめの仕事をしておったからじゃろうが。ぬしなど、わっちがおらねば──」

　ホロがそう言いい募つのりかけたその瞬しゆん間かん、ロレンスは身をかがめて、ホロのことを姫ひめのように横抱だきに抱かかえ上あげた。

「ああそうだよ。お前がいなければ俺おれは今いま頃ごろ野垂れ死にだし、一人旅なんかもう二度としたくない」

　ホロは赤い瞳ひとみを見開いて、ロレンスのことを見つめていた。

　そして、ゆっくりと、表情を柔やわらかくしていった。

「たわけ」

　折しも教会の前のこと。

　ホロがロレンスの首にしがみつくと、まるで二人を祝福するかのように鐘しよう楼ろうから昼を告げる鐘かねの音が鳴って──。

「む、昼かや。昼は肉がよいのう」

　ホロはすぐにいつものホロに戻もどって、そんなことを言った。

「……初うい々ういしい花はな嫁よめはどこに？」

　ロレンスの言葉に、ホロは肩かたをすくめて、身み振ぶりで下ろせと言ってくる。

　割りと思いきって姫ひめのようにホロを抱かかえ上あげていたロレンスは、ホロの冷めた反応にがっかりしつつ、仕方なくホロを下ろしてやる。

　そして、ホロは肩がこったとばかりに首をごきりと鳴らすと、不敵な笑えみを見せてきた。

「婚こん礼れいの宴えん会かい並みの騒さわぎなら、望むところじゃがのう？」

　ホロと結けつ婚こんの誓ちかいを交かわしたあの時の、会計をした悪夢がよみがえる。

　自分は人間で、ホロは狼オオカミなのだとロレンスは思う。

　どちらが支配者かは、わかりきっている。

「銀貨二枚までな」

　ロレンスの言葉に、ホロは蓮はすっ葉ぱな娘むすめのように、ぴょんとロレンスの腕うでに取りついてくる。

「けちけちするでない。賭かけもどうせうまくいくじゃろう？　そういえば以前、ぬしはなぜか鰯いわしの話を振ふってきたことがあったのう？」

　賢けん狼ろうホロは、こういうところばかり賢かしこいのだ。

「……三枚」

「五枚」

　歩み寄りの姿勢すら見せない。

　けれどもホロは嬉うれしそうに尻しつ尾ぽをぱたぱたさせている。

　ロレンスは太陽を見上げ、大きくため息をつく。

「わかった、五枚な」

「うむ！」

　ホロは元気よく返事をし、背せ伸のびをした。

「それでこそ、わっちの大好きなぬし様じゃ」

　それから頰ほおに口づけをしてきたが、それで銀貨五枚分。

　高い買い物だな、と笑うしかない。

「俺おれも飲むからな。それで五枚だ」

「はあ？　ぬしはぬしの勘かん定じようで飲むがよい」

「お前な……」

　そんなやり取りを交かわしながら、ロレンスとホロは雑ざつ踏とうに紛まぎれていく。どんなにもみくちゃにされようと、互たがいに憎にくまれ口ぐちを叩たたこうと、二人の手はしっかりと握にぎられたまま。

　久しぶりの旅はまだ始まったばかり。

　よく晴れて、風は冷たいがまだ夏の名残なごりが感じられる、港町での出来事だった。
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　これはまだ、湯煙の香るニョッヒラの山奥に、美しい二頭の狼オオカミがいた頃のお話……。




　　　　◇◇　◇◇




　昼間は随ずい分ぶん暖かくなったが、夜になるとまだまだ寒いという初春の頃ころ。

　北の地の温泉郷ニョッヒラの湯屋は、どこも冬の湯治客が帰った後で気が抜ぬけている。

　けれど、村の中でも一際山の中に佇たたずむ湯屋だけは、その日も遅おそくまで明かりが灯ともっていた。

　そんな〝狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭てい〟の広間には、多くの人が詰つめかけている。身なりの良い大商人風の者もいれば、一見すると修道士にも思える初老の男もいる。頰ほおに切り傷をこさえた獣けもののような面つら構がまえの傭よう兵へいまでが揃そろっていて、いかに様々な旅人が集つどうニョッヒラであっても、多た彩さいな顔ぶれと言えた。身分も生き方もばらばらな彼かれらに共通するのは、随ずい分ぶん気楽な様子でくつろいでいたこと。彼らはニョッヒラの湯に日が暮れるまで浸つかり、湯冷ましに葡ぶ萄どう酒しゆなどを啜すすっている。

　もっとも、彼かれらが楽しげなのは、酒だけが理由ではない。

　この日、ここに集まったのは、この湯屋にお祝いの言葉を届けるためだったのだから。

「では、僭せん越えつながら」

　広間に集つどい、思い思いにくつろいでいる者たちの視線を集めたのは、湯屋の主人であるロレンスだ。行商人として身を興おこし、今年で湯屋を構えて十年目になる。物もの腰ごしはすっかり湯屋の主人だった。

　広間の中心に進み出たロレンスに従うのは、髪かみの毛けを短く刈かり込こんだ獣けもののようなルワードだ。

　北の地では知らぬ者のいない勇ゆう猛もうな傭よう兵へい団の長であるルワードが、両手の上に緋ひ色いろの布を広げ、小さななにかを恭うやうやしく載のせている。

　そして、たとえ神が相手であっても我を貫つらぬきとおそうかという彼かれが、暖だん炉ろの前に歩み寄ったロレンスの横で、膝ひざをついて両手を差し出した。

「……恐きよう縮しゆくです」

　広げられた緋ひ色いろの布に、ちょこんと載のるものへと手を伸のばそうとしたロレンスは、やや冗じよう談だんめかしてそう言った。狼オオカミのような傭よう兵へいが、にやりと笑う。

　と、ロレンスが手に取ったのは、金色の貨か幣へいだった。

　そこには一人の女性の横顔が刻まれている。長い髪かみの毛けの、目を閉じてうつむきがちに微笑ほほえむ女性であり、頭には豊かに実った麦むぎ穂ほが巻かれていた。

　ロレンスが特別に打ち出してもらった貨か幣へいであり、素材である金以上の価値はない。

　けれど、この貨か幣へいには特別な意味がある。
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　ロレンスは万ばん感かんの思いを込こめて、その貨か幣へいを暖だん炉ろの上に置かれた板に嵌はめた。円形に穴がいくつか空けられたもので、金貨を飾かざれるようになっている。

　最初はちょっとした貯金のつもりだった。湯屋の商あきないが上う手まくいかなくなったら、これを元手にまた行商に戻もどろうと。

　けれど、湯屋は開業から大人気で、年を重ねるごとに賑にぎやかになり、客を断ることすらあるほどになった。

　板に空けられた穴は全部で十個。毎年そこに一枚ずつ嵌はめてきた。

　ロレンスはその十個目の穴に、金貨をぱちりと嵌はめた。

「おめでとうございます」

　悪戯いたずらっぽく笑えみを湛たたえながら、臣下のような口調でルワードが楽しげに言う。

　広間に集った客たちが口々に祝いの言葉を述べ、ロレンスが応えていたその時だ。

「さあ新たな門かど出でに、酒盛りじゃ！」

　貨か幣へいの中ではおしとやかに微笑ほほえんでいた女性が、そう叫さけぶ。

　獣けものの耳と尻しつ尾ぽを有した御おん年とし数百歳さいの、麦に宿る賢けん狼ろうにしてロレンスと手に手を取ってこの湯屋を作った、ホロである。

　いつもならホロの酒さけ癖ぐせを注意するロレンスも、今日ばかりは細かいことを言いはしない。

　早さつ速そくジョッキになみなみと葡ぶ萄どう酒しゆを注いでいたホロを、姫ひめのように抱かかえ上あげる。

　そして、客が囃はやし立たてる中、酒をこぼすまいと必死なホロの頰ほおに、酒よりも熱い口づけをしたのだった。







　扉とびらの向こうから、いや、木窓の向こうから聞こえるのだろうか？

　湯屋で住すみ込こみの手伝いをするコルは、静かな部屋の中で階下の騒さわぎに苦く笑しようした。

　湯屋にいるのは気心の知れた古い知り合いばかりだから、どれだけ騒さわいでも困ることはない。

　誰だれかが早さつ速そく楽器を持ち出したらしく、陽気な音色まで届いてきた。

　明日は二ふつ日か酔よいの者たちで、湯屋中が呻うめき声に満ちているかもしれない。

「ねえ、兄様、まだあ？」

　と、そんなコルの前で、不満げな声が上がる。

　背もたれのない椅い子すに座すわり、コルに背中を向けていた女の子だ。

「早く下に行かないと、ご飯なくなっちゃうよ」

　行ぎよう儀ぎ悪く椅い子すをがたがた揺ゆらし、苛いら立だちを隠かくしもしない。

　肩かた越ごしに振ふり向むいた顔は、階下で大おお騒さわぎに興じている母親のホロにそっくりだ。違ちがうのは、その銀粉を混ぜたような不思議な色合いの銀ぎん髪ぱつと、腕わん白ぱく小こ僧ぞうみたいな元気さだろう。

「ミューリ、あなたは今日から、そういうことを慎つつしまないとだめなんですよ」

「ええ～……？」

「何度も説明したでしょう」

　コルの言葉に、ミューリはものすごく嫌いやそうな顔をする。

「ほら、前を向いてください」

　ミューリは渋しぶ々しぶ前に向き直るが、首をすくめて反逆の意志を示している。

　ミューリはコルが仕える主人夫ふう婦ふの一人ひとり娘むすめだが、生まれた時から一いつ緒しよのために、コルにとっては歳としの離はなれた妹のような存在だ。

　不ふ貞て腐くされているミューリの髪かみの毛けを櫛くしで梳すきながら、コルはやれやれと笑う。

「今年の春で十年目の節目を迎むかえるこの湯屋と同じで、あなたも今年は節目の歳としでしょう？」

「……」

　ミューリは返事もしないし、振ふり向むきもしない。

　代わりに、母親譲ゆずりのふさふさの尻しつ尾ぽと、機き敏びんな獣けものの耳が少しだけ動く。

「今までのような蛮ばん行こうはおしまいです。あなたはこれから、大人の女性の仲間入りをするのですから」

　齢よわいも十を数えれば、貴族の娘むすめでなくたって、そろそろ結けつ婚こん相手を意識する頃ころだ。それまで棒を振ふり回まわして野の良らを駆かけまわっていたお転てん婆ばも、料理や裁さい縫ほうを学び、掃そう除じの手順や家の手入れの方法を学ばなければならない。

　ミューリとコルがこの部屋にいるのは、大人の仲間入りをするミューリのお披ひ露ろ目めを行う準備のためだった。なので、今のミューリが着ている服を近所の遊び仲間の少年たちが見たら、笑い転げるか、呆あつ気けに取とられることだろう。

　いつもは絶対に着ないような、布をたっぷり使ったふんわりとしたスカートを穿はき、革かわ紐ひもを呆あきれるくらいに交差させて体を締しめつける装身具を着け、その上から飾かざり布があしらわれた上着を羽織り、貞てい淑しゆくさを示すためのケープを纏まとっている。

　どれもこの日のためにロレンスの古い知り合いたちが用意してくれた一級の品々で、本来ならば大商会の娘むすめや、それこそ貴族の血を引いていなければ手に入らないものだろう。

　けれども、ミューリとくればそんな女の子らしい格好には舌を見せてげんなりして、着せるのも一苦労だった。

　なだめ、すかし、脅おどし、なんとか着せ終えた結果、落ち着きなく椅い子すの上でがたがた体を揺ゆらしている。

「ミューリ、きちんと足を閉じて座すわりなさい」

「……」

　スカートの下で胡坐あぐらをかかんばかりだった足が、これ見よがしに閉じられる。

　今日の日のことを伝えたら、まるで調理場に連れて行かれる鶏にわとりのように抵てい抗こうしたミューリだが、母親であるホロの一言によってなんとか言うことを聞かせている。

　そして今は、最後の準備である、髪かみの手入れを行っていた。

　コルが丁てい寧ねいにミューリの髪かみの毛けを梳すいていると、またぞろミューリの足が落ち着きなく貧びん乏ぼうゆすりを始めた。

　まったくもう、とコルは口を開く。

「もう少し我が慢まんしてください」

　服を着るまでにも散々抵てい抗こうしたこともあってか、ミューリは大おお袈げ裟さなため息をつくと、こう言った。

「じゃあ、なんか楽しいお話して」

　身なりにはとんと気を使わないミューリには、髪かみの毛けを梳すくなんてことはつまらなくて無意味なこと以外のなにものでもないのだろう。

　こういうところも少しずつ変わっていってくれることを願い、コルはひとまずお転てん婆ば娘むすめに譲じよう歩ほした。

「それでは──」

「お説教は嫌いやだからね」

　神の教えを今こそこのミューリに、という目もく論ろ見みは崩くずれ去さる。

　それに、これ以上ミューリの機き嫌げんを損そこねたら、せっかくのお披ひ露ろ目めが台無しになってしまう。

「わかりました。でしたら……」

　と、話題を探すコルに、ミューリが肩かた越ごしに振ふり向むいてこう言った。

「ねえねえ、兄様たちがこの村に来た時の話は？」

「この村に来た時？」

「兄様や父様、母様たちが大冒ぼう険けんをしてきた話は何度も聞いたけど、それからのことは聞いたことがないなと思って」

　ミューリは言って、やっぱりなにか落ち着かないのか、スカートを摘つまんでばさばさする。

「兄様たちが来る前は、ここにこのお家うちはなかったんでしょ？　考えてみたら、なんかそれってすごい不思議だもの」

　なるほど、と思う。

　それに、階下ではまさに昔話に花を咲さかせていることだろう。

「この家はそうですね……ロレンスさんがたくさんお金を稼かせぎ、ホロさんが湯脈を見つけ、作られたんですよ」

「その頃ころには私もいた？」

　椅い子すに背もたれがないので、ミューリはコルに背中を預けながらそう言った。

「ミューリ、髪かみの毛けが結ゆえないので……その頃ころにはまだいませんよ」

　ミューリの背中をそっと押おすと、ミューリはくすぐったそうに笑って身をよじっている。

「最初の二年間……いや、三年でしたっけ……もうよく思い出せないのですが、しばらくは湯屋を作るための準備をしていました」

「穴を掘ほったり？」

　小さい子たちは、なぜかあちこちに穴を掘ほりたがる。

「そうですね。柱を立てるための穴を掘ほったり、湯を通すための溝みぞを掘ほったり……おかげで、いくらか逞たくましくなりました」

「全然そうは見えないけど？」

　悪気がなさそうなのが、なお辛つらい。

　コルは曖あい昧まいに笑ってから、続けた。

「床ゆかに石を敷しき詰つめたりもしましたよ。それから、たくさんの職人さんたちを采さい配はいして……ああ、思い出しました。忙いそがしくて目が回るような毎日でした」

　日々の生活に埋うもれていた記き憶おくがよみがえり、コルは目を閉じて当時の様子に微笑ほほえんだ。

　すると、置いてきぼりにされたと思ったのか、ミューリが不満げに体を揺ゆする。

「それで？　兄様、それからは？」

「ああ、すみません。それからは、湯屋が大体完成したところで、たくさんの人を呼んで開業のお祝いをしました。軒のき先さきに看板が下げられているでしょう？　あの看板も、その時に吊つり下さげられたんですよ」

「へえー。ねえねえ、その時に私はいた？」

　自分の知らない時の話をされているせいか、ミューリは自分の登場がいつなのか気になるようだ。

「その時は……ああ、いたと言えばいましたが、まだホロさんのお腹なかの中です」

「ふぅん？」

「ミューリ、という名前をつけられたのは、湯屋落成のお祝いの席のことですよ」

　その言葉に、ミューリの獣けものの耳がぴんと伸のびる。

「そうなの!?」

　勢いよく振ふり向むくので、三つ編みにしようと選えり分わけた髪かみの毛けの束が、手からするりと抜ぬけてしまう。

　コルは無言でミューリの体を正面に向かせてから、言った。

「そうですよ。ホロさんの大昔の御ご友ゆう人じんの名前であり、ロレンスさんたちの大冒ぼう険けんを支えてくれた、ルワードさんたちの傭よう兵へい団の名前ですからね。ずいぶんあっさり決まったと記き憶おくしています」

「ふうん。へえ～……えへへ」

　自分の名付けの瞬しゆん間かんを知って、ミューリはすごく嬉うれしそうだった。スカートから覗のぞくふさふさの尻しつ尾ぽが、右に左に揺ゆれている。

「それで、それで？　私が産まれたのは？」

「あなたが産まれたのは……その年の冬です。ああ、そうだ……そうです……」

「ん？」

　言葉が淀よどみ、髪かみの毛けを束ねる手も止まるコルを、ミューリが不ふ審しんげに振ふり返かえる。

　目を閉じたコルが見ていたのは、燃もえ盛さかる家の中で働き続けるような記き憶おくだった。

「ねえ兄様、どうしたの？」

　手を摑つかまれ、ゆさゆさと揺ゆすられて、コルは我に返る。

　あの時のことを思い出し、当時の焦しよう燥そう感が胸によみがえる。

　その元げん凶きようのミューリが、きょとんと無む邪じや気きな目を向けてくる。

「……あなたが産まれてからの数年間は、きっとずっと忘れませんよ」

「え？　えへへ、そうなの？」

　ミューリは嬉うれしそうな、照れたような反応を示す。

　確かにミューリが産まれたことはめでたいし、湯屋が華はなやかになった。

　いや、華はなやかに、という言葉はあまりに迂う遠えんな表現だ。もっと正確を期すならば、火を放たれた、というほうが近いだろう。

　当時のことをもちろん知る由よしもないミューリは、純じゆん粋すいに嬉うれしそうに、コルのことを見つめている。

「ねえねえ、兄様。赤ちゃんの頃ころの私はどうだった？　兄様が面めん倒どう見てくれたって母様から聞いたよ？」

「え？　ええ……まあ、そうですね。ロレンスさんもホロさんも、湯屋の経営を安定させるので精いっぱいでしたからね」

「でも、私はどれだけ思い出しても、その時のこと覚えてないんだよね……」

　ミューリはつまらなそうに言う。

　コルに遊んで欲ほしいとせがんでは断られ、ちょっかいをかけては叱しかられるミューリなので、せっかく遊んでもらっていたらしいのに……ということなのだろう。

「覚えてるのは……なんかねえ、変なんだけど、罠わなに引っかかったことばっかりなんだ。それとも、あれは夢なのかな」

　小首を傾かしげるミューリは、実にあどけない。今は綺き麗れいな服を着て、髪かみの毛けも梳すいておめかしをしているせいか、掛かけ値ねなしに可愛かわいらしいと言える。

　元々華きや奢しやだし、顔立ちはホロと瓜うり二ふたつで整っている。

　こうしていればどこに輿こし入いれさせても恥はずかしくない女の子なのだが、その中身を知っているコルは、疲つかれたように笑うしかない。

「夢ではありませんよ」

「そうなの？」

　無む邪じや気きに問い返すミューリに、コルはむず痒がゆいような感情を覚えながら、答えた。

「あなたは溢あふれんばかりに元気でしたから……どうしようもなくて、網あみの中に入れて天てん井じようからぶら下げておいたんですよ」

「へー……へ？　ええ!?」

　ミューリはぴんと耳を立てて、唇くちびるを引き結んだ。

「なにそれ！　兄様そんな意地悪だったの!?」

「意地悪ではありません。ああ、あの時のことを思い出すと未いまだに心臓が痛くなります……」

　ただ泣いて乳を欲ほつするだけの時は、ほとんどホロが相手をしていた。ホロやロレンスの手が足りない時には面めん倒どうを見ていたが、赤あかん坊ぼうのミューリはひたすらに可愛かわいらしかった。

　苦労らしい苦労と言えば、ホロから受うけ継ついだ獣けものの耳と尻しつ尾ぽがあり、まだ赤あかん坊ぼうゆえにうまく隠かくすこともできないために、それを人目から隠かくすことだけだった。

　だが、やがて自力で動くことを覚え、すっくと立ち上がる頃ころには、可愛かわいいだけでは済まされなくなっていたのだ。

「大暴れとはあのことです。あらゆるものを摑つかみ、投げ、叩たたき、ほんの一いつ瞬しゆん目を離はなしたらいなくなり、皆みなが血相を変えて探し回れば、とんでもない場所ですやすやと眠ねむりこけているんですから」

「……」

　ミューリは記き憶おくにない自分の蛮ばん行こうを挙げられて、しーらないっとばかりに目を逸そらす。
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「でも、網あみに入れられている時のミューリは……あれはあれで可愛かわいかったですよ。それこそ罠わなにかかった仔こ犬いぬみたいで」

　笑うしかないと諦あきらめたような様子のコルに、ミューリはちょっとそわそわしたように振ふり向むいた。

「そうなの？」

「あの頃ころは体が小ちっちゃくて、尻しつ尾ぽが体と同じくらいの大きさだったんですよ。網あみの中で丸まって、ふわふわの尻しつ尾ぽを抱だいてもそもそしている様は、愛らしかったですよ。ロレンスさんがしょっちゅう見み惚ほれては、ホロさんに叱しかられていました。そういえば、尻しつ尾ぽを嚙かむ癖くせもいつの間にかなくなりましたね」

　口さみしいのか、当時のミューリは嚙かみ癖ぐせがあって、よく尻しつ尾ぽを涎よだれでべたべたにしていた。

　そして、それはミューリにとってちょっと恥はずかしい記き憶おくなのか、肩かたを縮めて、頰ほおを赤くしていた。

「そ、そんなことしないよ。もう赤ちゃんじゃないんだから」

「そうですね。ミューリも大きくなりました」

　あれから十年が経たった。数えきれないくらい叱しかり倒たおし、驚おどろかされ、笑わされた。そのミューリもいよいよ一人の女性としてお披ひ露ろ目めする時が来た。これからは、兄様、兄様、とまとわりつくこともなくなるだろうと思うと、少し寂さびしくもある。

　今からこんな調子では、ミューリの嫁よめ入いりの際が思いやられるな、と自じ嘲ちようした。

「ほら、髪かみの毛けももうすぐ結ゆい終わります。前を向いて」

　ミューリの髪かみの毛けは不思議な冷たさを湛たたえていて、指で掬すくうとするりと零こぼれ落おちる。

　きちんと櫛くしで梳すけばそれこそ輝かがやくようであり、結ゆい上げていてとても楽しい髪かみの毛けだ。

　左右、真ん中と三つに髪かみの毛けを分け、左右一房をそれぞれ三つ編みにして、真ん中の髪かみを束ねるように再度編む。

　手間のかかる編あみ込こみで、湯屋を出入りする踊おどり子こから教えてもらったものだ。

　完成すれば、階下の者たち皆みなが目を瞠みはるだろう。

　とはいえ、当の本人は、そんなことどうでもよさそうだった。

「はーあ……これから先、こんな服着て、こんな面めん倒どうな髪かみの毛けで過ごさなきゃだめなの？」

　網あみの中でもがいていた幼子のように、ミューリは新しく自らを縛しばろうとする服装の中でなおももがく。

「さすがに毎日はしませんよ。こんな格好をしていたら、湯屋の手伝いができませんからね。けれど、今までとは違ちがう、もっと女の子らしい格好と振ふる舞まいは必要です」

「……」

　声はなく、代わりにミューリは大きなため息をつく。

「いつまでも子供ではいられませんよ」

　ミューリの諦あきらめの悪さには慣れたものだ。悩なやまされることがありつつ、それもまたひとつのミューリの可愛かわいらしさだと思っているコルは、笑いながら髪かみの毛けを仕上げにかかる。

「それに、お嫁よめに行くことを考えたら、今から慣れておかないといけません」

　その言葉に、ミューリは足をばたばたさせながら言った。

「お嫁よめになんて行かないよ。父様もそんな必要ないって言ってたし」

　一人ひとり娘むすめに弱いロレンスは時たまそんなことを言って、ホロに尻しりをつねられている。

　ロレンスの気持ちもわかるコルは同情するように笑い、ため息をついた。

「そういうわけにはいきませんよ。それが、世の中というものですから」

　灰は灰に、塵ちりは塵ちりに還かえるように。

　神の定めし世の流れに沿って、人は生きなければならない。

「でも、私は兄様の側がいいんだけど」

　不ふ貞て腐くされるようにミューリは言って、コルにまた背中を預けてくる。

　信しん頼らいし、懐なついてくれるミューリのことを、コルはもちろん愛いとしく思う。

　けれど、微笑ほほえみに苦味が混じるのも、また事実。

「それは私が相手ならわがままを言えるからでしょう？」

　ミューリは顔を上げて、コルの顎あごの下から視線を向けてくる。

　責めるような、不服げな目つきだった。

「違ちがうよ」

　コルが肩かたをすくめると、ミューリはそのまま頭をコルの胸にぶつけている。

　コルは笑って受け止めて、頭をポンポンと撫なでた。

「私が願うのは、あなたが一生大切にしたいと思える人の側で、あなたが幸せに暮らせることです」

「だからそれは──」

　と言いい募つのろうとするミューリを、コルはそっと後ろから抱だきしめた。

「きちんとしていれば、あなたは素す晴ばらしい魅み力りよくの持ち主です。ですが、玉も磨みがかなければ光りません。あなたが振ふり向むいて欲ほしいと願う誰だれかに気付いてもらうために、少しは自分を磨みがかないといけないということです」

　ミューリはなおも不満そうだった。口に干し肉を咥くわえ、山の中を駆かけずり回まわるのが楽しいミューリには、こういう話をしてもわからないのかもしれない。

　けれど、とても大切なことだ。

　そのことを嚙かんで含ふくめるように、ミューリの腕うでをとんとんと叩たたいていたら、ふと、ミューリがコルの腕うでの中で身じろぎした。

「ねえねえ、それって、兄様も、そう思うってこと？」

「ん？」

　聞き返すと、ミューリがこちらを振ふり向むいた。

　髪かみの毛けを結ゆい終えたせいか、いつもより大人っぽく見えた。

「兄様も、綺き麗れいに着き飾かざった女の子をお嫁よめさんにしたいの？」

　実に子供らしい質問に、コルは柔やわらかく微笑ほほえんで、答えた。

「私は聖職者を目指していますから……でも、そうですね。盗とう賊ぞくみたいな格好をして、服の袖そでで洟はなを拭ぬぐっているよりかは、きちんとした服を着て、女の子らしく微笑ほほえんでいる子のほうが好きですよ」

　ミューリは初めて言葉を聞いた幼子のように、じっとコルのことを見つめている。

　そして、その言葉を聞き届けると、随ずい分ぶん神しん妙みような顔つきで視線を戻もどす。

　ようやくわかってもらえたのだろうか？

　コルがやれやれと安あん堵どしていると、ミューリはまたコルのことを振ふり向むいた。

　今度は、さっきよりも妙みように力強く。

「じゃあ、そうする」

　ミューリは言って、笑え顔がおを見せた。

　珍めずらしく聞き分けの良いミューリに、コルもまた嬉うれしくなる。

「わかってくれましたか？」

「うん」

　耳と尻しつ尾ぽをぱたぱたさせるミューリに、コルは笑え顔がおを返す。

「それでは、新しく生まれ変わった晴れ姿を、皆みなさんに見せに行きましょうか」

　その肩かたをポンと叩たたくと、ミューリはぎこちなくはあったが立ち上がる。

　髪かみを結ゆい、立派な服に身を包んだその姿は、掛かけ値ねなしに美しかった。

「とても綺き麗れいですよ」

「ほんと？」

「もちろんです」

　コルの返事に、ミューリは嬉うれしそうに笑え顔がおを見せる。

「ほら、転んだら大変ですから、摑つかまって」

　コルの差し出した手を、ミューリはそっと摑つかみ、すぐに握にぎり直す。

　それから、ぎゅっと力を込こめてくる。

「ねえ、兄様」

　二人で部屋から出ようとしたところで、ミューリが口を開く。

「なんですか？」

　呼ばれたコルが隣となりのミューリを見やると、ミューリは微笑ほほえむばかりで、なにも言わなかった。

「？」

　と首を傾かしげるコルの腕うでを取ったミューリは、扉とびらを開けた。

「なんでもない。それより、お腹なか空いた！」

「ミューリ、直さなければいけないのは、そういうところです」

　ミューリは振ふり向むき、悪戯いたずらっぽく舌を見せると、けらけらと笑う。

　まったくもうとため息をつくコルだが、そんなミューリの様子が嫌きらいなわけではない。

　廊ろう下かを進むと、階下の騒さわぎがはっきりと聞こえてくる。元行商人と、賢けん狼ろうと謳うたわれた狼オオカミが作り上げた湯屋の、記念すべき節目を祝う声だ。今そこに、新しく誕生した小さな淑しゆく女じよが向かっている。コルは兄代わりとして、そんなミューリの手を引く嬉うれしさに胸がいっぱいだった。

　ただ、だから気がつかなかったのかもしれない。

　コルの横を歩くミューリの、その笑え顔がおに。

「兄様、また、髪かみの毛け結ゆってね？」

　さっきまであんなに嫌いやがっていたのに、とは笑わない。蛹さなぎがある日突とつ然ぜん蝶ちようになるように、女の子もまた、突とつ然ぜんそうなるのだろう。

「ええ、もちろん」

　ミューリは嬉うれしそうに首をすくめ、肩かたを寄せてくる。

　階段を下りて姿を見せれば、すでに賑にぎやかだった広間がなお沸わき上あがった。ちやほやされてまんざらでもない様子のミューリの横で、コルは純じゆん粋すいにその成長を喜んでいた。

　だからコルは結局、この先もしばらく気がつかないままだった。

　小さな狼オオカミの胸の中に、はっきりと誕生した気持ちのことを。

　それから、その銀色の狼オオカミの、狡こう猾かつさと周しゆう到とうさを。

「兄様」

　まるで花はな嫁よめのように皆みなの前で祝われているミューリが、コルを見上げた。

「なんですか？」

　無防備に聞き返すコルに、ミューリは母親のホロそっくりの笑えみを見せた。

「ちょっと照れるね」

　神の子羊であるコルは、羊のように、返事をした。

「私はあなたの成長を、誇ほこらしく思います」

　ミューリは悪戯いたずらっぽく笑う。

　娘むすめの成長に涙なみだぐむロレンスや、すでに酔よっぱらってけらけら笑っているホロや、姪めいっ子のようにミューリのことを可愛かわいがるルワードらを前に、コルは噓うそ偽いつわりなくそう思う。

　けれども、隣となりで微笑ほほえむのは賢けん狼ろうの娘むすめなのだ。

　湯屋は節目の年を迎むかえた。ミューリは子供から大人になった。

　そしてコルの新しい気苦労の日々が、今まさに始まろうとしていたのだった。
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　いつもお世話になっております。支はせ倉くらです。間が開いてしまいすみません……という出だしの文章をほぼ毎日書いている今日この頃ごろです。間が開いてしまいすみません……。

　偉えらい作家さんが、短編は毎月とか定期的に書いておくと気が付いたら本になるからお勧すすめ、と言っていたのですが、そのとおりだなあと実感しています。今回の短編集も、いつの間にこんなに書いたんだろう、とちょっと不思議でした。

　また今回は前々から使ってみたかったけど、なかなか使う機会がなかった小ネタで書けたのも嬉うれしかったです。蜂はちの話や、特に書き下ろしのものなど、中世ネタが好きな人なら一度は疑問に思ったことがあるはず！　Ｗｉｋｉｐｅｄｉａの関連項こう目もくでは、ヨーロッパなどではすべて廃はい棄きしていた、とかあって、貴重なたんぱく源なのに捨てるってあり得るの？　とずっと疑問だったのですが、ようやく利用法を記き載さいした文ぶん献けんに巡めぐり合あえました。まあ、その後、関連語句で検けん索さくしたら、すぐにＹａｈｏｏ！知ち恵え袋ぶくろで答えが出てきて、虚きよ無むに陥おちいりましたが……分厚い文ぶん献けんを読んでいたら、知りたかったことの解答に思いがけず巡めぐり合あえる喜びは、ネット検けん索さくでは味わえない喜びなのだと自分に言い聞かせたいと思います！

　ちなみに、『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』シリーズは大体ピレネー以北を扱あつかった本からできているのですが、最近は時代も地域も下った近世頃ころの南の地中海地方、さらには中近東の本を読んでいます。知らないことだらけで面おも白しろいです。ホロたちが砂さ漠ばくに行くかは定さだかではありませんが、別シリーズかなにかで書けたらなあと夢想する日々です。




　また、最近懲こりずにＶＲ作品を作っています。本が出ないのはこれが理由です……。

　で、製作中のタイトルは、その名も『狼おおかみと香こう辛しん料りようＶＲ』！　原作者の立場をフルに活用して、関係者皆みな様さまのご協力を頂きながら作っております。シナリオ書下ろしのＶＲアニメーション作品に加えて、ホロの尻しつ尾ぽをモフモフしたりできるミニゲームが付いてきます。

　よければ検けん索さくしてみてください。




　それでは、ページも埋うまってくれたので、こんなところで。

　また次の本でお会いいたしましょう。
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